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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　五さ月つき晴ばれだった。

　春の薫かおりは桜の花弁と共に街から消え去り、新芽が大地から芽め吹ぶく季節。

　窓から差し込む陽光は暖かく、絶好の昼ひる寝ね日和びよりといえるだろう。

　そんな暖かな日差しが差し込む孤こ児じ院いんの応接間で彼───西さい郷ごう焰ほむらは、目の下にクマを作りながら力強く拳こぶしを握にぎりしめた。

「お………終わった………！　終わったぞ、鈴すず華か………[image: !!!]」

「お疲つかれ様だね、焰。これで気持ちのいいゴールデンウィークを過ごせそうだよ」

　トントン、と机の上で書類を纏まとめる快活そうな少女───彩あや里ざと鈴華もまた、感かん慨がい深そうに頷うなずいて返す。共に十五歳という若年でありながら、焰の顔は夜勤明けの勤労者の様な表情をしている。

　西郷焰は自作のネコミミヘッドホンを首から外し、少し大きめの服のボタンを二つ開ける。サイズが少し大きいのは身長が伸のびることを前提に買ったにもかかわらず、予測ほど背が伸びなかったからだろう。

　一方の彩里鈴華は、普ふ段だんよりも少しお洒落しやれをしていた。

　花はな柄がらの髪かみ留どめで大おお雑ざつ把ぱに纏め上げられた髪と、動きやすさを重視したショートパンツ。カジュアルな上着を着込んだその姿は華はなやかさに欠けるものの、彼女自身が持つ快活で力強い意志が反映されており、逆に魅み力りよく的に映ってしまう。服選びで四苦八苦する女性からしたら羨うらやましい限りだろう。

　西郷焰は会心の手て応ごたえに満足そうな笑えみを唇くちびるに浮うかべた。

「控ひかえめな自評だけど、間ま違ちがいなく渾こん身しんの論文だ。此これだけの研究成果を纏めて提出すれば、エヴリシングカンパニーも文句は言わねえだろ」

「にはは、そうだね。もう治験は通過してるんだっけ？」

「ああ。第Ⅱ相試験も異例の速度で通過した。第三学研が裏ワザ使ったみたいだけどな」

　二人は軽く身み動じろぎをしてからソファにだらしなく寝ねそべる。

　だが仕方がないだろう。

　カーテンが揺ゆらぐ程度のそよ風があり、日当たりも良好。徹てつ夜や明けには残ざん酷こくなほど気持ちのいい天気だ。加えて家内安全で無病息災。これで昼ひる寝ねを楽しむなという方が酷こくなのだ。

　正午を回ろうという時間なのに、孤児院の中は随ずい分ぶんと静かだった。

　休日の昼間といえば、年少組の少年少女が所ところ狭せましと走り回っている頃ころ合あいのはずだ。居間では今いま頃ごろ、奮発して買った55型テレビを取り合っているに違ちがいない。なのに今日に限って、孤児院の中は無人と呼ぶに相応ふさわしい静けさがあった。

　閑かん散さんとしすぎている、と言い換かえても過言ではない。

　朦もう朧ろうとした頭の隅すみで何か有ったのではないかと警けい鐘しようが鳴るが、そんなことがどうでもよくなるくらい眠ねむたいので、今は昼寝を優先することにした。

　西郷焰はボサボサの髪を搔かきながらふと、鈴華を見て意外そうな声を上げる。

「そういえば今日の鈴華………珍めずらしく着き飾かざってるな。出で掛かけるのか？」

「そうだよ。彩あやちゃんと一いつ緒しよに新しん宿じゆくまで出掛ける予定。焰も来る？」

「行かねえよ。彩あや鳥とと二人で楽しんで来てくれ」

　ヒラヒラと手を振ふって断りを入れる。

　何せ夜通しで出資者パトロンに提出する為ための研究論文を書いていたのだ。

　それがようやく終わったのが、正午直前のつい先ほど。昼に就しゆう寝しんなど、真っ当な学生の生活リズムではない。せめてゴールデンウィーク初日ぐらいは静かに暮らしたい。

　こうやって健すこやかな睡すい眠みんを貪むさぼるのも健全な日常のワンシーン………なのだが。焰のそんな謙けん虚きよな願いを打ち砕くだくかのように廊ろう下かから彼の後見人、御門釈天みかどとくてるの叫さけび声が響ひびいた。

「焰あああああああッ[image: !!!]　研究所の経理報告書、何処どこにやったああああッ[image: !!?]」

「………あ、」

「………へ？」

　しまった、と舌打ちする焰。

　素すっ頓とん狂きような声を上げる鈴華。

「………おい、姉弟ブラザー。どういうことさ、怒おこらないから自白ゲロっちまえよ」

「すまん、兄妹シスター。経理報告書を書き換えないと、孤児院の存続が危あやうい」

　研究所の出資者パトロンに提出するのは報告用の研究論文だけではなかった。増設した第三学研の設備費用や諸経費の他ほかに此こ処こ、孤児院〝カナリアファミリーホーム〟の運営費も纏めて提出する手て筈はずだったのだ。

　設備の増設希望として要求した極低温Cryo電子electron顕微鏡microscopeはともかくとして、55型テレビのようにこっそり経費で落とした贅ぜい沢たく品ひんを隠いん蔽ぺいするには、代表である焰が手を加える必要がある。

　経理報告の過大記述と、それによる予算の引き上げ。

　有あり体ていに言うと書類の偽ぎ造ぞうなのだが、研究には多大な資金が必要になるものだ。最終的に採算を合わせる目め途どは立ったので、後はどう騙だますかだ。

　そんな悪わる巧だくみをしていたので、つまりアレ、経理報告書はまだ出来上がってない。

　鈴華は真っ青になって髪を逆立たせて立ち上がる。

「ど………どうするのさ焰！　提出は何時!?」

「論文と一緒に十三時には提出する予定」

「うわお、あと一時間しかないじゃんか！　彩ちゃんにどう言い訳するの!?」

　悲鳴を上げて頭を抱かかえる鈴華。

　出資者パトロンの御ご令れい嬢じようには今日の昼までに提出を求められていた。しかし今から始めて間に合うのだろうか？　否いな、間に合うはずがない。手を打たねば孤児院と研究の存続が危あぶない。

　西郷焰は錯さく乱らんする鈴華の隣となりで解決策を練る。

　鈴華はその姿を見て少し落ち着きを取り戻もどしたように問う。

「………それで、打つ手はあるの姉弟ブラザー？」

「いや、ゲームオーバーだ兄妹シスター」

「早い！　諦あきらめ早い！　何か手はないの!?」

「南な無む三さん」

「神かみ頼だのみ!?　諦めたらそこで試合終しゆう了りようだよ!?　すぐに準備すれば間に合うって！」

　彩里鈴華は、飛び跳はねながら書類を取り出す。慌あわただしい言動や行動が目立つものの、用意するべき物はしっかりと用意してきているらしい。

　焰は袖そでをめくり、ため息交じりにペンを取る。

「でも、彩鳥お嬢じよう様さまが新宿か………六ろつ本ぽん木ぎや銀ぎん座ざの方が似合ってそうなもんだけど」

「そうでもないよ。彩ちゃんだって私たちとよく映画や華か乃の国くに屋や書店に行ってるし。………って、そんなこと話してる場合じゃないじゃん！　ほらほら、早く書いて書いて！　焰がその気になったら一時間もあればどうにかできるでしょ!!」

　はいはい、と気のない返事をして書類を受け取る。どちらにせよ手は打たねばならないのだ。行動派の彩鳥のことだから、報告書の提出が遅おくれていると知ればすぐにでも乗り込んでくるに違いない。そうなる前に何かしらの言い訳を考えておく必要がある。

　さて、それではどのような形で偽造するべきかと考え始めた時───ピピピ、と携けい帯たい電でん話わの簡素な着信音が鳴った。

　液えき晶しように映った発信相手の名前を見て、焰は顔を顰しかめる。

「………やばい。彩鳥お嬢様からだ」

「うおお、マジですか」

　二人で頭を抱かかえつつ、焰が恐おそる恐る電話に出る。

　すると静せい謐ひつな声こわ音ねが、電話機の向こうから聞こえてきた。

『───お疲つかれ様です、焰先せん輩ぱい。今少しだけお時間よろしいでしょうか？』

「勿もち論ろんっすよお嬢様。経理報告書の件なら問題ございません。今からきっかり一時間後には仕上げて渡せる予定───」

『そんなことより先輩。貴方あなたに二、三お訊たずねしたいことがあります』

　此方こちらの言葉を遮さえぎる声。焰は少し意外そうに片かた眉まゆを歪ゆがませる。彼女に出会ってから今まで資し金きん繰ぐり以上に優先する話題はなかったからだ。

　それというのも彼女───久く藤どう彩鳥の実家は、西郷焰と彩里鈴華が暮らすこの孤児院〝カナリアファミリーホーム〟の出資者パトロンだからである。現在このカナリアファミリーホームに在ざい籍せきしている七十八人の少年少女の衣食住はもちろんのこと、その他にかかる諸経費や学校に通うための費用までもが彼女の実家によって賄まかなわれている。

　その為、経費云うん々ぬんに関しては常に最優先事じ項こうであるとお互たがいに認にん識しきしていた。そんな最優先事項を、そんなことと言って済ますとは、のっぴきならぬ事態である。

　焰も茶ちや化かした口調を止やめて訝いぶかしげに問う。

「………彩鳥？　何かあったのか？」

『ええ、まあ。何かあったと言えばあったのですが、私も状じよう況きようをよく理解しているわけではないというか、凡およそありえないはずのことが起きているというか………』

　要領を得ないまま、自分でも何をどう説明すればいいのか分からない様子で口くち籠ごもる久藤彩鳥。こういう彼女は珍しい。何時いつも語るべきことは理路整然と語る彩鳥が、こんな態度を見せるのは初めてかもしれない。

　本人も今の自分に戸と惑まどったまま、咳せき払ばらいをして切り出す。

『つまりその………先輩の周りで何か、不可思議なことは起きてませんか？』

「………は、」

　はあ？　と、改めて首を傾かしげる焰。だがそれも仕方ない。

　思い悩なやんだ挙げ句に出てきた言葉が此これでは、こうも言いたくなるだろう。

「不可思議って、何だそれ。具体的にはどんな？」

『そうですね………例えば、変な方法で手紙が届いたりしてませんか？』

「手紙？　ええと、便びん箋せんを封ふう筒とうで包んだようなアナログな手紙のこと？」

『はい。一例としてあげるのであれば………空から、手紙が降ってきたりとか。完全密室状態の部屋に、密室殺人ならぬ密室投書があったりとか。………その、三み毛け猫ねこが手紙を咥くわえてやってきたりとか………』

「……………、」

　益ます々ます以もつて意味が分からない。

　そして徐じよ々じよに小さくなる声。自分で言っていて恥はずかしくなったのだろう。

　携帯電話越ごしにそんな空気を感じ取った焰は親切にも「何を言ってるんだお前は？」という言葉をグッと飲み込み、今度は少し心配そうに問う。

「彩鳥。もしかして………これは、新手の罰ばつゲームか？」

『いえ、何もないのなら良いのです。今の言葉は忘れてください』

「お、おう。まあ彩鳥も忙いそがしいみたいだからな。そういえば、今日は鈴華と一緒に遊びに行くとか言ってなかったか？」

『ええ、その予定です。鈴華は読書家ですので、私の知らない書籍にもとても詳くわしい。今日は先輩の家に寄ってから───』

　ふっと、そこで言葉を切る。焰は不自然な言葉の切り方をされて小首を傾げる。

　僅わずかな時間、沈ちん黙もくが続く。

　すると突とつ然ぜん、怜れい悧りな刃は物もののような声が響いた。

『………ちょっと待ってください。先輩さっき、なんて言ってました？』

「え？」

『経理報告書が云々、というような妄もう言げんが聞こえてきた気がしたのですが………まさか、まだ完成していないのですか!?』

「………げ、」

『げ、って、げってなんですか!?　今回はデータではなく、手書きにしたいから待って欲しいと言い出したのは先輩ではないですか………!?』

「南な無む三さん」

『神に頼たのんでも経理は動きませんッ！』

　珍しく声を荒あららげる久藤彩鳥。今回はよほど不味まずいのだろう。

　焰も失敗したと内心で舌打ちをしつつ、時計を見る。今は十二時を回ったばかりだ。急げば十三時には何とか形にすることは可能だろう。

　逆に言えば、それ以前に取りに来られたら困る。まだ使し途と不明金をごまかす準備が出来ていない。何とかして時間を稼かせぐ必要がある。

　しかし彼女は焰の返事を無視し、にべもなく告げた。

『先輩を信じた私が馬ば鹿かでした………!!　先輩は今、在宅なのですね？』

「え？　いやまあ、そうだけど」

『分かりました。もうすぐ其方そちらに着きますので、それから今後についてお話しましょう。───ああ、そうでした。最近購こう入にゆうしたという贅沢品についても、話を聞こうと思っていたところですので！』

　ご覚かく悟ごください、という物ぶつ騒そうな言葉と共に通話が切れる。それと同時に、孤こ児じ院いんの外から車の停車音が聞こえてきた。

　正に迅じん速そく果断の行動力。既すでに此方こちらに向かっていたとは用よう意い周しゆう到とうである。

　焰は眉み間けんに皺しわを寄せてから、二度目の舌打ちをした。

「………マジかよ。やばい、彩鳥お嬢様が来る！」

「ぐあ、どうするのさ!?」

「幾いくらなんでもこのまま渡す訳にはいかないだろ!!　俺は書類を持って逃にげるから、鈴華は適当に時間を稼げッ！　一時間後、何時もの店で落ち合うぞッ[image: !!!]」

「合がつ点てん承知！　幸運を祈いのるッ！」

　焰は珍しく声を荒らげながら立ち上がる。事は一刻を争う事態に発展しつつある。書類を片手に持って近くの窓に手を掛かけて飛び出し、スリッパのまま中庭を駆かける。

　状況から鑑かんがみるに、表からは逃げられない。

　裏の勝手口を使って逃げ出すつもりなのだろう。

　それを先読みしていた御門釈天は、愛車を勝手口に乗り付けて車内から叫さけんだ。

「ええい、毎度毎度懲こりないなお前は！」

「うるせえ、けどナイスだ御門のオッサン！」

「オッサン言うなッ！　早く乗れ、焰!!」

　後部座席に飛び乗る焰。即そく座ざにアクセルを踏ふみ込む御門釈天。

　急発進した勢いで頭を打った焰は、少しムッとした。しかし彼が助け舟ぶねをよこしてくれたことに変わりはない。頭を押さえつつ軽く礼を言って、経理報告書を取り出す。

　釈天は法定速度を僅かに超こえて走りながら焰に問う。

「ったく、恒こう例れい行事になりつつあるな。そのうちお嬢様に愛あい想そつかされるぞ」

「そういうなって。アンタの愛好してる煙草たばこだって経費で落としてるんだろ？　知ってるんだぞ、研究所名義でマイセンのカートンをダース買いしてるの」

「バッカお前、あれはチップだよチップ。傭よう兵へい雇やとうのに基本金しか渡さないクライアントがいるかっての」

　悪びれることなく豪ごう快かいに笑う御門釈天。

　この御門釈天という男───名目上は孤児院の管理人ということになっているが、その正体は自じ称しよう世界中を飛び回るフリーエージェントである。何とも胡う散さん臭くさい肩かた書がきではあるが、孤児院の出資者パトロンを見つけてきたりとこれで中々優ゆう秀しゆうで顔の広い男である。

　赤信号に差し掛かったところで、焰は車外に視線を向けた。

　ゴールデンウィーク初日というだけあって街は学生たちで賑にぎわっている。私服姿で歩く様子がよく目についた。

「………そっか。もう、五年も経たつんだな」

「何が？」

「何でもない。とりあえずこのまま何時もの喫きつ茶さ店てんに回してくれ。そこでさっさと仕上げるから」

「あいよ。───ところで焰」

　釈天は運転席のバックミラー越しに焰を見み据すえ、少し語調を強める。

　僅かな逡しゆん巡じゆんをした後、彼は普ふ段だん通りの声音で問う。

「最近………お前の周りで、不可思議なことは起きてないか？」

「───は、」

　はい？　と、素すっ頓とん狂きような声を上げて手を止める。

「………ええと、具体的には？」

「そうだなあ。一例としてあげるのであれば………変な方法で手紙が届いたりしていないか？　空から手紙が降ってきたりとか、完全密室状態の部屋に密室殺人ならぬ密室投書があったりとか………三毛猫が手紙を咥えてやってきたり、とか」

「お前は一体何を言ってるんだ？」

　今度は即そく答とうで釈天の頭を疑う。

　まだ十四歳の少女である久藤彩鳥が言う分には夢のある可愛かわいい冗じよう談だんで済むが、三十代半ばを超えたオッサンがこんなことを言い出したところで面おも白しろくもなんともない。彩鳥と示し合わせた冗談なのかと言葉を続けようとした焰だが、それを釈天が制する。

「いや、いいんだ。何もないならそれに越こしたことはない。ただしばらくは様子をみたい。一週間ほど孤児院に寝ね泊とまりする予定だから、部屋を都合してくれるとありがたい」

「……………、」

　思いの外、真ま面じ目めな言葉が続いた。

　どうやら彼は真しん剣けんに〝不可思議なこと〟が起きると懸け念ねんしているらしい。

　こうなると相手は曲がりなりにも後見人である。どんなに変なことを言い出しても、一考するのが礼れい儀ぎというものだろう。

　一度書類を横に置いた焰は、一いつ緒しよに持ち出してきたノートパソコンの電源を入れる。総合情報サイトのページを開いた彼は、おもむろに告げた。

「御門のオッサン」

「オッサン言うなって言ってんだろうが。俺はまだ三十六歳だ」

「はいはい、御門さんね。さっきの不可思議なこと、ってわけじゃないけど………今世界で、有りえるはずのない自然現象が起きている、っていうのは知ってるぞ」

「何だと？」

「ニュースでもよくやってるだろ？　南アメリカで発生した噂うわさの超ちよう大型台風の件」

「………超大型台風？　ああ、近ちか々ぢか東京を直撃するとかいうアレか」

「そうそれ。実はこの大型台風なんだけど、科学的に有りえないことが詰つまってるんだよな。───ほら、このサイトなんかでも特集してる」

　焰はそう言うと、総合情報サイトに掲けい載さいされた内容を読み上げた。

　───南アメリカ大陸近海で発生した台風二十四号は赤道を越えて北上し、ヨーロッパの一部に多大な被ひ害がいを与あたえた後、現在も勢いが衰おとろえることなく東南アジアを経由して東へ進行中。住居被害世帯数は二〇〇万世帯を超える見込みです。

　この台風二十四号は通例に則のつとり〝野生の牛Cimarron〟と名付けられましたが、その異常な進路と国際的脅きよう威いからその名めい称しようを固有の物とし〝天の牡牛Taurus〟に改名されました。

　東京にはゴールデンウィーク前半に上陸する見込み。気象庁は遠方への外出は極力避さけるように呼びかけており───

　と、そこで焰は言葉を切る。

「此れが今起きている一番ホットな不可思議ニュースかな。───どうだ？　参考になったか、御門さん」

「………。いや、別の意味で大変参考になった。が、どの辺りが不可思議なんだ？　進路がありえないのか？」

「おいおい、何を聞いてんだよ。南アメリカ大陸近海は南半球。ヨーロッパは北半球。つまりこの台風は、越えられるはずのない赤道を越えたことになる。本来なら、台風は発生した位置から赤道を越えることはできないだろ？」

「そうなのか？　絶対に？」

「絶対にだ」

　即答して力強く頷うなずく。釈天は尚なおも片かた眉まゆを上げて小首を傾かしげている。

「すまん、科学的なことには疎うとくてな。ちょいと講義してくれませんかね、西郷博士」

「よろしい、簡単に説明しましょう。此こ処こテストに出るので要注意だぞ」

　コホン、と咳せき払ばらいをした焰は、今起きている不可思議について軽く説明する。

「さわりだけ説明すると、自然界には回転する力、いわゆる転向コリオリ力───渦うずを巻く力が存在している。これらは北半球と南半球で全く逆方向に働いていて、海の大渦や台風なんかは必ず一定方向にしか回転しない。その為ため、転向力が存在しない赤道上はそもそも台風が発生しないし、台風が赤道上を通過することなんて絶対に考えられない」

「………ほう。となると、発生源が自然界の力とは別に存在すると？」

「恐おそろしい話だが、在りえなくもない。そもそも発生からして、この台風は謎なぞに包まれていた。南半球の台風は必ず右回転でしか発生しないのに対し、台風二十四号〝天の牡牛〟は左回転で発生している。自然界の力とは全く異なった力の発生源を疑うのは初歩だな」

　フム、と釈天は顎あごに手を当てて瞳ひとみを鋭するどくする。

「………気象兵器の開発は国際的に禁止されている。それを何処どこかが破ったと？」

「在りえなくはない。ネット上でも某ぼう国こくの造り出した気象兵器による実験、なんて言われているけど………意外にいい線行ってるんじゃないかと俺は思ってるよ。この持続力と被害範はん囲い、そして自然界の法則を超えた力は何かしらの意志が感じられる。人の手によるものか或あるいは………何か、超ちよう常じよう的な存在でも絡からんでいるのかもね」

「神の力、とか？　ハッ、研究者の卵が口にしていい言葉じゃないな」

　釈天が茶ちや化かすと、焰は笑って首を振ふった。

「そんなことはない。著名な研究者や学者先生ほど心の拠より所に信しん仰こうを持ってくるらしい。俺だって、神様的な超常存在を頭ごなしに否定はできないし。ましてや───」

　ふっと、一いつ瞬しゆん遠い目をする。

　新芽の枝葉を見つめながら、焰はポツリとつぶやいた。

「ましてや、俺たちカナリアの家の子は………普通じゃない。そもそも不可思議の有う無むなんて問いだしたら、俺たちの存在が不可思議の塊かたまりみたいなものだよ」

「………。ああ。そうだったな」

　お互たがいの間に僅わずかな沈ちん黙もくが流れる。

　しばらく黙だまり込んだ二人だったが、信号が青になると同時に焰は笑いながら首を横に振った。

「話が逸それたけど、俺が知ってる不可思議な事件っていうのはこのぐらいだな。参考になったですかね、御門さん」

「なったなった、あらゆる意味で参考になったわ。………いやあ、なるほどね。正規の門を通過しなかった場合、星せい獣じゆうはそんな風に顕けん現げんするのな」

「は？」

「気にするな、こっちの話だよ。しかし世間様ではそんなことが起きていたのか。デカい台風が近づいているという話は聞いていたけど、そんな変態軌き道どう台風とは思わなかった。………でも、なんでまたそんなことを知っていたんだ？　普通は台風の発生地点なんてわざわざ調べないだろ？」

「ああ、それね。実はこの台風にはもう一つ変な所があってさ。それがより気象兵器説を強めてるんだけど………その辺はアンタの耳に入ってないのか？」

「ほほう？　初耳だな。追加講義をお願いしても？」

「勤勉でよろしい。───実はここだけの話、台風が通過した国には必ずと言っていいほど新種のウイルスが大流行してるらしい」

　改めて驚きよう愕がくした釈天は、バックミラー越しに焰を見た。

　御門釈天の肩書は伊達だてや酔すい狂きようだけによるものではない。事と次し第だいによっては彼の本業に関かかわると判断したのだろう。

「新種のウイルスの流行って、大おお事ごとじゃねえか。治ち療りよう法は見つかってないのか？」

「既き存そんの方法ではまだ見つかってない。しかもこのウイルス、人体だけじゃなく植物にまで感かん染せんするって話だからな。今年の麦と玉蜀黍とうもろこしの相場が暴ぼう騰とうするのは間ま違ちがいないらしい」

　茶化すような言葉だが、今の言葉が本当ならとんでもない大事件である。

　ヨーロッパ沿岸から東南アジアを突つき進んでいるというのなら、農作物の病害は史上空前規模となり、大だい飢き饉きんも考えられる。

「………参ったな。それが本当なら人類が滅ほろぶのも時間の問題ですよ、西郷博士。我らに救いは無いのでしょうか？」

「勿もち論ろん、あるからこうして落ち着いているのです。───まあ、ここからが本題なんだけどさ。この治療法がまだ確立されていないウイルスに、唯ゆい一いつ劇的な効能があるかもしれないっていうのが、俺たちの研究してるナノマシンってわけさ」

　へえ、と釈天は関心の度合いを強める。

「ということは、本格的に実用し始めるのか？　しかし治験はどうする？」

「其そ処こもクリアしてる。天然痘に近いウイルスらしいんだけど、毒性が強いうえに拡大速度が速すぎるってんで、先方も大急ぎで必要らしい。おかげさまで通常からは考えられない速さで第Ⅱ相試験を通過したぜ。………まあ、エヴリシングカンパニーが裏で手を回したということは十二分に考えられるけどね」

　ニヤリ、と笑えみを浮うかべる西郷焰。

　───〝エヴリシングカンパニー〟。第二次世界大戦後まもなく西欧で立ち上がった、世界でも五指に入る大商社の名称である。

　電子機器や医い療りよう・美容薬品、エネルギー開発など手広く取り扱あつかっている世界的な大だい企き業ぎようが何故なぜ、西郷焰が身を寄せている孤こ児じ院いん〝カナリアファミリーホーム〟に出資しているのか。───その疑問の答えがここにある。

　西郷焰の父親が作り出した技術の委い譲じようと、完成サンプルの解明を条件に、エヴリシングカンパニーは孤児院の出資者パトロンに収まっているのだ。

「そういうことか………いや、不幸中の幸いとはこのことだ。これでお前の親父おやじさんの研究の一つが、ようやく表に出るわけか。確か最新式の粒りゆう子し機器………第三種星3S, nano辰粒子体machine unit、だっけ？　お前の親父さんが作ったナノマシンって」

「そうだけど、まだ完成サンプルを完全に再現出来たわけじゃない。あくまで機能の一つを再現可能にしただけだ。進行状じよう況きようで言うなら一〇％がいいところじゃないですかね」

「ほう？　ならその一〇％が偶ぐう然ぜん新種のウイルス撃げき退たいに適応していたと？」

「いんや。まだハッキリとしたことは言えないけど………多分、既存のウイルスが対象でも、脳内にでも病巣が無い限りはかなりの範はん囲いで効能が確かく認にんできるはずだ。もう少し進めば、ガン細さい胞ぼうの除去にも使えるようになると思う」

　あっけなく言い放つ焰に、釈天は瞳を見開いて驚きよう嘆たんした。

「………マジかよ。医療革命にも程ほどがあるぞ」

「俺もそう思う。でもナノマシンによるガン細胞の除去は、前々から着手されていた分野でもあるからな。裏ワザで恐きよう縮しゆくだけど、俺たちが一歩リードってところ………とは言っても、誇ほこれるようなものでもないけどな」

「なんでだよ。十分に凄すごいだろ」

　釈天の賞賛を、焰は首を振って否定する。

「忘れるなよ。俺たちの目的は医療革命じゃない。エネルギー革命だ。ナノマシンの完成サンプルはまだまだ未知の部分が多いし、何といっても───」

　焰はフッと、自じ嘲ちようの笑みを浮かべた。

「………何といっても。再現した俺自身が、全く構造を理解できてない。俺が把は握あくしているのは機能の結果と役割だけ。やってることは、設計用の図面を引くぐらいだ。死んだ親父の論文があればもっと進んでいたんだろうけどね」

「─────」

　その自嘲に、釈天は苦笑いで返す。

　今の言葉は随ずい分ぶんと含ふくみのある言葉だった。聞く者が聞けば、その矛む盾じゆんを指し摘てきせずにはいられないだろう。

　だが釈天は何事もなかったかのように首を横に振る。

「しかしまあ、めでたい話じゃねえか。本来の手順を踏ふんでいたら、治験を通過してから普ふ及きゆうするまで、一〇年かかるか二〇年かかるか………」

「全くだ。今回の功績が認められて、ずっと欲しかった最新式の電子顕けん微び鏡きようを貸してくれるって話だからな。───信じられるか？　顕微鏡一つで二十五億円もするんだぜ？」

　焰から飛び出た金額に、釈天は目を剝むいて驚おどろいた。

「に………にじゅうごおく[image: !!?]　おいおい二十五億の顕微鏡ってなんだそりゃ!?　レンズに金剛石ダイヤモンドでも使ってんじゃねえのかそれ!?」

「ふふん。人類の英知はダイヤの価値を上回るのだ。備品一つとっても、とんでもない値段が付くんだよ───って、危ない釈天ッ！」

　焰が声を荒あららげる。

　車が細い路地に向かって右折したその直後、それを遮さえぎるかのように黒い高級車が前に滑すべり込んできたのだ。交通事故一歩手前の荒あら業わざに二人は同時に舌打ちを鳴らす。

　だがその黒くろ塗ぬりの高級車が誰だれのものかわかった途と端たん、天を仰あおいだ。………というか、近所でこんな高級車を乗り回す者など、一人しかいない。

「………この馬ば鹿かテル。追いつかれてるじゃん」

「許せ。プリトゥが運転手として雇やとわれているのを忘れていた」

　ハンドルに凭もたれ掛かかったままげんなりとする御門釈天。

　高級車の運転席からは白はく髪はつ褐かつ色しよく肌はだのスーツ姿の女性が降り、後部座席の扉とびらを開ける。すると、鈴すずの音のような軽かろやかな声が響ひびいた。

「………良い天気ですね、先せん輩ぱい。釈天さん。絶好のドライブ日和びよりかと思われます」

「─────、」

　風ふう鈴りんのように涼すずやかで静せい謐ひつな少女の声。

　抑よく揚ようの無い声こわ音ねなのに、柔やわらかく耳に心地ここちいいのは、彼女なりの親しみが籠こもっているからだろう。口元に浮かぶ静かな笑みは愛らしい唇くちびるを強調させている。

　───だがしかし、瞳は笑っていない。

　翠みどり色の瞳が、焰を静かに見み据すえる。

　静謐さと力強さを秘ひめた彼女の瞳に睨にらまれて、怯ひるまない男はいないだろう。礼れい儀ぎ正ただしい立ち姿で此方こちらを見据えるその姿は十四歳の少女のものとは思えないほど清せい廉れんさがある反面、無言の圧力を放出している。もしも怒ど気きを可視して観測することが出来たなら、正に怒ど髪はつ天を衝つくが如ごとく立ち昇のぼっていただろう。

　───久藤彩鳥。エヴリシングカンパニー会長の娘むすめであり、学校の後こう輩はいであり、そして西郷焰の雇かい主である人物。

　そんな彼女が、今にも襲おそい掛かってきそうなほどお怒いかりである。

　獰どう猛もうなご主人様を前に、焰は腹を括くくって車から降りた。

「………どうも、彩鳥お嬢じよう様さま。まだ一時間経たってないですよ」

「今完成していない経理報告書が一時間後に完成しているとは思えません。何か理由があると推測されます。………話して頂けますね？」

[image: ]

　冷ややかな視線に圧が籠もる。こうなるともう手が付けられない。どんな理由を付けても彼女を言い包くるめることは不可能だろう。

　ならば破れかぶれだ。玉ぎよく砕さい粉ふん砕さい上等である。

　焰は天を仰ぎ、額を叩たたいて観念したように頭を下げた。

「スミマセン、彩鳥お嬢様。こっそり経費で購こう入にゆうした孤児院の備品をまだ計上していません。具体的に言うと、居間の大型テレビとか」

「………それで？」

「全すべてはお茶の間に安らぎを求めたこの身の不徳。年少組に笑顔を、と思って魔まがさしただけのこと。此こ処こはお嬢様の寛かん大だいなお慈じ悲ひを以もつて御お目めこぼし下さい。もし黙っていてくれるなら借り二つ、いや三つ付けてもいい！　頼たのむ、何でもするから！」

　パン！　と両手を合わせて頼み込む焰。彼にしては珍めずらしく必死である。

　というのも、彼らの孤児院〝カナリアファミリーホーム〟は娯ご楽らくに乏とぼしい施し設せつである。長らく使ってきた32型テレビが寿じゆ命みようを終えて以来、孤児院内の笑い声は著いちじるしく減ってしまっていた。それを見かねた焰が仕方なく購入したのがあの最新モデルの55型なのだ。

　その辺りの事情を知っている彩鳥は、小さくため息を吐ついた。

「貸し付け三つ、ですか。我が社の経理部を騙だますには安すぎますね」

「………駄だ目めか？」

「というより、幾いくら貸し付けたところで経理部は動きませんよ。一番頑がん固こな部署なのに。………なのでその貸し付けは、私の個人的なポケットマネーで買い取りましょう」

　なんですと？　と顔を上げる。

　悪戯いたずらっぽく微笑ほほえんだ彩鳥は腰こしに手を当ててから、褐色肌の運転手の女性に振ふり返った。

「プリトゥ。カナリアファミリーホームの備品関係は、私からの贈ぞう与よという形で処理してください。それなりの額になるとは思いますが、私個人から先輩に貸し付け三つ貰もらえるのなら安いものです」

「ちょ、おい」

「かしこまりました、お嬢様」

　そういうと褐色肌の女性───プリトゥと呼ばれた女性は、素す早ばやく焰から経理報告書を奪うばい取り、車のトランクの中にしまいこむ。

　後部座席の扉を開いた彩鳥は、シートを軽く叩いて乗るように催さい促そくする。

「さて、それでは参りましょう。貸しの回収一つ目として、今日は鈴華と私をエスコートしてもらいます。よろしいですね、先輩」

　パンパン、と座席を叩く彩鳥。一難去ってまた一難。金で人徳の貸しを作るとは、流石さすがは天下に名立たるエヴリシングカンパニーの御ご令れい嬢じよう。見事な高利貸しである。

　こうなると、もうどうにもならない。

　焰は三度目の天を仰いで苦笑いを浮かべた。

「………了りよう解かい。それで手打ちにしてくれるなら安いものっすよ」

「全くです。………あと先輩には事後承しよう諾だくで申し訳ないのですが、今日からしばらく孤児院の方に寝ね泊とまりさせていただくことになりました。部屋を都合していただけたらありがたいです」

　は？　と彩鳥を見てから、釈天を見る。

　彼もそんなことを言っていたが、もしかして流行はやっているのだろうか？

「別にいいけど、今日から釈天も寝泊まりするから空き部屋なんてないぞ」

「？　使われていない部屋が一室あるではないですか。そこで構いませんよ」

「ああいや、でもあの部屋は………まあ、いいか」

　頭を搔かきながら、バツが悪そうに承諾する。

　焰が車に乗り込もうとすると、急に日差しに陰かげりがさした。

「………あれ。随分と早い到とう着ちやくだな」

　台風二十四号の東京到着は今日の夜と予測されていたはずだ。幾ら何でも早すぎると思った焰だが、半日単位で気象庁の予測が外れるなどよくあることである。

　だが御門釈天はその天候を、不穏な瞳で見上げた。

「………此れは尋常じゃないな」

「荒れるかな？」

「ああ、大荒れだろうな。今夜は家に帰ったらもう出るなよ」

　釈天はそれだけ告げると、愛車を走らせて颯爽と何処かに向かっていった。

　焰も、なるべく早く帰った方がいいという程度の認識を頭の隅すみに置いておき、久藤彩鳥と彩里鈴華の買い物に付き合うのだった。
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　───数時間後。

　嵐らん影えい湖こ光こうの景観に、激しい豪ごう雨うと雷らい鳴めいが降り注いだ。

　雷雲を伴ともなう天候は視界が不ふ明めい瞭りようになるほどの大雨となって海岸沿いに波を立て、更さらに山やま間あいの川を氾はん濫らんさせている。氾濫した川は下流の街を吞のみ込むほどの濁だく流りゆうを生み出し、まるで一匹ぴきの龍りゆうが現れたのではないかと錯さつ覚かくを起こさせる。

　川沿いで飼育されていた家畜は柵さくごと押し流されて水面に消えていった。

　獣けものたちは突とつ然ぜんの変化に混乱し、為なす術すべもなく逃にげ出していく。しかし雷雲はまるで意志を持ったかのように乱れ蠢うごめき、逃げ出す獣たちに落雷を打ち据すえていく。

　地上の地じ獄ごくかと錯覚するような大おお嵐あらしの顕けん現げん。

　しかしその大嵐の中を、颯さつ爽そうと突つき進む男の影かげがあった。

（これは………想像以上だな………！）

　雨風を凌しのぐための衣ころもを身に纏まとい、嵐の中心を目指して突き進む男───御み門かど釈とく天てるは、横よこ薙なぎに吹ふき付ける暴風を物ともせず、大嵐の中心を睨みつける。

　雷雲は狙ねらい定めたように釈天を撃うち抜ぬこうとするが、既すんでのところで当たらない。誰もが慄おののき恐おそれるその光景を前に、釈天は決して歩調を緩ゆるめない。

　だが当然だろう。この男はそもそもこの大嵐を恐れていない。

　大嵐の中心へ、泰たい然ぜんと突き進んでいる。

　その闘とう志しに応えるかの如く、何処どこからともなく猛牛の咆ほう哮こうが上がった。

　不明瞭な視界の地平に稲いな光びかりが走る。この不自然な大嵐を作り上げた張本人もまた、久方ぶりの挑ちよう戦せん者を得たことで姿を隠かくすことを止やめた。

『ＧＥＥＥＹＡＡＡＡａａａａ────[image: !!!]』

　積乱雲が、その姿を変えていく。偶ぐう蹄てい類るいと思われる造形、そして天を衝くかの如く雄々しく伸のびた稲いな妻ずまの双そう角かく。

　全長がどれ程ほどあるのかはもう計り知れない。

　何せ相手は、積乱雲そのものなのだ。

　大嵐の渦うずである積乱雲は、雷光を伴う一頭の闘とう牛ぎゆうとなっていた。実体の無い体だが、積乱雲が収束して作られた巨きよ大だいなその蹄ひづめは一歩踏み出すだけで大地を揺ゆるがし亀き裂れつを走らせる。亀裂は木々を吞み込み、舗ほ装そうされた街かい道どうを無残にも打ち砕くだいた。

　その姿は正に、神話の中に息い吹ぶく星座の獣そのものだ。

　修しゆ羅ら神仏でさえ畏い怖ふする天の牡お牛うしを前にした釈天はしかし、その威い圧あつ的な姿を恐れることなく睨みつける。

　闘牛のような咆哮を上げる積乱雲の牡牛は、今にも突とつ進しんしてきそうな勢いだ。

（さてさて………此奴こいつは参ったな。この時点でも本物の〝天の牡牛グガランナ〟を超える成長速度。今の俺で何処まで戦えるか………[image: !!!]）

　生命のように蠢く積乱雲を前に、御門釈天は臨戦態勢を取る。目の錯覚でなければ、彼の全身からは稲光を彷彿させる輝きが僅かに見て取れた。

　積乱雲の牡牛はそれを見て益々激しい咆哮を上げる。

　大嵐はより強く勢力を伸ばして、東京に上陸しようとしていた。




　　　　＊




　───西さい郷ごう焰ほむら、彩あや里ざと鈴すず華か、久く藤どう彩あや鳥との三人が華か乃の国くに屋や書店を回ってから軽く食事をし、最近リメイクが決まったという映画を見終わった頃ころ。

　天候は、既に荒あれ始めていた。

　日が暮れて孤こ児じ院いんに帰る頃には轟ごう々ごうと横薙ぎに吹く雨風が窓に打ち付け、建物の隙すき間まからあちこち浸しん水すいするという事態に陥おちいる。門前の植木の枝葉がへし折れるほど激しく倒たおれているのを見ると、外から物が飛んでくる可能性も考慮せねばならない。

　年少組には窓が割れても飛び散らないように工く夫ふうするように伝え、西郷焰、彩里鈴華、久藤彩鳥の三人はそれを手伝う為ために奔ほん走そうした。

　台風対策ですっかり疲つかれ果てた三人は軽く夕食を取り、人ひと心地ごこちついたように苦笑いを浮うかべる。

　テレビを付けた焰は台風情報を確かく認にんした。

「ったく、散々なゴールデンウィーク初日だったな。近年稀まれにみる酷ひどさだ」

「全くだよ！　花か壇だんも植木も滅め茶ちや苦く茶ちやで植え直し確定だし！　非常食も全ぜん滅めつだ！」

「………。あのアロエは食用だったのですね、鈴華」

　台風の速報を確認する焰と、食用植物の全滅を嘆なげく鈴華。

　彩鳥は空になったティーカップを持って席を立つ。二杯はい目めを淹いれに向かったのだろう。その姿を見送った後、焰はなんとはなしに鈴華へ問い掛かける。

「そういえば、前々から気になってたんだけど。何で彩鳥は鈴華に対してだけ敬語で話さないんだ？」

「うん？　ああ、アレね。私たちって生徒会活動してるでしょ？　学校にいる間は四六時中一いつ緒しよにいるのに、余所よそ余所しいのは面めん倒どうくさい！　って生徒会長権限で言っただけ」

「なるほど。鈴華らしいな」

　彩里鈴華と久藤彩鳥は生徒会に所属している。信じられないかもしれないが、鈴華は中学一年生から生徒会長を三年務めているほどの剛ごう腕わんぶりを発揮している。人見知りしないで誰だれともすぐに打ち解けられる彼女の性格があってのものだろう。

「この分だと、学校の食育用の家か畜ちく小屋も危ないかもしれないなあ………」

「ああ、そういえば大学の研究所と産学連れん携けいしてなんかやってたな」

　思い出したように呟つぶやく焰。

　西郷焰たち三人が通う学校───私立宝ほう永えい大学附ふ属ぞく学園は、エスカレーター式の私立大付属校である。大学内に初等部、中等部、高等部の校舎が存在し、グラウンドは学部ごとに一つずつある。近きん隣りんでは有数の名門校だがエヴリシングカンパニーが経営に一枚嚙かんでいることもあり、焰の研究支し援えんもかねてこちらに通わせてもらっている。

　孤児院の年少組も初等部の試験さえ通過できれば学費免めん除じよという厚こう遇ぐうだ。そこで失敗しても中等部、高等部からの編入試験を受けられる。この条件は、焰の父親が研究していたナノマシンの特許をエヴリシングカンパニーに一部譲ゆずり渡わたす形で引き出したものだ。

　そして産学連携とは高等部・中等部の学生が大学の研究室や、エヴリシングカンパニーと共同して行う産業研究の一いつ環かんである。日本でも有数の私立付属校である宝永大学は、幼い頃ころから世界的な視野を育はぐくむ為に中等部から産学連携による教育を組み込んでいる。

　宝永大学の研究所に特別枠わくで出入りしている焰と、中等部の生徒会長である彩里鈴華は、牧ぼく畜ちくなどの様々な産学連携の案を出し合っていた。

　今回の食育はその一環である。焰が研究中のナノマシンも無関係ではない。

「逃にげ出されたら学園の連中も困るな。何を飼育してたっけ？」

「ええと、鶏にわとり一〇羽と子こ豚ぶたが五頭。上手うまく育てば美味おいしい燻くん製せいハムとソーセージになる予定なのだよ。一応飼育小屋も補強しといたけど………ここまで激しい嵐あらしは想定してなかったな。小屋が吹ふき飛んでるかもしれない。ちょっと見て来てもいい？」

「おう。俺は彩鳥を部屋に案内してくる。なるべく早く帰ってこいよ」

　あいよ！　と、挨あい拶さつを交かわして颯爽と走り去る鈴華。彼女が廊ろう下かの角を曲がると───途端に足音が消えた。

「………横着しやがって。廊下から玄げん関かんくらいまで歩いて行けよな」

　嵐の中に少女を一人で行かせるのは如何いかがなものかと思われるかもしれないが、こと彼女に関しては心配していない。彼女はこの孤児院でも特別中の特別である。

　焰も席を立つと、そのまま台所に向かって彩鳥に会いに行った。

「彩鳥。そろそろ部屋に案内するけど」

「あ、はい。例の部屋ですね」

「そっ。まあ、男部屋だから何かと不便があるかもしれない。そこは勘かん弁べんな。………と、悪い。メールだ」

　細こまやかな着信音を受けて携けい帯たい電でん話わを開く。

　人前で失礼かとも思ったが、今鳴ったのは研究所で使われている連れん絡らく用の携帯電話の方だ。ゴールデンウィーク中は研究所も休きゆう暇かなのだが、大嵐の中で何か緊きん急きゆうの用事が入ったということも考えられる。

　しかし新着のメールには、見たこともないアドレスが表示されていた。

（Queen.Hallowe'en@ne.jp………なんだこりゃ。宣伝メールか何かか？）

　小首を傾かしげながら、内心で茶ちや化かす。

　───だが不ふ審しんなメールだった。

　そもそも先述したように、この携帯電話のアドレスは研究所のメンバーを除けば彩鳥と釈天しか知らないはずだ。もしかしたらメール内容が流出するような悪性ウイルスとも考えられる。

　トロイの木馬のような典型的なウイルスに引っかかっては、末代までの恥はじである。焰は首を横に振ふりながら携帯をしまった。

「先せん輩ぱい。大事なメールですか？」

「悪い、悪戯いたずらメールだった。案内するから付いてきてくれ」

　メールをそのまま放置して部屋に案内する焰。

　廊下の窓は尚なおもガタガタと揺れている。枠わくが古くなっているのも無関係ではない。これで地じ震しんでも来た日には堪たまったものではない。

　そろそろ建物の補修を考えなければいけないな、などと考えながら足早に廊下を歩く。

　目的の部屋に着いた焰は鍵かぎを取り出しながら、今はもういない部屋の主あるじについて話す。

「主人不在の部屋だけど、気にせず使ってくれ。どうせ帰って来る予定の無い人だ」

「というと？」

「元々、家にいる方が少ない人だったんだよ。最後に帰って来たのが五年前で、それ以降は帰って来ていない。………ったく、今いま頃ごろどこで何やってるんだか」

　苦笑いを浮かべながら部屋の鍵を開け、ぼんやりと事情を口にする。

　───此こ処こ、西郷焰が身を寄せている孤児院〝カナリアファミリーホーム〟の創設には一人の女性と一人の少年が関かかわっていた。

　一人は金糸雀カナリアと名乗った国こく籍せき不明の女性。

　一体どこから資金と人脈を得たのかは知らないが、彼女は瞬またたく間に一〇以上の出資者パトロンを集めてこの私設孤児院を創設し、身を寄せた少年少女が真っ当な学業を修めることが出来る下地を作り、その手一つで運営を切り盛りしていた。

　しかし創設者である女性・金糸雀は五年前に病びよう魔まに倒れ、鬼き籍せきに入っている。それがきっかけになったのかは定さだかではないが、数多あまたいた出資者パトロンは一いつ斉せいに手を引いていった。

　そしてもう一人の少年は、五年前のゴールデンウィークの最中に突然姿を消してしまった。何処で何をしているのかは全く摑つかめず、音信不通のままである。

　春は出会いの季節というが、焰や鈴華にとってはその逆だ。

　晩春から初夏に移り変わるこの時季は、大事な別れの方が多い季節である。

「そうだったんですね………この孤児院にそんな方がいたとは知りませんでした。てっきり先輩が最年長なのかと」

「今は最年長に違ちがいない。あの人も成人してるはずだし、きっと国外で好き勝手に生きてるだろうさ」

「………死んでいる、とは考えないのですか？」

「？　考えるわけねえだろ。ほら、入るぞ」

　促うながされるままに主人不在の部屋に入る彩鳥。

　埃ほこりっぽい部屋を想像していたのだが、他ほかの空き部屋以上に綺き麗れいに整理整せい頓とんされている室内を見て、彩鳥は啞あ然ぜんとした。

「………先輩？　この部屋、五年も使われてないんですよね？」

「おう。ただまあ、大おお掃そう除じの時とかは一緒に掃そう除じしてる。カビでも生えたら事だからな」

「でも部屋の主は行方ゆくえ不明なのでは？」

「行方不明だけど、別に死んだわけでもないし、野垂れ死にするような人じゃないからな。もしかしたら、フラリと帰ってくるかもしれないだろ？　その時に自分の荷物が無くて騒さわがれるのも面倒だ。只ただでさえ口達者で面倒くさい人だったのに」

　しかし邪じや魔まなことには変わりない。とっとと荷物を取りに来てほしい、とぶっきらぼうに言い捨てる焰。

　彩鳥は益ます々ます以もつて意外そうな顔をした後、何かを察したように悪戯っぽい笑えみを浮かべて焰の横顔を覗のぞきこむ。

「………なるほど。先輩と鈴華は、そのお兄さんが好きだったのですね」

「何でそうなるんだよ」

「そうとしか思えません。居なくなった人間の為に此こ処こまで部屋を整理しておくなんてこと、出来るはずがありません。それに五年前といったら二人ともまだ一〇歳でしょう？　そんな幼い頃に別れた相手のことを慮おもんぱかるなど、家族愛が無ければ出来ない事です」

　ムッとしながら鍵かぎを机の上に置く。焰にとっては誠まことに遺い憾かんだが、鈴華がこの部屋の主に随ずい分ぶんと懐なついていたのは事実だ。強く否定するようなこともないだろう。

　そこでふと、机の上に置かれたネコミミヘッドホンを見つけた。焰はそれを手に取るとクルクル回し、苦笑いを浮かべる。

「………まあ、嫌きらいじゃなかったよ。何処どこで何やってんのかは見当もつかないけど………ま、滅め茶ちや苦く茶ちや強い人ではあったからな。何処かで野垂れ死んでるってことは無いと思う」

「強い、ですか？」

「ああ。勿もち論ろん、物理的に強いっていう意味だけど」

「ぶ、物理的にですか？」

「ああ。あの人は俺たちの中でもとりわけ特殊だったからな。一つの巣穴に閉とじこもって生きていられるような人じゃなかったんだよ」

　そうなんですか、と空返事をする彩鳥。

　しかし仕方がないだろう。この現代社会で物理的に強いからといってどうだというのだ。ましてや少女の彩鳥にはピンとこない話だったに違いない。

　特に彼に関しては、会ってみなければ実感できない規模の力なのだから。

「それはそうと先輩。その、鈴華はどうしたんですか？　また台風対策でしょうか？」

「ああ、アイツなら学校に向かったよ。食育用の動物たちが心配だから見てくるってさ」

　え？　と彩鳥は声を上げて振り返る。

「………先輩。今なんて言いました？」

「あん？　鈴華なら学校に向かったって、」

「一人で行かせたのですか!?　この嵐あらしの中を!?」

　彩鳥が声を荒あららげる。

　しかし当然の反応だろう。

　大雨で街の用水路は氾はん濫らんし、足首ほどまで水位が上がっている。風は植うえ木き鉢ばちを軒のき並なみ倒して看板を吹ふき飛ばすほどの勢いになっている。

　稲いな妻ずまが分刻みで轟とどろき、落らく雷らいも少なくない。何時いつ停電になってもおかしくはない。

　とてもではないが、少女一人で外に出られる状じよう況きようではないだろう。

　しかし焰は特に慌あわてる様子もなく頭を搔かきながら、さて、どのように説明するべきかと思案する。

「あー………言いたいことは分かるけど、アイツなら問題ない。ほら、お前も知ってるだろ？　この孤児院の連中は基本的に特殊なんだって。その中でも鈴華はスペシャルだ。心配するようなことは何も───」

　刹せつ那な、夜の帳とばりを切り裂さくような爆ばく音おんが孤児院に響ひびいた。

　雷鳴かと錯さつ覚かくしそうになった二人だが、建物全体が僅わずかに揺ゆれたことで今の音が爆発音だとすぐに察する。

「今の爆発音………学校の方から聞こえたぞ」

「釈天さんは!?　釈天さんは今どこにいるのですか!?」

　彩鳥は激しい焦しよう燥そうに駆かられたように焰の腕うでを摑む。

　焰は面めん食くらうも、すぐに冷静になって携帯を取り出す。彼なら何か知っている可能性は高い。

「急用ができて出て行ったきりだけど、天候が天候だ。そう遠くには行ってないはず。連絡すればすぐに繫つながると思う」

「っ、しまった………！　鈴華が危ないッ[image: !!!]」

　言うや否いなや、彩鳥は一直線に玄関へ向かった。

　焰は釈天に電話をしながらその背中を追いかけるが、彩鳥の健けん脚きやくは尋じん常じようではない。焰が廊下を渡わたりきったころには、すでに玄関の扉を開け放ったまま飛び出していた。

　焰は一向に繫がらない電話を切り、盛大に舌打ちした。

「くそ、何考えてるんだ彩鳥お嬢じよう様さまはッ！」

　最後に残した言葉の意味を焰は考える。

　───彩鳥と釈天の挙動は、今朝からおかしかった。

　二人とも正体不明の何かを警戒していた様に感じられたが、どうやらお互たがいに違う目的で動いていたらしい。彩鳥は彩鳥で、並の事態なら釈天一人で対処出来ると油断していたのだろう。

　二人が何かを隠かくしているのは間ま違ちがいない。

　焰は玄関に備え付けている合羽カツパを取り出し、彩鳥と鈴華の許もとへ急ぎ向かった。




　　　　＊




　───私立宝永大学附ふ属ぞく学園正門前。

　外は予想以上の大おお嵐あらしだった。

　交通機関は全すべて麻ま痺ひし、大通りには車はおろか人の気配も全くない。道路の排はい水すい機能も許容量を超こえた降水量を受けて溢あふれ返り、靴くつから足首まで水すい没ぼつするほどになっている。

　走る足が水に搦からめ捕とられて重く感じるが、それどころではない。

　焰は息せき切って走りながら学校の正門前にたどり着く。

（飼育小屋があるのは校舎の横だったか。そこで食育動物も飼育してるといいんだけど）

　夜中ということもあって、警備員も今日は帰宅している。だが正門は流石さすがに通れない。

　大嵐の中、焰は学校の裏門を抜ぬける。

　綺き麗れいに整備された校内の街路樹も、今は暴風に靡なびいて新芽を散らしていた。

　吹ふき荒すさぶ雨風に飛ばされそうになりながらも飼育小屋の近くまで来た焰だが───その時、獣けものが獲え物ものを貪むさぼり喰うような音が聞こえた。

（………なんだ、今の音）

　気味の悪い音だった。

　雨音ではない。雨音のような清せい涼りよう感かんのある音では断じてない。

　喩たとえるならば───水分を含ふくんだ生焼けの挽ひき肉に齧かじりついたような音が、激しい雨音にかき消されることもなく響ひびき渡わたっている。

　耳みみ障ざわりで何処どこか不安を煽あおるその音に、焰は警けい戒かい心しんを強める。足音を立てないようにゆっくりと近づきつつ、校舎の陰かげから飼育小屋の方を見る。

　すると、小屋を覆おおうほどの巨きよ大だいな人ひと影かげがのそりと揺ゆれた。

（っ[image: !!?]）

　驚きよう愕がくの声を必死に押し殺して校舎に隠かくれる。大声を上げなかったのは上出来だろう。或あるいは激しい雨音が味方したのかもしれない。此これがもし只ただの学生ならば、一目見て混乱し恐きよう慌こう状態に陥おちいっていたに違ちがいない。

　それ程ほどまでに焰が見た巨大な人影は衝しよう撃げき的だった。

『Ｇｙａ………Ｇｙａ………[image: !!!]』

　家か畜ちくを貪り喰う怪かい物ぶつの声。

　巨きよ軀くの怪物は子こ豚ぶたを背骨から丸齧りし、鶏にわとりを片手に五羽わほど握にぎり潰つぶしている。照明が割られている為ためにハッキリとした姿は確かく認にんできていないが、人間の三倍を超える頭身があるのは間違いない。二本足で立っているが体のバランスは酷ひどく歪ゆがんでおり、強きよう靱じんな上半身を細身の下半身で支えているように見える。

　明らかに自重を支えきれない造形だ。

（おいおい………流石に想定外だぞ）

　焰は物陰から巨軀の怪物を観察する。

　暗がりでよくは見えないが、頭からは二本の角が生えているように見える。首から上の造形は明らかに人間から逸いつ脱だつしていた。

（あの角と頭部の耳………牛の怪物？　何処どこかの研究所から逃にげ出したのか？）

　音が鳴らないように写真を撮とる。在り来きたりな推理だがそうとしか考えられない。

　もし彩鳥と釈天がこの怪物に対して警けい戒かいしていたのなら、言葉を濁にごしていたのも頷うなずける。焰は思考が柔じゆう軟なんな方だと自負しているが、幾いくら何でもこんな怪物の存在を説明されたところで正しく理解できるとは到とう底てい思えなかった。

　一方の怪物は家畜を貪り、吐はき出すという謎なぞの行こう為いを繰くり返している。それが食しよく欲よくを満たすための行為でないことは明らかだ。或いは本能的な行為なのかもしれない。

　怪物の姿を観察していた焰は釈天に連れん絡らくしようと携けい帯たい電でん話わのアドレス帳を開く。

　その時、小屋の向こうから足音が聞こえた。

　驚おどろいて顔を上げる焰。

　人の気配を感じたと同時に、甲かん高だかい金属音が鳴り響いた。

「ッ───[image: !!?]」

　激しい雨にも拘かかわらず、眼前で火花が飛び散る。

　焰の耳では聞き分けられなかったものの、両者が打ち合った鋼はがねの数は六つ。刹那コンマ以下の攻こう防ぼうだが、互たがいの勝敗を決するには十分すぎる時間だった。

　巨軀の怪物は両足から血を流しその場で跪ひざまずいた。

　焰は何が起きたのか理解できないまま、目の前に吹き飛ばされてきた人影を既すんでのところで抱だき留め、さらに驚愕した。

「彩鳥………!?　何やってるんだお前ッ[image: !!?]」

「っ、それは、此方こちらのセリフです………な、何で先せん輩ぱいまで………[image: !!!]」

「お前が飛び出していったからだろッ！　鈴華なら大だい丈じよう夫ぶだってあれほど言ったじゃねえか………[image: !!!]」

　言い返そうとした彩鳥だが、それ以上は続けられずケホッと咳せき込む。

「……情け……ない。まさか、一〇合も打ち合えないほど、鈍なまっていたなんて………！」

　苦しそうに身を捩よじらせた彩鳥は、そのまま気を失った。見れば脇わき腹ばらに酷い裂れつ傷しようが刻まれている。焰は傷の深さから瞬しゆん時じに出血によるショックで気を失ったのだと察する。

　傷が臓器にまで届いていたらすぐに手術が必要になるだろう。

　巨軀の怪物が足に傷を負ったのは幸いだ。今なら逃げ切れるかもしれない。

「研究室まで我が慢まんしろッ！　あそこなら応急処置ができる！」

　意識を失っていると知りながら必死に呼びかける。反応が無いのは相当危険だ。

　彩鳥を背負い、校舎に向かって走り出す。

　だがその無防備な背中を見過ごすほど、怪物は甘くはなかった。

『ＧＥＥＥＹＡＡＡＡａａａａ────[image: !!!]』

　人類の言語野では理解できない雄お叫たけびが近きん隣りんにまで広がる。それは最も早はや、音おん響きよう兵器と比べても遜そん色しよくがなかった。破れた飼育小屋は根こそぎ捲まくれ上がって吹き飛び、校舎には亀き裂れつが入って窓ガラスが飛び散る。離れていた焰も衝撃で水みず飛沫しぶきと共に吹き飛ばされた。大雨が降っていたことと、合羽カツパのフードをしっかり被かぶっていたことが幸いしたのだろう。もう少し近ければ鼓こ膜まくが破れていたに違いない。

　焰が倒たおれた弾はずみで、背中の彩鳥が苦しそうに呻うめいた。

「っ………！」

「悪い、もう少し我慢しろ！」

　泥どろ塗まみれになりながらも彩鳥を担かついで立ち上がる。

　傷口に泥が入ったら不味まずいと気を遣つかいながら立ち上がったが、そんな余よ裕ゆうを見せられる相手ではなかった。焰が倒れている隙に、巨軀の怪物は足を引き摺ずりながらも突とつ進しんする。一歩踏ふみ出すだけで水がクレーター状に撥はね除のけられる様は脅きよう威い以外の何物でもない。

　足の怪け我がは決して浅くはないはずなのに、その突進はさながら戦車のようだ。焰はすぐ近くの校舎の昇しよう降こう口ぐちに駆かけ寄り、扉とびらのガラスを叩たたき割って鍵かぎを開ける。奴やつの背せ丈たけなら校舎の中に入り込むのは不可能だ。

　焰は校舎の中ほどにまで進むと、そこで壁かべに凭もたれ掛かかり、一息だけ呼吸を整えた。少女とはいえ人間一人を背負って走っているのだ。労働的には決して軽くない。ここから研究室まで一気に駆け抜ける為にも呼吸を整えるのは必要不可決だろう。

　───だが甘かった。

　突とつ如じよ、地じ震しんでも起こったような地響きが二人を襲おそった。

『ＧＥＥＥＹＡＡＡＡａａａａ────[image: !!!]』

　猛たける咆ほう哮こう。奔はしる振しん動どう。昇降口に土石流でも流れ込んできたのではないかと錯さつ覚かくするほどの勢いで、備品が砕くだけて飛び散る。驚くことに、巨軀の怪物は昇降口から覗のぞき込むように頭を突つっ込んで来たのだ。

　余りの巨体で肩かた口ぐちの辺りが引っかかっているものの、片かた腕うでと巨頭───牛の巨頭は削さく岩がん機きのように校舎の柱を容易たやすく嚙かみ砕く。

　クレーンよりも強靱な腕うでは一ひと振ふりするだけで下駄箱を軒のき並なみ吹き飛ばし、瓦が礫れきが焰の頭上に散乱した。

「くそ、滅め茶ちや苦く茶ちやだコイツッ！」

　飛び散る破は片へんから彩鳥を庇かばう。前頭部に拳こぶし大だいの破片を受けた焰だが、額ひたいから血を流した以上の怪我はない。きっと日ひ頃ごろの行いが良かったのだろう。

　だが安心はできない。この巨体ならば校舎を破は壊かいしながら突き進むことも可能だろう。それをしない理由は定さだかではないものの、焰は一つ仮説を立てる。

（頭が悪いだけじゃない。周囲を無視して人間を追いかける習性があるのか？　それにこの牛と人間を配合させたような造形………これじゃ、完全にミノタウロスじゃねえか）

　焰は滴したたる雫しずくを拭ぬぐいながら牛の巨頭を見み据すえる。

　ミノタウロス───ギリシャ神話に出てくる半人半獣の怪物。詳しよう細さいは焰も知らないが、迷めい宮きゆうの中に放ほうり込まれた生いけ贄にえの少年少女を喰くらう牛の怪物のはずである。

　迷宮ではないものの、大嵐に包まれた学校でミノタウロスに追いかけられるなど、悪あく趣しゆ味みな脱だつ出しゆつゲームのようだ。

　このまま奴を放置すれば逃げ切れない可能性が大きい。

　咄とつ嗟さに顔を上げて周囲を確認した焰は、壁かべ際ぎわに備えてあった災害用の緊きん急きゆう装置を見る。火災や地震などの災害があった時に、状じよう況きように則したセキュリティーコードを打ち込んで隣となりのレバーを下ろせば、その災害に応じた仕し掛かけが稼か働どうするようになっている。

（災害用の緊急装置………火災用の消火ガスは生物には無害なものを使ってるから意味がない。………いやでも、この装置が研究所のものと同じなら………[image: !!!]）

　火災や天災、地震とは異なった、もう一つの災害を防ぐセキュリティーコード。その装置が校舎内にも備え付けられているのなら、或いは逃げ切れるかもしれない。

　グダグダと迷っている暇ひまはない。怪物は這はいずりながら徐じよ々じよに入口を破壊して拡張している。焰は装置を覆う防護カバーを外し、セキュリティーコードを打ち込んで稼働用のレバーに手をかける。

「頼たのむ、動けッ………[image: !!!]」

　重じゆう厚こうな音を立ててレバーを下ろす。すると校内の至る所から鉄てつ槌ついを落とすような鈍にぶく重い音が響いた。

　狙ねらい通りのものが稼働したことを知った焰は、ミノタウロスに背中を向けて研究室に走り出す。その背中を見たミノタウロスは這いずりながら一直線に校舎内に突き進み始めた。

　やはり逃げる人間を追いかける習性があるようだ。焰は確信を強めながら他ほかの校舎に続く廊ろう下かに躍おどり出る。

　すぐに追いつかれるかと思われたが、先ほどの足の怪我がまだ効いているらしい。両りよう腕うでで這っているのはそのためだ。ミノタウロスはさながら蜈蚣むかでのように校舎内を追いかけて来る。倒れながら這いずりまわっていたミノタウロスだが、一直線の長い廊下に出た途と端たん───その首の付け根に、巨大な鉄板が叩き込まれた。

『ＧＹａッ[image: !!?]』

　痛みというよりは驚きと衝撃による呻きだったのだろう。ミノタウロスが教室に腕を突き刺さすと、教室を囲い込むように遮しや断だん壁へきが体に食い込んで叩きつけられる。

「完かん璧ぺきに入った………！　どうだ牛畜ちく生しよう！　厚さ５００㎜の特とく殊しゆ遮断壁が首元に刺さったんだ、簡単には抜ぬけ出せないだろッ！」

　焰は小さく拳を作って勝利宣言をして、防犯シャッターの隣にある、内側からしか開かない非常用出口を使って外に出る。その非常口も間もなく遮断壁によって閉とざされる。

　僅わずか一分後には、遮断壁が校舎を包むように展開されていた。

　彩鳥は朦もう朧ろうとした意識の中で、鉄の棺ひつぎと化した校舎を見て呟つぶやく。

「………驚き、ました。我が校に、こんな機能があったなんて………」

「だろうな。宝永大の研究室じゃナノマシンと並行して特殊な微び生せい物ぶつを研究してるんだけど、中には天てん然ねん痘とうのような絶ぜつ滅めつしたはずのウイルスを極ごく秘ひ裏りに持ち込んだりすることもあるらしい。これはそういった研究で引き起こされるバイオハザードに対する装置さ」

　そう───これは火災や天災ではなく、人災による被ひ害がいを抑おさえる為に備えられたシステムである。それをまさかミノタウロスのような怪物を閉じ込める為の鉄の棺として使うなど、誰だれも考えていなかったに違いない。

　焰は改めて彩鳥を担ぎ直し、校舎に背を向けた。

「第三学研まで行けば応急処置が出来る。そこから救急車を呼んで、話はそれから聞く。いいな？」

「………はい。ですがその、鈴華は………？」

「アイツなら無事だって言ってるだろ。黙だまっていたのは悪かったけど、鈴華は俺のようなパチモンと違ちがって正しよう真しん正しよう銘めいの超能力者サイキツカーだ。万が一、校舎内に取り残されても、アイツなら平気だ。むしろ俺たちが足を引っ張る───」

　その時、大地が激しく揺ゆれた。

　雷らい雲うんで、天空が呻りを上げた。

　西郷焰は視界を眩まばゆく満たす光に瞳ひとみをやられ、一瞬思考を停止する。

　それは雷光と呼ぶよりは、閃せん熱ねつの類たぐいのものだったのだろう。熱波は雨風を瞬時に搔かき消して静せい寂じやくを呼び込む。

　天より零こぼれ落ちたその光源は───厚さ５００㎜にも及およぶ特殊複合装そう甲こうで覆おおわれた鉄の棺を、綿でも破るように容易く切り裂さいて大地に突き刺さった。

（っ………!?）

　燃え盛る鉄の棺。亀裂が走った大地。

　超ちよう常じよう的すぎる目の前の光景に、焰は息を吞のんで絶句する。戦せん車しや砲ほうはおろか艦かん砲ぽうすら弾はじく特殊複合装甲が破られたことにも驚いたが、真に驚いたのは其そ処こではない。

　続けざまに積乱雲から吐はき出されるように大地へ叩きつけられた、一振りの大だい戦せん斧ぷ。

　その戦斧の輝かがやきに瞳を奪うばわれたのだ。

　決して華か美びな装そう飾しよくを凝こらした造りというわけではない。飾かざりなど戦斧の中心に嵌はめられた深しん紅くのルビーが一つあるだけだ。造形も実用的とは言い難がたく、巨きよ大だいすぎるその戦斧は人間の手には収まらない。数人がかりでなければ持ち上げることも不可能だろう。

　武骨なこと極きわまりない大戦斧だというのに───その刃やいばは、まるで太陽の様に眩く輝いていた。燃え盛る校舎を背後に負っているにもかかわらず、戦斧の輝きは全く衰おとろえる気配がないのだ。あの戦斧は門外漢の焰の目から見ても、脅威以外の何物でもない。ミノタウロスもこの大おお嵐あらしも、眼前の戦斧の脅威に比べればまだ生易しい。

　寒気がするほどの神こう々ごうしさを放つ戦斧を、炎ほのおの中から出てきたミノタウロスが持ち上げる。その光景は最早、鬼おにに金棒などというレベルのものではない。筋骨隆りゆう々りゆうの身体からだに数倍の力が宿り、足の傷は瞬またたく間に癒いえてしまった。

　本能的に逃にげることが不可能だと悟さとった焰は、無意識のまま彩鳥を庇う。

　ミノタウロスは無む抵てい抗こうになった獲え物ものにも容よう赦しやはしない。

　巨体を撓しならせ、弾だん丸がんのような速度で走り出す。

　西郷焰は振ふり上げられた戦斧を睨にらみ───次の瞬しゆん間かん、死を覚かく悟ごした。







[image: 第三章]




　───そして。

　その背中は、一いち陣じんの風と共に現れた。

「………え？」

　焰ほむらは素すっ頓とん狂きような声を上げて視界に現れた背中を見上げる。

　刹せつ那なの死線を覆くつがえしたその俊足は、疾しつ風ぷう迅じん雷らいと喩たとえても尚なお形容しきれない。人間の知覚速度を遥かに超えた俊足で現れたその男は、人間の三倍はあろうかというミノタウロスが振り下ろした戦せん斧ぷを、右腕一本で受け止めていた。

　特殊複合装甲でさえ綿のように切り裂いたというのに、この男はまるで身じろぎ一つしはしない。まるで峻峰に斧を突き立てたかのような頑強さだ。喩たとえるのであれば、瀬戸内の巌に波飛沫がかかったかのような光景としか言いようがない。

　だが焰が本当に驚いたのは其そ処こではない。

　自分よりも背丈が高く、鍛えられたその背中。共に背丈が変わっているから、幼い頃に見たものとは若干違って見えただろう。

　しかしたとえ姿形が変わったところで、それが誰なのか見間違えることなどない。

　首には、五年前に渡しそびれたはずのネコミミのヘッドホンがぶら下がっていた。

　頭の片隅で、この窮地を救えるのは彼だけだとわかっていながら、この人だけは絶対に駆けつけないだろうと思っていた───そんな、在りえるはずのない背中。

　西さい郷ごう焰を庇った彼───逆さか廻まき十六夜いざよいは、戦斧を受け止め憤ふん怒ぬを込めて言い放った。

「………テメェ。人の弟に何しやがる」




　　　　＊




　呆あつ気けにとられた西郷焰だが、それは一瞬のこと。

　ミノタウロスとの間に飛び込んできた逆廻十六夜に、彼は怒ど声せいをぶつけた。

「お───遅おそいッ[image: !!!]　今まで何してやがったイザ兄にいッ[image: !!?]」

「ハッ、三年ぶりの第一声がそれか！　お前こそ何してるこんな場所で[image: !!?]」

「見りゃわかるだろッ！　牛畜ちく生しように襲おそわれてんだよッ！　あと再会は五年ぶりだ、間違えるな馬ば鹿か野や郎ろう！」

　緊きん張ちようの糸が切れたように畳たたみかけて吠ほえる焰。

　確かに、怪かい牛ぎゆうに襲われているのは一いち目もく瞭りよう然ぜんだ。

　だが聞きたいことの本質は其処ではない。

　他にも聞きたいことは多々あったが、今はその時ではないと共に理解している。互たがいに言いたいことを端たん的てきに述べた後、二人は全く同時に行動を起こした。

「俺がこの牛の相手をする！　お前はすぐに逃げろ！」

「逃げるけど、後こう輩はいの応急処置が先だ！　彩あや鳥との容体が危ない！」

　あん？　と怪け訝げんそうな声を上げて首だけ振り返る。

「………なるほど。聞こえたか、鈴すず華か！」

「あいさ！」

　何処どこからともなく彩あや里ざと鈴華の声が響ひびく。

　それと同時に、その場から焰たちの姿が消えた。

　二人の姿が消えると、十六夜は身体を螺子ねじの様に捻ひねり、真正面に向けてミノタウロスの鳩尾みぞおちを蹴けり抜いた。全身の筋肉を使った後ろ足蹴りはミノタウロスを燃える校舎の中へ叩たたき込む。人間の身体能力とは思えない剛ごう力りきだが、十六夜は特に誇ほこることもなく肩かたを回して仁に王おう立だちする。

[image: ]

「ようやく再会したな、金牛宮タウロス。随ずい分ぶんと手間を取らせてくれたじゃねえか」

　臆おくすることなく燃え盛る校舎の中に突つき進む。あの程度で止まる相手ではないことは重々承知している。

　陽炎かげろうで視界が歪ゆがむ中、ミノタウロスは絶ぜつ叫きようを上げて襲おそい掛かかってきた。

『ＧＥＥＥＹＡＡＡＡａａａａ────[image: !!!]』

　炎を切り裂き奔はしる戦斧。先ほど焰を追いかけていた時より遥はるかに速く強きよう靱じんな一いち撃げき。恐おそらくは怪牛の腕力というより、この戦斧そのものが力の根源なのだろう。

　対する十六夜は徒と手しゆ空くう拳けん。避よけるかいなすかしなければ、五ご臓ぞう六ろつ腑ぷを撒まき散らして砕くだけるのは必ひつ定じようだ。

　しかし十六夜は身を守る素そ振ぶりすら見せず、

「ハッ───しゃらくさいッ[image: !!!]」




　───戦斧を、殴りつけた。




『ＧＹａッ………[image: !!?]』

　初めて感情的な鳴き声を発するミノタウロス。もし感情を言葉に出来たら「そんな馬鹿な!?」とでも言いたかっただろう。加えて今起きたことは決して比ひ喩ゆではない。十六夜はミノタウロスが全力で振りかぶった一撃を拳こぶしで受け止め、逆に押し返したのだ。

『─────！』

　勢いを抑おさえ込まれたミノタウロスは、態勢を整える為に即そく座ざに飛び離はなれる。

　一方の十六夜は痺しびれた拳を振りながら不敵に笑う。

「大した一発だが、残念だったな。お前が金牛宮を司つかさどるように、俺は獅子宮を預かってる。おかげさまでそういう刃物ヒカリモノが効かない身体に成っちまってな。どうしてもその得物で来るなら、殴おう殺さつするつもりで来た方がいいぞ」

『………!!』

　指先で挑ちよう発はつする十六夜。牛の表情からは分からないが、どうやら得心したらしい。戦斧を構え直し、出方を窺うかがう素振りを見せる。

（………？　おかしいな。以前は知性が無い様子だったが）

　何か劇的な変化でもあったのか───しかしその思考が答えを出す前に、ミノタウロスは咆ほう哮こうを上げて十六夜に襲い掛かる。

　だが何度も同じ斬ざん撃げきを繰り返すほど愚おろかではない。燃え盛る校舎に突とつ進しんしたミノタウロスは巨きよ体たいと戦斧を生かし、周囲の瓦が礫れきを纏まとめて吹ふき飛ばして襲ったのだ。

「お………！」

　意外な戦術に思わず声を上げる。炎ほのおの弾丸は先ほど砕かれた装甲の破片を巻き込んで十六夜に飛来する。それぞれ一つ一つが建物を破は壊かいするほどの威い力りよくがあるだろう。それが真正面を全て覆おおわれるほど展開されては流石さすがに避けようがない。

　故ゆえに十六夜は───殴り返すことにした。

「ど、っせいッ[image: !!!]」

　一いつ喝かつ、十六夜の拳は大波を撃うち弾くかのように瓦礫の壁かべを打ち砕く。

　しかも只ただ砕いたのではない。

　真正面全ての瓦礫に対し、辺り一帯を吹き飛ばす拳で応戦したのだ。巌いわおの飛ひ沫まつに対して津つ波なみで打ち返せば吞のみ込まれるのは必定である。

　ミノタウロスは全身に突つき刺ささる瓦礫の破片と炎えん熱ねつに、堪たまらず叫び声をあげた。

『ＧＥＥＥＹＡＡＡＡａａａａ…………[image: !!!]』

「よしよし、段々と畜生らしい悲鳴になってきたじゃねえか。………ったく、大人しく迷宮ラビリンスの奥に引きこもっていればいいのに、らしくない真似まねして外界まで出ていきやがって。………しかもピンポイントで俺の身内に手を出すとは、どういう了りよう見けんだ？」

　唇くちびるを歪ませて笑えみを作る逆廻十六夜。彼は今、珍めずらしく本気で怒おこっていた。

　だがそんな問いにミノタウロスが答えを返せるはずもない。口から泡あわを吹きながら尚なおも闘とう志しを緩ゆるめないミノタウロス。

　十六夜も拳を握にぎりこんで臨戦態勢に入る。




　一方の西郷焰と久く藤どう彩鳥は、第三学部研究室の部屋の中心に来ていた。

　意識が朦もう朧ろうとしている久藤彩鳥だが、先ほど体感した現象に驚きよう嘆たんの声を上げた。

「空間跳躍テレポーテーシヨン………！　まさか、これを鈴華が………？」

「彩ちゃん、大だい丈じよう夫ぶ!?」

　彩鳥が驚おどろいている中、今度こそ見間違いが無い形でその超常を目まの当たりにする。

　この第三学研には焰と彩鳥の気配しか感じられなかったはずなのに突とつ如じよ、彩里鈴華が目の前に姿を現したのだ。

「鈴華………貴女あなたは今、何を」

「そんなの後だよ後！　今は止血が先！　焰、包帯で何とかなる!?」

「それだけじゃ無理だ！　針と消毒液、あと室長の机の下にある箱を取ってくれ！」

「了りよう解かい！　針と消毒液はコレ!?」

　虚こ空くうから次々と現れる医い療りよう器具。鈴華が右手を無む作さく為いに動かすと、左手の下に次々と医療器具が姿を現しているように見える。

　彩鳥は益ます々ます以もつて驚きよう愕がくした。

（これは………只の空間跳躍テレポーテーシヨンではない………!?）

「彩鳥。麻ま酔すいして縫ほう合ごうするから、軽く服を剝はぐぞ。我が慢まんしてくれ」

　その間も手て際ぎわよく応急処置を続ける焰。臓器に傷が入っていないことを確かく認にんして安あん堵どするものの、流した血が多すぎる。外が大雨だった為ため、血がどんどん流れてしまったのだ。

「輸血しないとまずい。すぐに病院へ運ぶぞ、鈴華」

「あー………それは難しいかも？」

　何？　と予想外の声を上げる焰。

「………何故なぜ？　お前の物体アポート＆転移アスポートならわけもないだろ？　あの牛畜ちく生しようをイザ兄が抑おさえてくれてる今しか逃げられないぞ」

「私も初めはそう思ったんだけど………校舎から出た途と端たんに、落雷に狙ねらい撃ちされてさ。イザ兄が助けてくれなかったら黒くろ焦こげになってたと思う」

　鈴華の言葉に、怪訝な顔をする焰。半信半疑ではあるものの、落雷に襲われるというのなら迂う闊かつに研究室を出るわけにもいかない。

「仕方ない。造血剤ざいを使おう。あともう一つ、これはエヴリシングカンパニーから預かってる貴重な研究対象なんだが………命に関わる状じよう況きようだ。御お目めこぼししてくださるとありがたいぞ、彩鳥お嬢じよう様さま」

「………ええ。先せん輩ぱいにお任せします」

　そう言って取り出したのは、不ふ透とう明めいな液体が入った三つの円形カプセル。カプセルの表面には第三種星3S, nano辰粒子体machine unitと書かれていた。

（三つしかない貴重な〝原典オリジン〟だが、お嬢様の命がかかってる。背に腹は替えられない）

　その内の一つを注射器で吸い上げて彩鳥に注入し、残り二つを上着の中に隠す。一ひと先まずこれで応急処置が終わったと安堵する焰。

　だが休む暇ひまもなく、今度は落雷が研究室の窓を貫つらぬいた。

「っ、二人とも伏ふせろ！」

　砕けたガラスの破は片へんが一帯に飛び散る。軽く混乱状態に陥おちいる焰だが、そうも言っていられない。研究室の机に隠かくれながら雷らい雲うんを見上げ、様子を窺う。

　そこで、この夜で最大の驚愕を得た。

（積乱雲が………牛の形をしてる………[image: !!?]）

　生き物のように蠢うごめく積乱雲。全長にして数十㎞はあるだろう。その姿、その現象が自然界に於おいて有りえないものだと悟るまでそう時間はかからなかった。しかも最悪なことに、積乱雲の牛は焰たちが隠れている研究室を睨んで敵意を露あらわにしている。

「………なんてこった。あれじゃ本当に〝天の牡牛〟じゃねえか………[image: !!!]」

　台風二十四号〝天の牡牛〟。その皮肉的な名めい称しように歯は嚙がみする焰。

　必死に策を練るが、ワイルドカードは全すべて使い果たした。彼に打つ手はない。

　万ばん策さく尽つきたと思われた時───彩鳥が、声を上げた。

「………先輩。手紙は届いていませんか？」

「は？」

「手紙です。こんな時の………最後の脱だつ出しゆつ装置として、貴方あなたに届いているはず………！」

　───手紙。そういえば今朝から彩鳥も釈とく天てるも同じことを言っていた。焰の許もとに何かしらの〝絶対にありえない〟手紙が届いてはいないか、と。

「絶対に………絶対に届いているはずです。先輩は招かれるだけの功績を与あずかっている。女王ならば、先輩がこんな異例で死ぬようなことを、許すはずがない。最終手段として、招待状を出しているはず………[image: !!!]」

　必死に訴うつたえる彩鳥。〝天の牡牛〟は更さらにその密度を高め、天空から落ちてきそうだ。逃にげ出す手段がない以上、彼女の言葉を信じるしかない。

　焰は近日中の出来事を早急に想起する。

（手紙………絶対にありえない手紙ってそもそもどういう状況だ………！　空から手紙？　密室投書？　三み毛け猫ねこが手紙を咥くわえてやってくる？　そんな面おも白しろい経験、一度でもしたら忘れねえだろ馬ば鹿か野や郎ろうッ！）

　自じ暴ぼう自じ棄きになりながら必死に想起する。釈天はともかくとして、彩鳥がそんな意味のない冗じよう談だんを言う人間じゃないことはよくわかっている。ならば必ず受け取っているはずだ。

　だがいくら思い出しても覚えがない。あったとしても差出人が不明という程度の不可思議さだ。彩鳥が言っているのは、本来なら届くはずのないくらい不可思議な手紙メール───

「差出人が………女王クイーン？　そうか、あのメールかッ！」

　第三学研のメンバーにしか教えられていないはずのメールアドレスに届いた、差出人不明のメール。確か差出人のメールアドレスがQueen.Hallowe'en@ne.jpだったはずだ。

「くそ、間に合えッ[image: !!!]」

　携けい帯たいを取り出してメール欄らんを探す。

〝天の牡牛〟は巨きよ大だいな積乱雲を纏まとったまま急速に下降してくる。それは比ひ喩ゆではなく、正に天が落ちてくるかのような光景だった。メールボックスの中からようやく見つけた焰は、文面を確認しないまま連打する。すると三人を包み込むような極光が周囲を満たした。

　だが〝天の牡牛〟は怯ひるむことなく天を地に落とす。直後、三人のいた第三学研は爆ばく撃げきにでもあったかのように跡あと形かたも残らず砕け散った。




　　　　＊




　───急転直下、西郷焰たちの視界が急激に変化した。薄うす暗ぐらかったはずの夜の帳とばりは燦さん々さんとした太陽の光に解け、まるで舞ぶ台たいの開幕を知らせるかのように眩まばゆい世界が瞳ひとみに映る。

　大気が頰ほおを擦こするように激しく通過していく。だがそれは突とつ風ぷうによるものではない。

　西郷焰、久藤彩鳥、彩里鈴華の三人は………地上４０００ｍほどの地点から、自由落下していたのだ。

「なっ！」

「わっ!?」

「っ………[image: !!!]」

　眼前には見たことがない風景が広がっていた。

　天を衝つくかと錯さつ覚かくさせるほどの大樹。

　その幹を寄生木やどりぎにする巨大な怪かい鳥ちようや、根元に広がる水上都市。

　落下に伴ともなう圧力に苦しみながらも、西郷焰と彩里鈴華の二人は同様の感想を抱いだき、同様の驚愕を胸に抱く。

「ど………何処どこだ此こ処こ!?」

　二人の混乱、此処に極きわまる。流石さすがにこの展開は予想していなかった。何よりこのまま自由落下していけば水面に叩きつけられて即そく死しするのは目に見えている。

　───だが心配することは無い。

　来訪者が大地に辿たどり着く直前で緩かん衝しようの恩恵ギフトが働くことを、久藤彩鳥だけが知っていた。

（ああ………やはり、この世界に帰ってくる運命なのですね………）

　只一人、静せい謐ひつな瞳で全てを受けいれて達観する彩鳥。




　そう───三人が呼び出された世界は、完全無欠に異世界だった。







[image: 第四章]




　大樹の幹から流れる大だい瀑ばく布ふ。

　川辺に造られた水上都市。

　天空を飛び交かう巨きよ大だいな怪かい鳥ちよう。

　西さい郷ごう焰ほむらは電算機さながらの超ちよう高こう速そくの思考速度で、目の前の光景の全すべてが〝有りえない〟と断じながらも、即そく座ざに対応策を練る。

（上空………約４０００ｍ！　もしも空気抵てい抗こうが同じなら、落下して地上にぶつかるまで約90秒！　くそ、間に合うかッ!?）

　自由落下で加速し続ける三人。

　焰は彩あや鳥とを抱だき寄せたまま迅じん速そくに決断した。

「鈴すず華か！　このまま地上にぶつかったら即そく死しだ！　俺たちを河の中に転移できるか!?」

「できるけど、それじゃ意味がないかも！　私の物体アポート＆転移アスポートじゃ物体の運動エネルギーも一いつ緒しよに転移しちゃう！」

「っ、それ初耳だぞ兄妹シスター………！」

　だが考えてみれば当たり前だ。流動しているエネルギーを一緒に転移できなければ、人体を稼か働どうさせている全ての力をその場に置いてくることになる。

　納なつ得とくすると同時に、絶望が背筋をなぞる。転移距きよ離りが１２０ｍしかない彩あや里ざと鈴華の能力じゃ、最大距離で地上に転移しても重力加速度を加味すれば直ちよく撃げきと変わらないからだ。

　───地上にぶつかるまで、残り30秒。

　焰は一か八ばちか叫さけぶ。

「なら転移と同時に───運動エネルギーの、進行方向を変える事はできるか!?」

「ど、どういうこと!?」

「上手うまく言えないけど多分、運動エネルギーは物体の一定方向にかかっているはずだ！　なら、転移した物体の方向を変えられれば、どうにかなるかもしれない！　予想ではそれで運動エネルギーを緩かん和わできる！　時間が無い、後は任せた───[image: !!!]」

　激げき突とつ三秒前。鈴華は右手を翳かざし、焰に言われたまま転移の方向を変える。土ど壇たん場ばの出来事だっただけに上手くできなかったが、結果的にその推論は正しかった。

　逆さまに転移した焰は彩鳥と共に水面20㎝の地点から垂直に浮うかび上がった。そのまま１ｍほど浮かび上がった後、大河に落下して着水。

　鈴華は反転の転移が上手くいかず、水面に対して平行に跳とぶ。

「わひゃあ！」

　結果、水面を水切り石のように転げまわって悲鳴を上げた。肩かた口ぐちから落ちて水面を二回バウンドした鈴華は、幸運にもその勢いで川辺に押し上げられる。激しく打ちつけられてケホッと咳せき込むも、命に別状はない。

　問題は大河に落ちた二人だ。

「ッ………！」

　完全に勢いを殺すことはできなかったが、幸いにも水面の下にあった柔やわらかい何かに助けられた。生物的な柔らかさだったが確かく認にんする暇ひまはない。

　焰と鈴華の誤算は大河の流れが速く、深度が予想よりも深かったことだろう。一人だけなら何とかなったかもしれないが、彩鳥を担かついだままでは岸まで泳ぎきれない。

　激しい水流に流される中、焰は岸に向かって必死に泳ぐ。彩鳥は止血してあるものの、まだ予断を許さない状態だ。このままでは容体がどう転ぶかわからない。

　一刻も早く体を乾かわかす必要があったが、この状じよう況きようではまず焰が助からない。

（流れが………速すぎる………！）

　河の水を飲み、歯は嚙がみしながらも必死に体を動かす。

　彩鳥を見捨てれば泳ぎ切れるかもしれないが、それでは意味が無い。此こ処こで見捨てるぐらいならとっくの昔に見捨てている。焰は今日一日、馬ば鹿かみたいに目まぐるしく変わる状況の中で、常に最善を尽つくして行動してきた。

　なのに最後の最後で諦あきらめるなど出来るはずがない。

　限界を超こえて有りっ丈たけの力で水を搔かく焰。

　いよいよ覚かく悟ごしなければならないかと走そう馬ま灯とうが過よぎった途と端たん───焰の手は、何者かによって強く引かれた。

（っ、誰だれだ………[image: !!!]）

「大だい丈じよう夫ぶですか!?　もう少しだけ頑がん張ばってください！」

　聞いたことのない声。恐おそらく少女だろう。

　小さな少女と思われるその手はしかし、尋じん常じようではないくらい力強い。流れの急な大河を物ともせず、瞬またたく間に焰と彩鳥を河の岸まで運んで押し上げた。喘あえぎながら岸に寝ねそべると、土の香かおりと日差しの暖かさが嫌いや味みなくらいに心地ここち好よく感じた。

　───兎とにも角にもこれで一息つける。

　助かったという安あん堵どとともに、焰は急激に意識が遠くなるのを感じた。

　しかし此処でふと、自分たちを助けてくれた人物に礼を告げていないことを思い出す。せめて一言だけでも礼を告げようとして奮起する。

　だがそこで、本日最後の驚おどろきが襲おそった。

『私の………私の頭の上に墜おちてきたのは誰だああああああ[image: !!!]』

　大河から超ちよう巨きよ大だいな蛇へびの鎌かま首くびが上がる。先ほど川底で当たったのはあの大だい蛇じやの頭だったのだ。最も早はや反応を示すだけの力もない焰は、皮肉げに笑うしかない。

　このまま蛇の腹に収まるしかないのかな、と淡たん泊ぱくに考えていたところに、先ほどの少女の声が響ひびいた。

「お待ちください、白しら雪ゆき姫ひめ様！　恐らく彼らは召しよう喚かんされたばかりで───」

　体を張って大蛇を説得する少女。

　朦もう朧ろうとした意識の中で、焰は救助者を見上げる。腰こし元もとまで伸のびた青色の髪かみは水分を吸って重みを増しているものの、柔らかい月の光を彷ほう彿ふつとさせる。

　年は十二歳前後といったところか。幼さがはっきりと輪りん郭かくに残っている。これほど幼い童女の身体からだの何処どこにあれほどの怪かい力りきが宿っていたのか疑問だが、彼女の身体の一部の異変に比べればその程度のことは些さ事じに過ぎない。

　いや、少女であるとかもうそういうこと以前に───彼女は、体の一部が人間と異なっていたのだ。

（……………）

　頭上に生えた長い突起物ウサミミ。短い尻尾しつぽ。青味のかかった長い髪。

　僅わずかに見えたそれだけのシルエットでもうツッコミ処どころが満まん載さいなのだが、ツッコむ間もなく其そ処こで焰の意識が途と絶だえる。

　焰を助けたバニーガールは、小首を傾かしげて頭に手を当てる。

「ええと、流石さすがの黒くろウサギでも状況が良く摑つかめないのですけども。このキャットな耳当てを見る限り、十六夜いざよいさんのお知り合いということでいいのですよね？」

『それにしては随ずい分ぶんとひ弱だがな。まあ、放置しておくわけにもいくまい』

　共に頷うなずき合う。

　大蛇も怒おこってはいるが、捕とって食おうというわけではないらしい。

　バニーガール姿の少女───黒ウサギと自じ称しようする少女と、白い大蛇は、焰と彩鳥、そして鈴華の三人を背負うと、天を見上げて一路、巨大な大樹の下もとへ歩き始めるのだった。




　　　　＊




　───宝ほう永えい大学付属学園中等部校舎・残ざん骸がいの上。

　一方、その頃ころの学校では。

「………マジかよ。此処まで他人に振ふり回されたこと、俺の人生に無かったはずだぞ」

　瓦が礫れきの上に腰こしかけながら、逆さか廻まき十六夜は久方ぶりに頭を抱かかえていた。割とどんな事態にも冷静かつ大らかに、或あるいは大おお雑ざつ把ぱに構えて来た彼だが、今回の試練ゲームは彼個人の力ではどうにもならない規模に発展しつつある。

　いや、試練の脅きよう威いで比ひ較かくするならばこれ以上の窮きゆう地ちはいくらでもあった。だが今回の試練はそもそも畑はたけ違ちがいなのだ。どれだけ頭を回そうが、どれだけ拳こぶしを振り回そうが、根本的な解決には至らないと断言してもいい。

「どうするんだよ、女王。ミノタウロスも〝天の牡牛〟も、焰も鈴華も全員箱庭に召喚されて俺だけ取り残されたら、帰れねえじゃねえか」

　そう───夜の空は、先ほどまでの大おお嵐あらしが全て噓うそだったと思わせるほどに澄すみ切っていた。積乱雲の牡牛なんているはずがないし、巨大な戦せん斧ぷを振り回す牛の怪かい物ぶつもいない。十六夜はたった一人、校舎の瓦礫の上で途と方ほうに暮れるしかなかった。

（まあ考えても仕方ない。事態が事態だから、まだ繫つながってる場所もあるだろ）

　まずは二体の怪牛が現れた南アメリカ大陸近海に足を運ぼう。

　そんな結論を出した頃。

　ガラリ、と瓦礫を蹴けりながら男の足音が近づいてきた。

「おいおい………〝天の牡牛〟が消えたと思ったらお前の仕し業わざか。随ずい分ぶんと派手にやったな、逆廻十六夜。誰がこの後処理をやると思ってるんだよお前は？」

　煙草たばこを咥くわえながら苦笑いを浮かべる御み門かど釈とく天てる。

　十六夜は御門釈天を見て驚きの声を上げた。

「………驚きよう天てん動どう地ち。いや、マジで驚いた。最強の軍神様が来ているなんて聞いてないぞ。今回はそれ程ほどの事態なのか、帝たい釈しやく天てん？」

「御門釈天だ。箱庭では冗じよう談だんで済ませてやったけど、外界じゃもう間ま違ちがえるな。他ほかの奴やつらに気付かれるだろうが」

　僅かに苛いら立だちを込めて制する帝みかど釈とく天てる。彼が何を警けい戒かいしているのかは定さだかではないが、何かしら理由があるなら自じ重ちようするべきだろう。

　十六夜は肩かたを竦すくめて問い続ける。

「で、肝かん心じんの状況だけど。アンタが動いてるなら俺まで外界に来る必要はなかったんじゃないか？」

「いや、俺たちの役割は別の所にある。今回の件に関かん与よできるのは最低限の後処理だけなんだが………実は台風の被ひ害がいより、ウイルスの方が厄やつ介かいなことになってる」

「へえ？　病害、やっぱり酷ひどいのか？」

「酷いなんてもんじゃない。今回ばら撒まかれたのは、獣けものだけでなく農作物にまで感かん染せんするウイルスだ。数か月後には麦や玉蜀黍とうもろこしの高こう騰とうが始まるだろう。地域によっては飢き饉きんが始まり、そうなれば国際的な通貨問題にも発展するかもしれない」

　釈天の発言に、十六夜は益ます々ます顔を顰しかめた。

「………洒落しやれになってないぞそれ。大丈夫なのか？」

「大丈夫じゃないな。何時いつもなら俺たちの権能でサッと片づけるんだが………今回の事件は太陽の主権戦争が絡からんでいる。神しん霊れいの権能を使って干かん渉しようすることはルール違い反はんに該がい当とうしちまう。事後処理は引き受けられるけど、ゲームクリアはどんな形でもいいから人間の力でしてもらわんと」

「うわあ、マジかよ」

　笑いを嚙かみ殺すように身体を揺ゆらす。此こ処こまで悪条件が重なるともう笑うしかない。

　立ち上がった十六夜は背せ伸のびしながら夜空を見上げる。

「怪牛どもを倒たおすのは俺の仕事だとして、それ以外の問題は誰が解決する？　農耕の病害なんて専門外だぞ？」

「安心しろ。それなら焰が目め途どを立ててくれた」

　はっ？　と素すっ頓とん狂きような声を上げる十六夜。どうして其処で焰の名前が出て来たのかわからなかったのだろう。

「焰が解決するって………ちょっと待て。お前、アイツに何やらせてる？」

「それはまだ秘密だ。………それで、お前はどうする？　今のままじゃ帰れないだろ？　特に当てがないなら俺の会社に身を寄せとくか？」

「会社？　何だよアンタ、会社の経営してんの？」

「うむ。外界で暇を持て余した神々の無ぶ聊りようの慰なぐさめという奴だ。二年前まではフリーエージェントとして色々と活動していたんだが、これが意外にたのしくってなあ。悪乗りして会社を創つくっちまった。所謂いわゆる、国際的なセキュリティサービスがメインの傭よう兵へいって所だな」

「………ふぅん？　それ、儲もうかってるのか？」

「まあまあ、だな。得意先のエヴリシングカンパニーは金払ばらいが良くて助かる。こうして人間に降天している間は稼かせがないと」

　ふっと視線を外す御門釈天。

　だがそれが本当なら、史上最強の傭兵集団だ。頼たのもしいことこの上ない。

「エヴリシングカンパニーって、あの大会社の？　よく伝つ手てがあったな」

「そりゃあの会社は………ああ、そうか。お前はまだお嬢じよう様さまに会ってないんだったな」

　はあ？　と声を上げる十六夜。

　釈天はニヤニヤと嫌らしい笑えみを浮うかべながら歩き始めた。

「兎にも角にも、現状の把は握あくが最優先だ。今後も含ふくめて作戦会議をするぞ」

「いいけど、どこで？　会社？」

「それもいいけど、あそこ汚きたねえからな。カナリアファミリーホームを借りて、明日にでも方針を固めよう」

　───ピクリ、と片かた眉まゆを歪ゆがませる十六夜。何か言いたいことがある様子だったが、特に文句を言うこともなく後に続く。

　二人は解決に向けてカナリアファミリーホームに歩き始める。

　其処でふと、十六夜は天を仰あおいだ。

（そういえば………焰たちは、箱庭の何処どこに落ちたんだろう………？）




　　　　＊




　───〝アンダーウッドの大だい瀑ばく布ふ〟大樹の貴き賓ひん室。

　藁わら葺ぶきのベッドの上で寝かされていた西郷焰は、慣れない寝ね心地ごこちでふと意識が覚かく醒せいした。だが意識が覚醒しただけで体は重く、簡単には起き上がれそうにない。

（………何処だよ、此処）

　仰あお向むけになったまま、状じよう況きようを確かく認にんする。

　体調から推測すると半日ほど眠ねむっていたらしい。身体の倦けん怠たい感は疲ひ労ろうというよりも、半日も身体を動かしていないことによるものだ。

　となると、残る問題は此処が何処かという話である。

　見上げた天てん井じようは照明のようなものが一いつ切さいなく、木造の部屋にランプが置いてあるだけだ。その部屋に違い和わ感かんを覚えたのは、何処にも繫ぎ目のようなものが一いつ切さい見当たらないのが理由だ。これではまるで一つの大木の中を切り抜ぬいたとしか思えない。

（そういえば、落下中に馬ば鹿かデカい大樹が見えたな。あそこまで運ばれたのか？）

　もしそうならば、此処は大樹の中ということになる。

　手足が拘こう束そくされている様子はない。どうやら安全な場所であることは間違いないようだ。部屋の内装はどうなっているのかと首を横に向けた途と端たん───ベッドの隣となりに、二本の不自然な突起物が見えた。

「……………」

　───ウサッ。

　という擬ぎ音おんと共に、聳そびえ立つ二本の突起物ウサミミ。

　寝ねぼけて朦もう朧ろうとしたままの焰は、「なんだコレ？」と小首を傾げながらソレに手を伸のばして引っ張った。

「ていっ」

「フギャア！」

　ベッド脇わきから上がる悲鳴。それと共に飛び上がるウサ耳のロリータ少女。

「ちょ、ちょっとお待ちを！　触さわるまでなら黙だまって受けいれますが、まさか名乗り合う前に黒ウサギの素す敵てき耳を引き抜きに掛かかるとは、どういう了りよう見けんですか!?」

「好こう奇き心しんの為なせる業わざ」

「既き視し感かん有り余るフリーダム発言禁止ッ[image: !!!]」

　スパァーン！　とハリセンを取り出して側頭部を引っ叩ぱたくウサ耳のロリータ。

　───うむ、もはや何も驚おどろくまい。

　積乱雲の牡牛や牛頭のミノタウロスを見た直後である。

　ウサ耳の少女が一人や二人現れたところで何するものぞだ。あれに比べたらウサ耳の一つや二つや三つや四つ可愛かわいいものだ。

[image: ]

　何より悪意も敵意も感じない辺り、敵対する意思はないように思えた。

「えと、まずは確認するけど。助けてくれたのはお前………黒ウサギ、でいいんだよな？」

「ＹＥＳ！　黒ウサギが助けたのです！」

「そっか。じゃあ、改めてありがとうございました。俺はともかく後こう輩はいはかなり危ない状態だっただろ？」

　それとなく二人の安あん否ぴを問う。黒ウサギは勘かんぐられていることに気づきながらも、真っ直すぐに笑って頷うなずいた。

「そうですね。鈴華さんは頭にコブが出来ただけでしたが、もう一人の方………彩鳥さんは出血が酷かったようです。しかし処置が良かったので、今はもう立ち上がって外に散策に行っているようなのですよ！」

　黒ウサギの言葉と偽いつわらない態度に、焰は深く安あん堵どしたように力を抜いた。

「………よかった。黒ウサギは信用できそうだ」

「ＹＥＳ！　信用しちゃってくださいな！………ところでそろそろ、名前をお伺うかがいしても？」

「うっす。西郷焰です、よろしく。ところでその〝黒ウサギ〟っていうのは愛あい称しよう？」

「そうとも言えますし、本名とも言えるのです！　なのでどうぞお気軽に黒ウサギとお呼びくださいな！」

　なるほど、と少しツッコミを控ひかえて小さく頷く。文化的にそういう慣習があるのならそれは彼が口を出すことではない。

　焰は少し目覚めてきた頭を使って冷静にウサ耳の少女を見た。

　背せ丈たけから十歳前後と予想できるが、その割には受け答えがしっかりしている。

　先ほどはベッドの上からで見えなかったが立ち姿も姿勢がよく、パッと見にはもう少し年ねん齢れいが上に見えるだろう。顔の造形が驚くほど整っているのも大人びているように見える要因だ。きっともう数年もすれば驚くほどの美少女になるだろう。

「ええと、じゃあ黒ウサギ。色々と聞きたいことがあるんだけどいいか？」

「勿もち論ろんでございます。ですが先に、他の御二人と合流してもよろしいですか？」

「よろしいも何も、是ぜ非ひそうしてくれ」

「ＹＥＳ！　では参りましょう！」

　ウサッ！　とウサ耳を伸ばして進む黒ウサギ。

　焰は干してあった上着を着込んで後に続く。

　大樹の中と思われる廊ろう下かは、やはり木造空間で出来ていた。湿しつ度どが少し高く感じられるのは気のせいではないだろう。

　耳を澄すませば、何処からともなく水の流れる音が聞こえた。

（木目は楠くすのきの木に近いけど、此処まで巨きよ大だいに育つはずないよな）

　となるとやはり、己おのれの知る自然法則とは別の力が働いているのだろう。

　僅わずかに好奇心と童心が疼うずくものの、今はこのウサ耳少女についていく方が身のためだ。道に迷うようなことがあったら笑い話にもならない。

　緊きん張ちようした面おも持もちを続ける焰に、黒ウサギはクスクスと笑って振ふり返る。

「ふふ、驚いたのです。十六夜さんのご家族と聞いていたのですが、随ずい分ぶんと大人しいのですね。最初は面めん食くらいましたけれども」

「………イザ兄にいを知ってるのか？」

「ＹＥＳ！　十六夜さんは黒ウサギと同じコミュニティの同士なのです。召喚されたのが丁度、三年前になるのでしょうか？」

　三年前───そういえば、十六夜も同じようなことを口にしていた。だが焰たちの記き憶おくでは、逆廻十六夜が失しつ踪そうしたのは五年前のはずなのだ。

（時間の流れ方も違ちがうのか………？　というか、ゴールデンウィーク中で幸いだった。下手へたしたら失踪事件になっていたかもしれないぞ）

　まあ、あれだけ派手に校舎が壊こわれたのだ。ゴールデンウィークが終わってもしばらくは休校だろう。そんな雑多な事情を整理しつつ大樹の中を歩く。

　しばらく歩くと、大樹の壁かべの向こうから汽笛のような音が聞こえた。

　焰は意外そうに耳を傾かたむけて問う。

「今のは………汽笛か？　此こ処こには列車があるのか？」

「ＹＥＳ！　最近普ふ及きゆうが始まった精せい霊れい列れつ車しやでございますね。ご覧になりますか？」

　精霊列車───何とも聞きなれない単語に、益ます々ます以もつて好奇心が疼く。その様子に気が付いた黒ウサギは笑いを嚙かみ殺しながら脇わき道みちに逸それて、大樹の外に足を踏ふみ出す。

　その途端───一いち陣じんの風と共に、西郷焰の視界は静水と深緑の色に支配された。

「わっ！」

　大樹の中心、地上２５０ｍ地点で横よこ薙なぎの風が吹ふく。それと同時に二度目の汽笛が上がった。焰は手て摺すりから身を乗り出して下を確認する。

　其そ処こで更さらに驚きよう嘆たんする。遠目からはハッキリと見えなかったが、この巨大な大樹は大河の上に乗りかかる形で生えていたのだ。

　大樹の幹からは吸い上げた静水を滝たきのように、或あるいは雨のように、或いは霧きり雨さめのように零こぼして街に降り注いでいる。水上都市はそれを水車や水式昇降機エレベーターのように動力として活用する為ための形態に進化したのだろう。

　目を凝こらせば水路の下には旧都市と思われる街が沈しずんでいる。

「如何いかがですか？　水上都市として生まれ変わった〝アンダーウッド〟の景観は？」

「生まれ変わった？」

「ＹＥＳ！　一年前に水樹の大精霊が目を覚まされて以降、水樹の降水量が増えてしまいました。そこで十六夜さんたちや他ほかのコミュニティと共に都市開発に勤いそしんだ結果、このような形の景観に進化したのでございます」

「………イザ兄が、この街を？」

　そう呟つぶやいて眼下を見る。すると汽笛を上げて、水中から巨大な列車が現れた。

　焰は益々以て目を丸くし、黒ウサギのウサ耳を引っ張る。

「お、おい！　水中から汽車が出て来たぞ！」

「Ｙ、ＹＥＳ！　精霊たちの通り道である霊脈を高速移動する精霊列車でございます。気になるなら、ご覧になりますか？　あとウサ耳を放していただけますか？」

「なる！　すぐに行こう！」

　焰は興奮したようにウサ耳を摑つかんだまま、一気に階段を駆かけ下りる。

　途と中ちゆうにあった水式昇降機エレベーターに飛び乗ると勢いよく滑かつ車しやが回り、落下しているのではないかという速度で地上まで駆けていく。

　ガラガラガラ！　と心地ここち好よい音で回る滑車と速度調整する水流。

　仕組みそのものは完全に中世初期レベルのものだがなるほど、この清流と大樹の都市ならばこれで十分だろう。進化しすぎて無音で高速移動する現代のエレベーターに比べれば、此方こちらの方がよほど情じよう緒ちよ的で人間味がある。

　勢いよく地上に下ろされた焰と黒ウサギは、飛び出す形で昇降機から降り、街中に足を踏み入れた。街中でも至る所に水路が張り巡めぐらされ、噴ふん水すいは光の加減で造形が変わって見えるという高度な水芸を披ひ露ろうしている。

　様々な露ろ店てんを開く市場は熱気と人に溢あふれ返り、奇き妙みような装そう飾しよく品を売る店もあれば、鹿しかと鳥を合成したような獣けものの姿焼きなど、見たこともない料理を披露して瞳ひとみと鼻び腔こうを擽くすぐった。

　外界でもこういう場所に足を運んだことが無かった焰は啞あ然ぜんとしたまま絶句している。

　すると人込みの向こうで、良く知る声が上がった。

「お、焰だよ彩ちゃん！　やっと来たみたいだぜ！」

「ええ。女性を二人も待たせるとは、仕方のない先せん輩ぱいです」

　林りん檎ご飴あめを両手に持ってはしゃぐ鈴華と、苺いちごのオムレットを手に持つ彩鳥。二人は焰を確認すると人込みを搔かき分けながら焰の許もとにやってくる。

　一方の焰は、目の前の光景に視線を奪うばわれたまま、未いまだに硬こう直ちよくしていた。

　黒ウサギはそんな彼の顔を覗き込んでウサ耳を傾げる。

「焰さん？　どうしました？」

「あ、いや、どうしたもこうしたもないっていうか………世界規模でツッコミどころしかないっていうか、」

　啞あ然ぜん───……としたまま、何をどう形容していいのかわからず、曖昧なことを呟く。

　獣じゆう人じんと思われる者たちが闊かつ歩ぽし、精霊としか形容できない小人が噴水で遊びまわる。そんな幻想的なありえない光景を前にして思考回路が焼き切れたというのもある。

　果たしてこの光景を前に、頭を抱かかえて途と方ほうに暮れるべきなのか。

　鈴華たちみたいに全すべて受け入れて楽しむべきなのか。

　思い悩む焰に、黒ウサギはウサ耳を揺らして笑いかけた。

「まあまあ。積もる話もありますし、まずはお昼にいたしませんか？」

「………そう、だな。いい店はあるか？」

「そうですねえ。今の季節だと………桜さくら見み鳥どりの姿焼きや、ペリュドンのハムエッグなどがよろしいかと！」

　これはまた随分と肉食なウサギが居たものである。益々以もつてツッコミを入れたかった焰だが、腹が減っていたのも事実だ。

　異世界で初めのアクションとして、先ずは腹ごしらえをするとしよう。







[image: 第五章]





　───〝アンダーウッド〟の水上都市。

　　　　〝六本傷〟のガーデンレストラン。



　西さい郷ごう焰ほむら、彩あや里ざと鈴すず華か、久く藤どう彩あや鳥との三人は黒くろウサギの紹しよう介かいで〝精霊列車〟がよく見える川沿いのレストランに招かれていた。テラスには一〇分毎ごとに水中を出入りする〝精霊列車〟を一目見ようと訪おとずれた人たちで賑にぎわっている。テーブルには桜見鳥の姿焼き、ペリュドンのハムエッグ、巨大南瓜カボチヤの冷製スープなど、見たことのない様々な料理が運ばれてきた。

　が、焰たちは料理などそっちのけで、〝精霊列車〟の発車を食い入るように見つめていた。

「おお………！」

　荷物を載のせた〝精霊列車〟は発車する度たびに水みず飛沫しぶきを舞まわせ、川沿いに大きな虹にじをかける。すると何処どこからともなく歓かん声せいが上がった。

　綺き羅らと輝かがやくその景観に、焰は更なる感かん嘆たんの声を上げる。

「おお………[image: !!!]」

　テラスの柵さくから身を乗り出して眺ながめる二人。〝精霊列車〟が水みな底そこに消えるまでを見届けると、焰は席に戻もどって大おお仰ぎように両りよう腕うでを組み、

「………うむ。悪くない。まあまあだな」

「噓うそつくなよ姉弟ブラザー。超ちよう楽しそうだったじゃん」

　呆あきれる鈴華と、ムッとする焰。

　彩鳥はクスクスと笑いながら紅茶を口に運ぶ。

「驚おどろきました。先せん輩ぱいは無む趣しゆ味みなのかと思っていましたが、列車が好きなのですね」

「いやいや、ちょっと違うよ彩ちゃん。焰は乗り物全ぜん般ぱんが好きなんだよ。昔はイザ兄にいと一いつ緒しよに飛行機や車のプラモデルを作ってたもんね」

「鈴華。余計なことをいうな」

　益ます々ます以もつてムスッとする焰。

　より意外そうに瞳を瞬またたかせる彩鳥。

　彼は何時いつも研究に明け暮れていて、楽しそうな姿を見せる事が中々ない。偶たまにある休日も家で本を読んでいるぐらいしか彩鳥は知らない。

　隣となりで静せい聴ちようしていた黒ウサギも興味津しん々しんといった感じでウサ耳を傾けている。

「黒ウサギも意外です。そのプラモデルとは、模型品のことですよね？　十六夜いざよいさんにそういう趣味があるとは聞いたことがありませんでしたので」

「あの人は俺に付き合ってただけだからな。どちらが早く組み立てられるか、なんて競きそい合いもしたよ。………今考えると、俺がイザ兄に唯ゆい一いつ勝てた勝負だったな」

　口元を綻ほころばせて懐なつかしむ焰。かと思えば、一転してムッとする。

　鈴華はニヤニヤと笑みを浮かべながら彼の頰ほおを突く。

「私もそうだったけど、焰も昔はイザ兄の後ろにベッタリだったもんね。居なくなったときは色々と思うところもあったのだよ」

「そうなのですか？」

「そうなのです。………まあ、何時か居なくなる人だって理解してたけどさ。居なくなるときは本当に突然だったよ。おかげで私たち、凄い苦労して」

「鈴華」

　笑いながら過去話を続けようとした鈴華を、焰が真剣な声で窘たしなめる。

　黒ウサギがウサ耳を傾げて何やら神妙な顔になった。

「苦労された………というのは、その、十六夜さんがトラブルを残していった、ということですか？」

「まさか。確かに傲ごう慢まんで自己中心的で快楽主義と三拍子揃ったダメ人間だったけど………自分が起こしたトラブルの火種を、身内に飛ばす人じゃないだろ、あの人」

「喧嘩の規模は大きかったけどね。ドン＝ブルーノや丑うし松まつの御お爺じじ、後は金糸雀カナリア先生とチームを組んで、社会的に地位のある人に喧嘩を売りまくる！　っていうのが趣味だったし」

「そう、それ。本人曰く、〝強い力は、強い相手に振るうからカッコいいんだよ！〟とか馬鹿丸出しの言い分だった。確か座右の銘めいは………」

「〝天は俺の上に人を造らず！〟───だったね」

　ゴフッ、と黒ウサギはお茶を噴き出した。

　らしいと思う反面、随分とお馬鹿な座右の銘だと思ったのだろう。

「そ、それはまた十六夜さんらしいというかなんというか。故郷でも、同じように生きていらっしゃったのですね」

「生きる場所が変わったぐらいで、生き方が変わる人じゃなかったからな。───そういうのは、黒ウサギの方が分かってるんじゃないか？」

「ふふ、そうかもしれませんね」

　黒ウサギはウサ耳を揺らしつつ、微笑ほほえましく笑う。

　互いにまだまだ話したいことはあったが、そればかりでは先に進まない。

　黒ウサギはコホン！　と咳せき払いして注目を集める。

「さてさて、宴えんも酣たけなわではございますが！　そろそろ黒ウサギから、皆みなさんにこの世界───〝箱庭の世界〟のことをお話しさせていただいてもよろしいでしょうか？」

　うっす、と気合いを入れる鈴華。

　真ま面じ目めな表情に切り替かえる焰。

　静かな表情を崩くずさない彩鳥。

　三者三様の肯こう定ていを受け、黒ウサギは一枚のカードを取り出す。

「それでは、御お三人様。定例文で言いますよ？　言いますよ？　さあ、言います！　ようこそ、〝箱庭の世界〟へ！　我々は御三人様にギフトを与あたえられた者達だけが参加できる『ギフトゲーム』への参加資格をプレゼンさせていただこうかと召しよう喚かんいたしました！」

「………ギフトゲーム？」

「そうです！　既すでに気づいていらっしゃるでしょうが、御三人様は皆、普ふ通つうの人間ではございません！　その特異な力は様々な修しゆ羅ら神仏から、悪あく魔まから、精霊から、星から与えられた恩おん恵けいでございます。『ギフトゲーム』はその〝恩恵〟を用いて競いあう為のゲーム。そしてこの箱庭の世界は強大な力を持つ恩恵ギフト保持者ホルダーがオモシロオカシク生活できるように造られたステージなのでございますよ！」

　ウサッ！　とウサ耳を伸のばして説明する黒ウサギ。

　だが焰と鈴華は顔を見合わせ、驚いたように問う。

「え、ちょっと待って。この世界って、その恩恵っていうのが無いと招待されないの？」

「ＹＥＳ！」

「絶対に？　例外なく？」

「ＹＥＳ、ＹＥＳ、ＹＥＳ♪　鈴華さんもご自身の力に心当たりがあるのでは？」

「そりゃまあ、あるにはあるけど………」

　焰と鈴華は顔を見合わせる。

　彼ら二人はお互たがいが特殊であることを良く知っていた。故ゆえにそこは驚くべきところではない。問題があるとしたら───それは、久藤彩鳥の存在だ。今の話が本当なら、彼女にもその恩恵と呼ばれる力が存在しないと理り屈くつに合わない。

「ええと………彩ちゃん？」

「鈴華。その話はあとです。………続けてください、黒ウサギさん。私たちがそのギフトゲームに参加するには何か条件があるのでは？」

「ＹＥＳ！　本来ならギフトゲームに参加する上で、絶対に属してもらわねばならない組織があります。それが箱庭に数多あまたとある〝コミュニティ〟でございます」

「ふむふむ。それで、勝ったらどうなるの？」

「ギフトゲームの勝者はゲームの〝主催者ホスト〟が提示した賞品をゲットできるのです！　賞品は金品・土地・利権・名めい誉よ・人間………そして恩恵を賭かけあうことも可能です。新たな才能を他人から奪えばより高度なギフトゲームに挑いどむ事も可能でしょう。ただし、恩恵を賭けた戦いに負ければ当然───ご自身の才能も失われるのであしからず」

　ムフフと挑ちよう発はつ的に笑う黒ウサギ。

　此れには鈴華が瞳を光らせた。

「ふふん、それは無用な心配かな？　我が姉弟ブラザーである西郷焰は、これでもゲーム関連は滅茶苦茶強いんだぜ？」

「ふふ、それはとても楽しみでございます。腕の良いギフトゲームプレイヤーは、この箱庭の世界の花形でございますからね！　大いに楽しんでくださいな♪」

「………まあ、それは追々として。そのギフトゲームの主催者や恩恵っていうのを与えているのは誰なんだ？　まさか本物の神様がいるとでも？」

「ＹＥＳ！　此処は修羅神仏の集つどう箱庭の世界でございます！　何を隠かくそうこの黒ウサギも、仏教説話にある〝月の兎うさぎ〟の末まつ裔えいなのでございます！」

　えっへん！　とウサ耳を立てて胸を張る黒ウサギ。

　焰と鈴華も少し意外そうに眼めを見張った。

「ねえねえ、焰。〝月の兎〟………って確か、今こん昔じやく物もの語がたり集に載のってる仏教説話の一つだよね？」

「ああ。確か傷ついた老人を救うために、炎の中に飛び込んで自みずからを食べるように捧ささげた兎の話だったな。月面の模様が兎を彷ほう彿ふつとさせるのは、その献身的な兎を帝たい釈しやく天てんが月に招いたからだとか」

「うはー！　超メジャーなおとぎ話じゃん！　黒ウサったら有名兎!?」

「いやあ、それほどでも！　とはいえ黒ウサギは末裔ですけどね。───では話を戻しますが。このように、外界から伝承として昇華された存在、或いは人類史に大きな功績を残した存在は、この箱庭の世界で霊格そんざいを確立することを許され、同時に様々な恩恵を授かることが出来るのですよ！」

「………？　人類史に対する貢献でもいいのか？」

「ＹＥＳ！　むしろ箱庭にはそういう人物の方が多いのかもしれませんね」

　───なるほど、少し得心がいったように頷うなずく。

「そういう意味なら、確かに俺は召喚されるチャンスがあったのかもな」

「ほほう？　自身の功績に自信ありですか？」

「どうだろう。俺自身の功績じゃないから半々だな。続けてくれ」

　はいな、とウサ耳を伸ばして張り切る黒ウサギ。

「それではギフトゲームのお話に戻りますけども。実は大きく分けて二種類ございます。一つは暇ひまを持て余した修羅神仏が、人を試ためすための試練と称しようして開かい催さいされるゲーム。これは特とく徴ちようとして自由参加が多いですが〝主催者〟が修羅神仏なだけあって凶きよう悪あくかつ難解なものが多く、命の危険もあるでしょう。しかし、見返りは大きいです。〝主催者〟次し第だいですが、新たな〝恩恵ギフト〟を手にすることも夢ではありません」

「ふむふむ。じゃあもっと普通のゲームもあるんだよね？」

「勿もち論ろんございますよ！　一いつ般ぱんゲームは参加費となるチップを支し払はらって参戦する形式をとります。これらはコミュニティの興業として開催されており、組織の収入源ともなっておりますね」

　二人は此処でようやく、瞳ひとみの色を変えて食いついた。

「興業っていうくらいなんだから、エンタメ寄りのゲームなんだよね？」

「さてさて、それはどうでしょう？　ゲームの趣しゆ旨しを理解していないと主催者側に有利な条件を押し付けられてしまうこともございますよ？」

「ほう？　ってことはゲームルールは主催者側との交こう渉しようである程度の範はん囲いでいじれるってことだよな？」

「お、おお………！　中々に鋭するどいですね、焰さん。そう、それが所謂いわゆる〝ゲームメイク〟と呼ばれるやり取りでございますね。主催者側との交渉や集団で行うゲーム進行には欠かせない技能でございます」

「なるほどなるほど。話はよくわかった。つまり一般的にギフトゲームっていうのはコミュニティっていう組織が行う興業なり商売なりを指しているわけか………貨か幣へいや物ぶつ々ぶつ交こう換かんは存在しているのか？」

「ＹＥＳ！　商あきないはギフトゲームと同様に展開されております！」

「だろうな。そうじゃないと精せい霊れい列れつ車しやを使った流通が成り立たない。ゲームだけで流通を成り立たせるのは不可能だからな。………となると、当面の生活費はギフトゲームで稼かせぎつつ、売買で身辺を調ととのえていくのが王道か」

　焰は顎あごに手を当てて今後のことを考える。

　黒ウサギは瞳を丸くして驚いた。

「な、なんというか………御二人は、十六夜さんと正反対なのですね」

「正反対？　イザ兄と？」

「ＹＥＳ。十六夜さんのご家族が召喚されるかもしれないと聞いて身構えていたのですが、御二人とも至って優ゆう秀しゆうなゲストと言いますか………実に優等生な反応で安心しています」

　ホッとしたように胸を撫なで下ろす黒ウサギ。

　焰と鈴華は対照的に、少し複雑な表情を浮うかべた。

「………一応聞いておきたいんだけど。あの人、こっちでも何かやらかしたのか？」

「そりゃもう、箱庭の世界を縦じゆう横おう無む尽じんに大立ち回りに回りまくり、北は〝煌こう焰えんの都〟、南は〝アンダーウッド〟まで所ところ狭せましと駆かけに駆け、獅し子し奮ふん迅じんの大だい迷めい惑わくを振ふり撒まいていたのでございますよ！　十六夜さんに御二人のような堅けん実じつさがあれば黒ウサギもあそこまでッ[image: !!!]　あそこまで、苦労しなくて済んだのですよ………[image: !!!]」

　ヨヨヨ、と泣き崩れる黒ウサギロリータ。こんな幼い少女を気苦労で泣かせるとは鬼おに畜ちく生しようの所業である。

「ええと………ウ、ウチのイザ兄がご迷惑をおかけしました」

「まあ、孤こ児じ院いんでもそんな感じだったけどなあの人。───それで、そろそろ本題に入るけど」

　焰の顔が緊きん張ちようを帯びる。黒ウサギも待ち構えていたように姿勢を正す。

　一連の話を頭の中でまとめた焰は、真しん剣けんな表情で問うた。

「単刀直入に聞く。俺たちが元の世界に帰る方法は？」

「………はい？」

　キョトン、と呆ける黒ウサギ。その表情は明らかに、「彼は何を言っているのだろう？」という具合に小首を傾げる。

　その反応に焰は焦った。テーブルの上の料理を脇に寄せ、身を乗り出す。

「………帰れないのか？」

「い、いえ！　そういうわけではありませんが………あ、あれれ？　おかしいですね？　そもそもこの箱庭の世界には〝箱庭の世界に来るべき理由〟がある人しか招かれないはずなのですが………ちなみに、招待状にはなんて書いてありました？」

　ハッと思い出す焰。あの時は緊急事態だったから文面を読む暇が無かったのだ。

　大急ぎで携帯電話を取り出すと謎のメールアドレス───Queen.Hallowe'en@ne.jpのアドレスを見つける。メールの件名にはこう書かれていた。

『─　第二次太陽主権戦争　招待状　─』───と。

「な、なんと[image: !!?]」

　黒ウサギは液晶の画面を見るや否いなや、瞳を丸くして驚いた。

「た、太陽主権戦争の招待状ッ[image: !!?]　ど、ど、どうして外界の焰さんがこんなものを!?」

「いや、そんなこと言われても」

「先輩。今は先に文面を確認しましょう」

　確かに、と頷く。焰たちは彩鳥に促されてメールを確認し始めた。





『　─　第二次太陽主権戦争　招待状　─





拝啓、西郷焰様。

　貴方あなたは箱庭の世界で行われる〝第二次太陽戦争〟への参加資格を得られました。本選参加資格を得る為に先まずは〝黄道の十二宮〟、〝赤道の十二辰〟に属する星せい獣じゆうを一匹以上使し役えきしてください。




目標討伐星獣〝金牛宮〟

　勝利条件：①〝金牛宮〟の化身の討伐。

　勝利条件：②雷光を搔き消し、星を在るべき姿に戻せ。




※ルール概要・開催期間

　此方は予選ゲームとなりますので、開催期間は七年間とさせていただきます。七年が過ぎ去ると自動的にゲーム敗退となります。誰が討伐しても西郷焰様が討伐したことになりますので、遠慮なく協力者を募つのってください。




※注意事項※

　この参加枠は西郷焰様に第二次太陽主権戦争に参加していただく為に設もうけられた特別参加枠です。もしも参加を棄き権けん・放棄・無視、或あるいは予選敗退された場合は西郷焰様が保有している特別参加枠、及び固有の恩恵ギフト〝千の魔術プロト・イデア〟を回収させていただきますのでご容赦ください。

　尚、開催期間中は箱庭から出られませんのでご注意ください。延長については考慮しますが、なるべく期間内に全ての攻略条件をクリアするようお願いします。







敬具　




第二次太陽主権戦争　進行役　〝ラプラスの小悪魔〟』








　読み終わるや否や、焰はテーブルを叩いて抗議の声を上げた。

「ふ………ふざけるなッ[image: !!!]」

　焰の怒ど号ごうで周囲の客席がざわめいた。

　震える手で携帯を握りしめた彼は、改めて文面を読み直す。

「開催期間が七年間だと………!?　開催中は帰れないだと[image: !!?]　馬鹿言うな、そんな条件吞のめるわけないだろッ!!」

「ほ、焰。ちょっと落ち着いて」

「落ち着いていられるかッ[image: !!!]　俺が………俺たちが帰らなかったら孤児院はどうなる!?　エヴリシングカンパニーの出資だって打ち切られるぞ！　そんなことになったら、孤児院は今度こそおしまいだッ！」

　連日の非常事態で緊張が高まり、焰の中で焦あせりが爆発した。

　だが仕方がないだろう。

　西郷焰の存在は今や〝カナリアファミリーホーム〟になくてはならないものとなっている。彼が七年間もいなくなれば間違いなく出資は打ち切られるだろう。

　鈴華も珍しく緊張した素振りで黒ウサギに問う。

「黒ウサ。これ、どうにもならないの？　ゲームを棄権しても帰れない？」

「………難しいでしょう。そもそも、招待状に同意しなければ箱庭には召喚されませんし」

　申し訳なさそうにウサ耳を萎しおれさせる黒ウサギ。

　其そ処こでようやく、久藤彩鳥が声を上げた。

「黒ウサギさん。先ほどの話だと、ギフトゲームは本来であれば箱庭内でのみ開催される神魔の遊戯………ということでしたね？」

「え？　あ、はい」

「ですが私たちは私たちの世界で、ミノタウロスのような怪物と遭遇しました。私たちが箱庭に足を運んだのはそういった止やむに止まれぬ事情………言い換えれば、箱庭のゲームに巻き込まれた結果、箱庭に逃げ込んだというだけに過ぎません。元の世界に帰していただくには十分な理由かと思います」

　………うむむ、とウサ耳を捻らせる黒ウサギ。

　久藤彩鳥は語調を強めて問い続ける。

「そもそも、どうしてこのような事態が起きてしまったのですか？　そこを解明しないと解決策は得られないように思います」

「す、すみません。其処は黒ウサギにも分かりかねます。唯ただ一つだけ言えるのは、今回の事件は箱庭で行われている大規模なギフトゲーム………第二次太陽主権戦争の予選ゲームが暴走した結果ではないかと。それ以上のことは分かりかねます」

　焰は唇くちびるを嚙かみ、焦りを紛まぎらわせる。彼にしてみればようやく研究の成果が上がって孤児院の生活を楽にしてやれる目め途どがついたばかりなのだ。

　それが一転、存続の危機である。歯は痒がゆくもなるだろう。

　黒ウサギはウサ耳を萎しおれさせてうつむく。

「残念ですが、まずはこの討伐ゲームをクリアするしかないでしょう。どんな事情があったにせよ、招待状に同意をしてしまってますので………交渉を行うにも、まずはゲームをクリアさせないと」

「で、でも、あんな牛の怪物を倒せって言われても勝てるわけないじゃん！」

　鈴華もたまらず声を上げる。

　昨夜現れた二体の怪物………アレは人智を超えた存在だった。特に積乱雲の怪牛は星せい獣じゆうという種族に名前負けしない規模の怪物だったといえるだろう。

　とてもではないが戦って勝てる相手ではない。

　此れでは元の世界に帰るなどとてもできそうにない。

　三人が押し黙っていると、ふと、黒ウサギがウサ耳を伸ばして告げる。

「………あ、そうだ。この場合は何も武力で倒す必要はないのですよ！」

「え？」

「ギフトゲームで強大な力を持つ相手を対象とした討伐ゲームには、武力とは別に知恵を振り絞って戦う方法があるのです！　敵が牡牛座の化け身しん………例えば、ミノタウロスが相手なら、その伝承に討伐方法が隠されているはずなのです！」

　ウサッ！　とウサ耳を伸ばす黒ウサギ。

　その言葉に焰もハッとなって腕を組む。

「そ、そうか。さっきの話だとこの箱庭の世界の怪物は、伝承が形になってる。ならミノタウロスの伝承を調べれば倒し方がわかるかも………！」

　焰は活路を見出したように顔を上げ、黒ウサギを見る。

「黒ウサギ。さっき言っていた、太陽の主権っていうのはどういうものなんだ？　何か凄い力を持った恩恵と考えればいいのか？」

「ＹＥＳ！　数ある恩恵の中でも、太陽主権は最高クラスの恩恵に位置づけられます。全てで二十四種存在し、それぞれが強力な武具にもなり、また星獣を呼び出すための召喚媒体にもなるのですよ！」

　ウサ耳を伸ばして説明する黒ウサギ。

　焰は何かに気が付いたように考え込む。

「招待状を読む限り、このゲームは黄道の十二宮の金牛宮が絡んでいるんだよな？」

「ＹＥＳ、その通りです！」

「そうか。だからミノタウロスと〝天の牡牛〟なのか。確かにこれが全てギフトゲームによって引き起こされていたのなら説明が付くかも」

　焰は真剣な顔になって顎に手を当てる。

　その表情は今までになく緊迫していたが、先ほどのような失意はない。知的な光を宿した焰は昨日までに起きた一連の出来事を高速でまとめていく。

「台風………農害………となると、次は飢き饉きんか。でもそれは既に手を打ってある。治験は通過したんだから数日中に治療用ナノマシンの散布は始まるはず。問題は台風二十四号がどうなったのかと、ミノタウロスが何処にいるのかだな」

　コンコン、と指でテーブルを叩きながら結論を出す。

　大きく溜息を吐いた焰は、少し汗をかきながら、それでも目一杯に笑みを作って見せた。

「………よし！　鈴華、彩鳥！　もしかしたら勝ち目があるかも知れない！」

「本当!?」

「本当ですか!?」

「ああ。偶然だけど、切り札を持ち込めたからな」

　焰の発言に、鈴華は小首を傾げる。

　彩鳥は何かに感づいたのか、緊張した面持ちで問う。

「先輩。まさか………残りの〝原典オリジン〟を使うおつもりなのですか？」

「それしかないだろ。研究はまだ一〇％段階だが、まだ〝原典〟のストックはある。一つだけなら使っても大丈夫な筈はずだ。後は元の世界に帰る為の手段だけど………黒ウサギは何か案はないか？」

　焰は黒ウサギに向き直る。

　その視線を受けて、黒ウサギも腹を決めた。

「………なるほど、お話は分かりました！　其処まで決意しておられるのなら、黒ウサギも微力ながらお手伝いするのですよ！」

「何か方法があるのか？」

「ＹＥＳ！　先ずは皆さんを召喚した〝クイーン・ハロウィン〟と接触するのが良いかと思うのです！」

　黒ウサギから飛び出た言葉に、焰と鈴華は共に首を傾げ合う。

「〝クイーン・ハロウィン〟………ああ、そういえばそんなメールアドレスだったな。そいつが召喚者なのか？」

「ＹＥＳ！　余り表に出る方ではありませんが………一般的には黄金の御お髪ぐしを持ち、世界の境界を操る女王と呼ばれております」

「世界の境界を操る？」

「ＹＥＳ！　或いはハロウィン祭が神格化した存在、とでもいいましょうか。そもそも皆さんはハロウィンというものがどういう意味の祭りなのかご存じですか？」

「ううん、詳しくは知らない」

　焰と彩鳥は顔を見合わせ、共に首を横に振る。

　ならばまずは其処から説明せねばならないだろう。

　コホン、と咳払いをした黒ウサギは人差し指を立てて胸を張る。

　───〝ハロウィン〟とは、西欧に実在した古代ケルト民族が行う太陽崇拝と収穫祭を祝う祭事のことである。古代ケルト民族は一年を通して輝きを変える太陽の運行に死生観を重ねており、夏から秋に差し掛かる頃から衰おとろえ始める太陽が、冬に死んで新たな生命として生まれ変わる存在として崇すう拝はいしていた。

　太陽が衰える境界である十月三十一日は世界そのものの境界線が不安定になり、死者の国から祖霊が現世に帰ってくると古代ケルト民族は信じていた。しかし死者の国から訪おとずれるのは祖霊だけではない。様々な悪あつ鬼き羅ら刹せつもまた祖霊と共に訪れると恐怖した彼らは、己を化け生しように擬ぎ態たいすることで身を守っていたのだ。

「ははあ。それが神格化して境界を操る女王と呼ばれるようになった、と？」

「ＹＥＳ！　取り分け〝クイーン・ハロウィン〟はこの修羅神仏の集つどう箱庭にあって尚なお、唯一〝女王〟と呼ばれるお方です。彼女なら帰る手段を知っていると思うのです！　そして此処〝アンダーウッド〟では、近日中に女王と面会する機会があるのですよ」

「本当!?」

　鈴華が声を上げる。黒ウサギもウサ耳を伸ばして応じる。

「ＹＥＳ！　実はこの〝アンダーウッド〟の水は浄水と名高く、女王の好む紅茶に良く合うらしいのです。中でも朝あさ露つゆの数滴しか取れない水を求めて、女王の遣いの方が月に一度受け取りに来るのです」

「月に一度………次は何時いつだ？」

「都合がいいことに、明日の夜には来られるはずです。うまくいけば女王に御お取とり成なしいただくことも可能でしょう」

　黒ウサギの提案に、焰と鈴華は顔を明るくして立ち上がった。

「よし。方針が決まった以上はこうしてはいられないな」

「ういさ！　生活費を稼かせがないと！」

「………先せん輩ぱい。鈴華。御二人は参加費の代だい替たいとなるものを持っているのですか？」

　彩鳥の冷静なツッコミを受け、黙だまり込む二人。

　黒ウサギは軽く笑って手を挙げた。

「ご安心ください。御二人は十六夜さんのご家族。いうなれば我らの恩人のご家族です。参加費用は黒ウサギのポケットマネーから都合させていただきますとも！」

「おお、黒ウサったら太っ腹！」

「悪い、稼いだら必ず返すから。まずは簡単そうなゲームで手ならししたいけど、何がいいかな？」

「それならさっきいい店があったぜ姉弟ブラザー！　きっとアレがギフトゲームの舞ぶ台たい───」

「ちょっと待ったあああ！」

　その時、大河から巨きよ大だいな水柱が上がった。周囲の観客は何かのショーと勘かん違ちがいしたらしく微笑ほほえましい笑え顔がおを浮うかべて拍はく手しゆを送っている。

　だが近くに居た当人たちにとって事は甚じん大だいだ。全身が河の水で濡ぬれ、テーブルの上の料理も押し流されてしまった。

「あっ………」

　まだ半分も食べて無い料理の数々が河に流されていく。それを切なそうに見つめる鈴華。だが大河から飛び出してきた人物は気にした様子もなく、焰たちの前に舞まい降りた。

「話は聞かせてもらった！　貴様らの初ギフトゲーム、この白しら雪ゆき姫ひめが取り仕切らせてもらおう！」

「し、白雪様！　どうしてこんな無意味ではた迷めい惑わくでド派手な登場を!?」

「良く知らないけど、格好つけたかったんだろ」

「そうですね先輩。それ以外考えられません」

「そ、そんな自己満足な理由であんな美味おいしそうなご飯を犠ぎ牲せいに………！」

「や、やかましい！　神格保持者の一人として、ファーストインパクトを重視したまでのこと！　上下関係は最初が肝かん心じんだというであろう!?」

　ウガー[image: !!!]　と牙きばを剝むいて憤いきどおる着物姿の女性、白雪姫。

　彼女は焰をキッと睨にらむと、有りっ丈たけの敵意をむき出しにして指をさす。

「其処の貴様！　気け配はいが似ているとは思ったが、どうやら本当に主あるじ殿どのの弟のようだな！」

「主殿………？　イザ兄のことか？　それなら鈴華もそうだけど」

　うむ？　と小首を傾かしげる白雪姫。

「………ぬぬ？　そうは見えんが、まあ良い。貴様らまとめて主殿の故郷の住人らしいな。であれば私が受けた数々の屈くつ辱じよく、貴様らを使って晴らさせてもらおうかッ！」

「「「お断りします」」」

「よし、それでこそあの大おお戯たわけの知人よなッ[image: !!!]」

　この程度の展開、読んでおったわッ[image: !!!]───と、何処どこまでもハイテンションに決める白雪姫。すると今度は黒ウサギを睨む。

「黒ウサギ殿よ。話は全て聞かせてもらった。如何いかに朋ほう友ゆうの家族とはいえ、無む償しようで金銭をやり取りするのは良くないな。見れば三人とも年とし端はもいかぬ童わらべたち。こんな年ねん齢れいから無償で貸し借りをするのは教育に悪かろう」

「な、なんと………!?　い、意外にも、ぐうの音ねも出ないくらいの正論が飛び出してきたのですよ………！」

「ついさっき客席に迷惑をかけまくった奴やつの言葉とは思えないな」

　正論に対して正論のツッコミを入れる焰。当然ながら白雪姫はこれをスルー。

「そこでだ。ギフトゲームの経験を積むためにも、この白雪姫が直じき々じきに！　其そ処この三人をギフトゲームに招いてやろうではないかッ！」

　牙きばを剝むいてドヤ顔を見せる白雪姫。黒ウサギは「白雪様、最近誰だれかに似てきたような気がするのです」とかなんとか呟つぶやきながら頭を抱かかえる。

　顔を見合わせて小首を傾げる焰と鈴華だが、答えは早かった。

「まあ、ギフトゲームがどんなものかまだ分からないし。俺としてはありがたいけれど」

「それって、ゲームの報ほう酬しゆうは貰もらえるの？」

「無論だ。取って置きの恩恵を用意しておこう」

　うむうむ、と楽しそうに頷うなずく白雪姫。それを聞いた焰と鈴華も笑顔でこれを承しよう諾だくする。

　黒ウサギは意味ありげな疑ぎ惑わくを抱いだきつつも、何も言げん及きゆうせずに溜ため息いきを吐ついた。

「わかりました。そういうことなら、この黒ウサギが審しん判ぱんを務めましょう」

「審判？　黒ウサが？」

「ＹＥＳ！　これでも黒ウサギは〝審判権限ジヤツジマスター〟を与えられた〝箱庭の貴族〟！　黒ウサギの耳が聞こえる範はん囲いでは、誰も不正が出来なくなるのです！」

　ウサッ！　とウサ耳を伸ばす黒ウサギ。それが本当なら不正を疑う手間が省はぶける。白雪姫は改めて大河に飛び込むと、大だい蛇じやの姿で現れた。

『………うむ。では乗るがよい。舞台区画まで連れて行こう』

「はーい！」

「途と中ちゆうで水底に潜もぐるとか無しだぞ」

　素す直なおに返事する鈴華と、懐かい疑ぎ的になりながらも何処か楽しそうな焰。

　そんなにぎやかな二人とは対照的に落ち着き払はらっている少女───久藤彩鳥を、黒ウサギは横目で見る。

「それでは我々も行きましょう。………ところで、彩鳥さん」

「何ですか、黒ウサギさん」

「もしやと思ったのですが………以前、黒ウサギと何処かで会っていませんか？」

「───……。いいえ、初対面です」

　静せい謐ひつで無感情な応答。黒ウサギは一いつ瞬しゆんだけ寂さびしそうに笑った。

「いえ、ならばよいのです。───ささ、白雪様のゲームに向かいましょう！」

　クルリ、とスカートを靡なびかせて立ち上がる黒ウサギ。

　三人も勢いよく立ち上がり、〝アンダーウッド〟の散策を開始するのだった。




　　　　＊




　───〝アンダーウッド舞台区画〟海馬ヒツポカンプの放牧場。

　綺き羅ら、と大樹の葉から美しい雫しずくが滴したたり落ちる、水上の放牧場。点々と浮かぶ陸地に家か畜ちくを放し飼いにしているのは逃げ出す心配をしていないからだろう。牛や豚ぶたはもちろんそうだが、山羊やぎや羊のように泳ぐことが出来る家畜も、子連れでは流石さすがに逃げる様子はない。

　遊覧に勤いそしんでいた西郷焰、彩里鈴華、久藤彩鳥の三人はその景観を楽しみつつ、白雪姫が向かう先に視線を向ける。

　鈴華は世にも奇き妙みようなものを見たかのように声を上げた。

「ちょ、ちょっと焰。あの馬車、大河の上を走ってない？」

　焰の肩かたを揺ゆらして水上馬車を指さす。その馬車の車体そのものは水の上に浮かぶような形状───身も蓋ふたもなく言ってしまえば、船のような形をしていた。

　だがその動力は風を頼たよりにする帆ほでもなければ、厳いかつい船夫が漕こぐオールでもない。

　蹄ひづめの先に魚のような鰭ひれを付け、水面を走る海馬───通つう称しよう〝ヒッポカンプ〟と呼ばれる半馬半魚の幻げん獣じゆうが水面を優ゆう雅がに走っていたのだ。

「おお………[image: !!!]」

「どうだ、姉弟ブラザー。船体も綺き麗れいだし、あれは流石に凄すごいっしょ？」

「うむ。中々だな」

　噓うそ吐つけ！　と軽くツッコミを入れる鈴華。

　黒ウサギはクスクスと笑って彩鳥に問う。

「意地っ張りなんですね、焰さんは」

「普ふ段だんはもう少し素直ですよ。先輩は子供っぽい姿を見せるのを嫌きらう傾けい向こうがあるので」

「ほほう、では素すの姿は子供っぽいと？　ふふ、そういう所は十六夜さんに似てますね」

「おい、そこの後こう輩はいとロリウサギ。聞こえてるぞ」

　先ほどの表情を消してムッと眉まゆを顰ひそめる焰。

　尚なおもクスクスと笑う彩鳥と黒ウサギだが、それを鈴華が苦にが笑わらいで諌いさめる。

「まあまあ。これでも孤こ児じ院いんの最年長さんだからね。下の子の面めん倒どうを見ていたら、いつの間にかこうなっちゃったんだよ」

「孤児院の？………え、あれ？　でも焰さんと十六夜さんは、」

「血は繫つながってない。同じ孤児院の出身ってだけだよ」

「え、でも………あ、あれれ？」

　ウサ耳を傾げながら首を傾げる黒ウサギ。

　だがその時、丁度目的地に着いた。

『此処で一度下ろすぞ』

　そう言って陸地に向かって頭を下げる白雪姫。四人は続々と降り、白雪姫は水中に潜る。すると人の姿になって飛び上がってきた。

「さて、と。まあ見ての通り、この辺りは家畜を飼う区画であり、ゲームを行う区画でもある。お前たちも此処に来る最中、〝海馬ヒツポカンプ〟を見たのではないか？」

「うん。丁度横切ったからね」

「ぬ………？　おお。そうだったな。そこで今回は、水上馬車を使ったギフトゲームをしようと思うのだが如何いかがだろう？」

　おおー！　と焰と鈴華が声を上げる。流石さすがに其処まで面おも白しろそうなゲームを用意してくれるとは思わなかったのだろう。

　一人冷静だった久藤彩鳥も、表情を和やわらげて微笑む。

「それは面白そうですね。水上レースでも行うのですか？」

「レースを行うには流石に人数が足らんよ。まあ、定期的に〝ヒッポカンプの騎き手しゆ〟という名前の名物レースが行われているようだがな」

「ＹＥＳ！　三年前に行われたゲームが好評を得て、今は定例祭のゲームとして行われてます。黒ウサギも時折、審判として呼ばれているのですよ」

「ほうほう。そ、それって近日中に開かい催さいとかは、」

「しないな。月一回で三日前に開催したばかりだ」

　白雪姫の言葉に、あからさまに落らく胆たんする彩里鈴華。

　黒ウサギは自分よりも喜き怒ど哀あい楽らくがはっきりしている少女に戸と惑まどいつつも、大おお慌あわてでフォローする。

「で、でも、今からそれに似たゲームをするのですよね？」

「うむ。集団レースとはいかぬが、私とお前たちで街中の水路を走る障害物レースを行おうかと考えている」

「へえ………思ってたより大規模なゲームだな。私用でそんな風に使っていいのか？」

「幸い、私は〝アンダーウッド〟の水上都市を安定させる為ために方々に手を貸して街には顔が利きく。迷惑をかけぬ範囲であれば誰も怒おこらないだろう。───さて、ではこれを読め」

　白雪姫がパンパン、と柏かしわ手でを打つと、一枚の羊皮紙が落ちてきた。





『　ギフトゲーム　─〝ヒッポカンプの水上騎手〟─





・参加資格：主しゆ催さい者しや側が招いた者たち。

・勝利条件：主催者〝白雪姫〟より速く大樹を一周する。

・ルール概がい要よう




一、参加者側は地図を見て好きなルートを選せん択たくして良し。

二、主催者側はルート選択は自由だが、水上に頭を上げる際は立ち止まること。

三、参加者側は転てん覆ぷくした場合、即そく座ざに立て直せばその場から再スタート可。

四、ゲーム中は等とう間かん隔かくで相手を妨ぼう害がいすることが出来る。







・参加者側の勝利報酬：ギフトカードを一枚贈ぞう与よ。及および衣食住の保障。

・主催者側の勝利報酬：逆さか廻まき十六夜に今日までの無礼を全すべて謝罪するよう説得する。







宣せん誓せい：上記のルールを尊重し誇ほこりと御み旗はたの下、ゲームを開催することを誓ちかいます。




〝ノーネーム〟白雪姫　印』








　三人はその文面をサッと読んで黒ウサギに問う。

「これは？　ゲームルールか？」

「ＹＥＳ！　箱庭のゲームルールを示す〝契約書類ギアスロール〟でございます。文面に目を通して合意してもよいと思うなら、その旨むねを主催者にお伝えくださいな」

　ふむ、と焰は一考する。質問するべきことは多々あったが、まずは絶対に確かめねばならないことがある。

「この〝等間隔で相手を妨害することが出来る〟っていうのは走行距離か？　それとも、経過時間か？」

「経過時間だ。等間隔の時間で相手に仕し掛かけることができる。尚、妨害可能な時間は参加者側に秘密だ」

「………初めは受け身になって探さぐれってことか。なら妨害権のストックは？」

「無しだ。それが出来ては主催者側に有利にならんではないか」

「えー。そこはフェアに行こうよ」

「鈴華。主催者は凡およそ無む償しようでゲームを引き受け、報酬を提供しています。多少のアンフェアはあるかもしれませんが、それを差し引いてもこのゲームは温情タップリですよ」

　鈴華を窘たしなめる彩鳥。焰も其そ処こが気になった。

　ゲーム初参加であることを考えるとこれぐらいの難易度とリスクでこの勝利報酬はありがたすぎる。何か裏があるのではないか………と、考えるまでも無かった。

「………。一応聞いておきます。この〝逆廻十六夜に今日までの無礼を全て謝罪するよう説得する〟っていう一文ですけど。あの人、何をやらかしたんですか？」

「───……。話せば長くなるぞ。日が暮れて我が怨えん嗟さと憤ふん怒ぬで〝アンダーウッド〟の浄じよう水すいが赤黒く染まるくらいには」

「あ、はい」

「え、えっと、ごめんなさい？」

　二人は何やら急激に申し訳なくなった。焰たちもよく十六夜には振ふり回されたが、どうやら箱庭の住人はその数倍は迷めい惑わくをかけられているらしい。

「コホン。話が逸それたが、そろそろ始めようか。水上馬車は好きなものを使え。あとは力を貸してくれる〝海馬〟が居ればよいのだが………」

　そう言って周囲を見回す白雪姫。

　丁度その時、〝海馬〟の群れの中から一頭が凄すさまじい勢いで走って来た。真っ直すぐに此方こちらに向かってきたその〝海馬〟は、鈴華と彩鳥の間へ突とつ進しんするように頭を突つき出した。

「わっ！」

「っ、お前は………！」

　鈴華は驚おどろいたように後ろに下がり、彩鳥は軽く受け止めながらその〝海馬〟を見る。その馬は〝海馬〟の中でも取り分け美しかった。

　蒼あおく引き締しまった肢し体たいは程ほどよく鍛きたえられ、鬣たてがみの代わりに生えている背せ鰭びれは半はん透とう明めいな翠みどり色いろをしている。大河の水に濡ぬれて燦さん々さんとした陽ひの光によって輝かがやいているようにさえ見えた。

　鈴華が横から背鰭を覗のぞき込むと、燦さん然ぜんとした輝きが瞳ひとみに差し込んでくる。全身の造形もさながら生きた彫ちよう刻こくのように美しく、思わず熱い溜ため息いきが出た。

「す………凄く綺麗………！」

「ああ。馬は門外漢だけど、こんな美人はちょっといないんじゃないすかね？」

「うむ。こやつは〝海馬〟の群れの王、ヒュトスと言ってな。三年ほど前まで女王騎士クイーンズ・ナイトの騎き馬ばとして従軍しておったのだ」

「女王騎士………っていうと、例の〝クイーン・ハロウィン〟の？」

「ＹＥＳ！　とても強くて、何度も黒ウサギたちを助けてくれた、勇ゆう敢かんな騎士様でした。そして此方こちらの〝海馬〟は、三年前の〝ヒッポカンプの騎手〟で十六夜さんたちと優勝を競きそい合った一頭なのですよ！」

　ヒヒン、と嘶いななきを上げて応じるヒュトス。彩鳥は首の下を優やさしく搔かきつつ、嬉うれしそうに小声でつぶやいた。

「………久しぶりですね、ヒュトス。元気そうで何よりです」

　ヒヒン、と心なしか嬉しそうに応じる〝海馬〟のヒュトス。

　白雪姫は大おお仰ぎように頷うなずいた後、〝契約書類〟と街の地図を手て渡わたす。

「準備は調ととのったな。それでは、明日の昼頃にレース開始ということで如何どうだ？」

「それだけあれば準備には十分っすよ。───あ、そうだ。ちなみに一つ聞いておきたいんですけど」

　焰は周囲をぐるりと見回し、幾つかの水上馬車を見る。

　そして〝海馬〟ヒュトスの体型を確認し、ニヤリと笑う。

「この水上馬車………別に、俺が設計しても構わないよな？」

「ほう。自信ありか？」

「ああ。むしろこういうのが得意でね。勿論、間に合わなかったらその時は別の手を考える」

「ＹＥＳ！　それでしたら図面を焰さんが考えて、組み立ては樹霊コダマに依頼しましょう！　そうすればあっという間に完成するに違いないのですよ！」

　よし、と楽しそうに頷く焰。

　鈴華と彩鳥は存外楽しそうにしている焰を見て、お互いに笑みを嚙み殺すのだった。







[image: 第六章]




　逆さか廻まき十六夜いざよいと御み門かど釈とく天てるの二人は翌日の朝、孤児院の近くにあるフランス料理店〝ドン＝ブルーノ〟に足を運んでいた。腹ごしらえをしたいという釈天の強い要望で店に寄ったのだが、十六夜は苦い顔で店の暖簾のれんを睨にらみつけている。

「………。本当に此こ処こに入るのか？　開店時間前だぞ？」

「大だい丈じよう夫ぶ大だい丈じよう夫ぶ。ドンとマダムは心が広いからな。それに比例して飯も美味うまい」

「んなことは誰だれより知ってる。俺はガキの頃ころから通ってたんだぞ」

「なら丁度いいじゃねえか。こんな偶ぐう然ぜんは二度とないんだから、もうちょっと懐なつかしんでいけよ」

　そのまま十六夜を引き摺ずって暖簾をくぐる。内装は外観の地味さからは想像できないほど、年季の入ったモダンアートが特とく徴ちよう的な店だった。

　良く言えば独自性の強いハイカラな店。悪く言えば趣しゆ味みに傾けい倒とうした店。

　───俺だけの城みせを造りたい。そんな熱意だけはヒシヒシと伝わってくる造りだった。

　独自性の強い店のカウンターに一人、新聞を広げた厳いかつい白しら髪がの調理人が、煙草たばこを吹ふかして座っている。

　開店時間より一時間も早い来客を、不ふ機き嫌げんそうに見る白髪の調理人。

　来客二人を見ると、より不機嫌そうに舌打ちした。

「………なんて日だ。久しぶりに顔を見せたと思ったら、悪童が二人になって帰ってきやがった。礼れい儀ぎ知しらずと恩知らずに食わせる飯はねえぞ」

「だってよ、十六夜」

「うるせえな。半分はテメェだろ。………ま、恩知らずなのは自覚してるとして。久しぶりだな、ドン＝ブルーノ。煙草はそろそろやめた方がいいんじゃねえか？」

「フン、余計なお世話だ。今はもう嗜たしなみ程度にしか吸っちゃいねえよ」

　皺しわだらけの厳つい顔を顰しかめさせて、より強面こわもてになるドン＝ブルーノ氏。

　正面からよく見ると西せい欧おうの血筋の人だということが良くわかる。だが顔に刻まれた苦労の跡あととその表情筋は日本で言うところの頑がん固こ親父おやじのそれだ。

　肩かたを回しながら立ち上がった彼は、面めん倒どうくさそうに注文を取る。

「で、何を食うんだ？　何時いつものパンプキンキッシュでいいのか？」

「ああ。むしろそれがいい。ドンの作るパンプキンキッシュはフランスで一番だからな」

　フン、と鼻を鳴らして厨ちゆう房ぼうに戻るドン＝ブルーノ。

　十六夜と釈天は奥の席に腰こしかける。すると釈天がニヤけながら問うた。

「なんだよ、随ずい分ぶんと仲がいいじゃねえか。訳ありか？」

「まあな。俺と金糸雀カナリアが西欧で旅をしていた時に知り合ってからの仲だ。付き合いだけなら五年………いや、この世界の時間だと七年の付き合いだな」

　先ほどの苦い顔はすっかり消え、今は上じよう機き嫌げんで調理場を見ている。釈天は十六夜とそう深い仲ではないが、此れが珍めずらしい情景であることは理解できた。

「どうだ？　入ってよかっただろ？」

「勘かん違ちがいするなよ。入りたくなかったわけじゃねえ。ただ、テメェの義理と信条に反していただけだ」

「そうかい。それじゃ早さつ速そく本題に入りたいんだが………此こ処こだけの話。お前は今回の事件ゲームについて何処どこまで知ってる？」

　釈天は笑え顔がおを消し、声のトーンを下げて問う。開店前の店を選んだのは周囲に聞かれたくないからだろう。十六夜は椅い子すに凭もたれ掛かかり、腕うでを組む。

「何処まで知っているかと言われてもな。俺も三日前に召換されたばかりで、星せい獣じゆうが逃にげ出したってことぐらいだぞ。お前の方こそ何か聞いてないのか？」

「いいや、何も。何度も言うが、俺たちが外界に来ているのは全くの別件だ。太陽の主権戦争とは無関係と思え」

　断言する御門釈天。箱庭からの情報が無いならこれ以上事件を追つい及きゆうするのは難しい。

「………ったく。本当に使えねえ駄神だな」

「言うな。自覚はある」

　此れでは手詰まりだ。何かきっかけが無ければ話が進まない。

　十六夜は周囲を見回し、ドン＝ブルーノが読んでいた新聞を手に取ってテーブルに広げてページを捲めくっていく。

　台風の情報が載のっている欄らんを開くと、その被ひ害がい状じよう況きようを指さす。

「被害が二〇〇万世帯突とつ破ぱ、か………随分と人様の世界で大暴れしてくれたじゃねえか。個人的な希望で恐きよう縮しゆくだが、この落とし前は俺の手で付けたいもんだ」

「その怒いかりは理解できるが、まずはお前の帰る方法を検討するぞ。外界のことは俺たちが何とかする。星獣が箱庭に帰った今、後あと処理は俺たちの役目───」

　その時、カランカランと音を立てて店の戸が開いた。

　隙すき間まから褐かつ色しよく肌はだの女性が顔を覗のぞかせる。

「開店前に失礼。釈天は居るか？」

「うん？　ああ、プリトゥか。コッチに居るぞ」

　釈天は顔を覗かせている女性、プリトゥに声をかける。

　十六夜はその名前を聞いて耳を疑った。

「プリトゥ………〝天地プリト一対のウヴイ＝地母神マータ〟？　おいおい、帝釈天アンタだけじゃなくてこんな大地母神まで来てるのかよ。幾いくら何でも過か剰じよう戦力だぞ。何を企たくらんでるんだ？」

　不ぶ躾しつけな十六夜の物言いだが、プリトゥは顎あごに手を当てて含ふくみ笑いで応じる。

「企むとは失礼だな、逆廻十六夜。私たちは至って普ふ通つうに外界で生活しているつもりだが？」

「そうそう。此奴こいつも我が社の社員に過ぎない。至って普通で優ゆう秀しゆうな人員だ」

「白々しいにも程があるだろ。最強の武神衆と名高い護ご法ほう十じゆう二に天てんが二人も揃そろっていたら、何かあると勘かんぐるのは普通だと思うが」

　十六夜の言げん及きゆうに、クツクツと笑いを嚙かみ殺す二人の武神。彼らは箱庭の神々でも有数のコミュニティを造っている神しん霊れいだ。

　其その神群の名は〝護法十二天〟。

　主にアジア各国で信しん仰こうされる武神たちを集めて造られた、最強の武神衆。

〝天地プリト一対のウヴイ＝地母神マータ〟とはインド神群の中でも古き女め神がみの一人に該がい当とうする。

　天と地が分け隔へだてられた時より存在する豊ほう穣じようの女神として知られているが、その霊れい格かくの真骨頂は其そ処こではない。

　人類史の黎れい明めい期きにてこの世に農耕文化を齎もたらしたというのが、彼女の真の霊格───即すなわち文明発ほつ起きの一いつ端たんを担になう神霊である。十二の天神の中で地天に位置し、今回のような農耕の異常事態の収しゆう拾しゆうをするのも彼女の役割の一つなのだろう。

「お前の武勇伝も私の耳に届いているぞ、逆廻十六夜。箱庭に召しよう喚かんされた三年間で拝火教の魔ま王おう〝アジ＝ダカーハ〟を含める五体の魔王を打だ倒とうした最新の英えい傑けつとしてな」

「そりゃ光栄だ………と言いたいけど、別に俺一人で倒たおしたわけじゃないぞソレ」

「わかっている。あくまで代表としてお前の名前がよく上がるという話だ」

「………。それも語ご弊へいがあるけど、まあいいや」

　面倒くさそうに言い捨てる。プリトゥはクスクスと楽しそうに笑いながら同席し、新聞を指さした。

「世間話は此処までにしてだな。私も〝天の牡牛〟が暴れた傷きず跡あとを確かく認にんしてきたところだ」

「流石さすが、出来る女は違ちがう。それでどうだった？」

「発生地は南アメリカ大陸近海。其そ処こから海岸沿いを北上し、クレタ島近きん隣りんまで移動。ヨーロッパの内陸には上がらず西アジア、東南アジアをぶち抜ぬいて真っ直すぐ日本に向かってきたようだ」

「ふむ。其処までは新聞と同じだな。噂うわさのウイルスと農耕被害は？」

「兎とにも角にも感かん染せん力が高すぎる。症しよう状じようとしては植物にも感染する天てん然ねん痘とうといったところだ」

「天然痘？　でもあのウイルスは撲ぼく滅めつしているだろ？」

「む、そうなのか？」

　プリトゥが不思議そうに問う。どうやら近代史には疎うといらしい。

　特に彼女の支配圏であるインドでは天然痘に罹かかるのは幸運の証あかしとされてきた歴史がある。それだけに意外だったのだろう。

　十六夜は搔かい摘つまんでその辺りを説明する。




　───天然痘。

　黒死病、スペイン風邪かぜなどに匹ひつ敵てきする大量の死者を出してきたウイルスの一種。

　空気感染だけでなく肌はだに出来た膿うみに触ふれるなどの接せつ触しよく感染でも広がり、致ち死し率りつ四割超ちようという凶きよう悪あくなウイルスである。このウイルスに罹かかると治ち癒ゆした後も肌には醜みにくい跡が残り、患かん者じやの身と心に傷を残してきたという。日本で有名な話だと、伊達だて政まさ宗むねが片目を天然痘によって蝕むしばまれた逸いつ話わが有名だろう。

「天然痘の撲滅には牛ぎゆう痘とうっていう天然痘に近い別のウイルスを先に感染させて、患者に免めん疫えきを作るっていう方法を使ったらしい。今は研究機関で厳重に取り扱あつかわれているものしか残っていないっていう話だ」

「………ほう。牛痘というと牛に感染するウイルスだったな」

　ふむ、と三人は同時に黙だまり込む。

　今回の一件については太陽の主権───黄道の十二宮が関かかわっている。

〝黄道の十二宮〟の星獣は白はく羊よう・金きん牛ぎゆう・双そう児じ・巨きよ蟹かい・獅し子し・処しよ女じよ・天てん秤びん・天てん蠍かつ・人じん馬ば・磨ま羯かつ・宝ほう瓶へい・双そう魚ぎよの十二星座。

〝赤道の十二辰しん〟の星獣は鼠ねずみ・牛うし・虎とら・兎うさぎ・龍たつ・蛇へび・馬うま・羊ひつじ・猿さる・鶏とり・狗いぬ・猪いのししの十二辰。

　太陽の軌き道どう線上に存在するこれら二十四の星獣を、総じて太陽の主権と呼ぶ。

「今回暴走した金牛宮の試練は大きく分けて二種類存在する。一つはギリシャ神話のミノタウロスをモチーフとした〝迷めい宮きゆうの怪かい物ぶつ〟の試練ゲームだな」

　ミノタウロス───日本でも様々な創作物に引用される怪牛の化け生しようだが、元はエーゲ海に浮かぶクレタ島という場所で伝わっているギリシャ神話の怪物だ。

　神話によると、当時クレタ島を治めていた王は、海神ポセイドンから一時的に美しい牛を貸し与えられたが、海牛の美しさに夢中になった王は海神との契約を違たがえ、美しい海牛を自分のものにしてしまった。

　これに激怒した海神はクレタ島の王妃に呪いをかけ、王妃が海牛に恋をするよう拐かどわかしてしまう。王妃は国の名工に命じて雌牛の姿を模し、海牛との恋を成じよう就じゆさせてしまう。

　その結果、王妃は半人半牛の怪牛を産むこととなった。

　王妃の産んだ子供は、一度は先祖の名前である〝アステリオス〟という名前を与えられるが、後に改名して〝ミノタウロス〟と呼ばれる。

　ミノタウロスは後に王の勅ちよく命めいで脱出不可能な迷宮に幽閉され、迷宮に忍び込んだ英傑テーセウスによって討たれて伝説は幕を引く。

「もう一つは古代メソポタミア文明から伝わるギルガメシュ叙じよ事じ詩しをモチーフとした、〝天の牡牛〟の試練ゲームだな。どちらも強力無比で無理難題なギフトゲームだが………まさか同時にギフトゲームが開かい催さいされるとは思わなかった」

　特に後者の星獣………〝天の牡牛〟は現代社会でこそ脅きよう威いを発揮する星獣だ。この〝天の牡牛〟が一度現世に舞まい降りれば、七年の飢き饉きんが訪おとずれると叙事詩には残されている。

　ギルガメシュ叙事詩に既き述じゆつされた正式な名めい称しようは〝天の雄お牛うし〟だが、これは星座が牡お牛うし座ざであることに掛かけてのことだろう。

　十六夜はそこまで考察して何かに気が付いたようにつぶやく。

「大おお嵐あらし、天然痘、飢饉………こうして考えると〝天の雄牛〟単体というよりは、ギルガメシュ叙事詩に記述された天災を全すべて体現しているように思えるな」

「大嵐は終末の洪こう水ずい。天然痘は魔ま獣じゆうフンババが齎もたらす皮ひ膚ふ病の呪のろい。今後考えられる飢饉が〝天の雄牛〟ということか」

「呪いに関しては諸説あるが、天然痘によってギルガメシュ王が命を落とすという説も確認してるぞ。問題はこれらの規模が叙事詩よりも遥はるかに凶悪だって点だけど、」

「それは過去と現代の人類比率のせいかもしれない。古代ウルク一国をゲーム舞ぶ台たいにしたものと、現在の外界をゲーム舞台にして比べてみろ。ゲームのギミックとして伝承を機能させるには、これぐらいの力が必要になるだろう？」

「まあ、星獣の本来の霊格を考えればこれぐらいの力は保持していて当然だがな」

　なるほど、と十六夜は腕を組んで話を嚙み砕くだく。

　元々、星獣が持つ本来の霊格はこんなものではないが、伝承をなぞったギフトゲームを開催するとした場合、ある程度の出力規制が敷しかれるらしい。

　それが外界で暴走して巨大な力で顕けん現げんしているのだ。

「ふぅん………しかしそういうことなら、箱庭に帰ってもらってよかったな。あんなのに何時いつまでも居座られたらどれだけ被害が出るかわかったもんじゃない」

「同感だ。外界は箱庭と比べて狭せますぎる」

「領土的にな。伝承再現のギフトゲームなら、〝天の牡牛〟のゲームは七年間も継けい続ぞくするはず。感染速度と病害を顧かえりみると、本当に人類が滅ほろぶかもしれなかった」

　プリトゥの言葉に、十六夜は顔を顰しかめた。

「………そんなに酷ひどかったのか？」

「酷いな。台風の被害もそうだけど、農作物の病害が酷い。私の見立てではあのウイルスは土ど壌じようにしばらく残るだろう」

「おいおい、洒落しやれにならねえな。ウイルスが土壌に残るって最悪の事態だぞ」

「全くだ。〝天の牡牛〟は旱かん魃ばつの霊格かと思っていたが、どうやら本質的には飢饉の霊格だったらしい。この時代で飢饉を起こすには、根幹である大地を抑おさえねばならないと判断したのだろうさ」

　何とも恐おそろしい話である。これが本当なら今の段階でも壊かい滅めつ的な打だ撃げきを受けたといっても過言ではない。

　だが厳しい表情を見せる二人を尻しり目めに、釈天は意味深に笑う。

「なぁに、それなら問題ない。ウイルスに関しては焰ほむらが手を打ってくれた。そう遠くないうちに解決するって」

「ほう？　昼間のあの少年が？」

「それさっきも言ってたけど、本当に大だい丈じよう夫ぶなのか？」

「ああ、心配ない。何せ───っと、悪い。上うえ杉すぎから電話だ」

　店内に突とつ如じよと流れる般はん若にや心しん経ぎよう。流石の十六夜とプリトゥも苦笑いを浮うかべた。

「すげえセンスだな。………っていうか、護法十二天の会社で上杉ってまさか」

「気付きすぎるのはダメなんだぞ、逆廻十六夜？」

　悪戯いたずらっぽい大人の笑えみを浮かべ、唇くちびるに指を当てるプリトゥ。

　十六夜は面食らうも、肩かたを竦すくめて笑った。

「了りよう解かい。神様も暇ひましてるってことで納なつ得とくするよ」

「ああ。特にお前が〝人類最終試練〟を倒した辺りからな」

　僅わずかな感謝と茶ちや目めっけを込めてクスクスと笑う地母神。最初は凛り々りしい女性なのかと思ったが、どうやら意外にも人ひと懐なつっこい人らしい。

　そんな穏やかな空気が流れる中───強面こわもての調理人ドン＝ブルーノが、パンプキンキッシュを二つ焼いて持ってきた。

「なんだ、お前さんも来てたのかプリトゥ。連絡をくれれば三人前焼いたのに」

「お気遣いなく、ドン＝ブルーノ。私は釈天の分をいただくよ」

「おう、いただいとけ。先に連絡しなかった釈天が全面的に悪い」

　ドン＝ブルーノに勧められると、何の躊ちゆう躇ちよもなく釈天のパンプキンキッシュに手を伸ばすプリトゥ。十六夜も瞳を輝かせ、ヤハハと笑って焼き立てのキッシュを見つめる。

　───キッシュとはヨーロッパの一部に伝わる郷土料理の一つだが、決して格式の高い料理ではない。むしろ向こうでは民間に伝わる有名な料理の一つだろう。

　焼き立てのパンプキンキッシュから漂う甘い南瓜カボチヤの香りと、湯ゆ気げの立つパイ生き地じの香りに、十六夜は思わず溜息を吐いた。

「いやあ………帰省してみるのも悪くないもんだ。おかげさまで、俺は世界一のキッシュをもう一度口に出来るんだからな」

「ぬかせクソガキ。どうせ今回も厄やつ介かいごとを持ち込んできたんだろ？　お前一人がくたばる分にはどうでもいいが、孤児院のガキ共を巻き込むんじゃねえぞ。渡と世せい人にんは、故郷に迷惑を掛けずにくたばるのが最低限の礼儀だからな」

「………。ああ、善処するよ」

　僅わずかな間を空けてから、パンプキンキッシュを口に運ぶ。十六夜にとって三年ぶりのその味は、今も変わらず美味だった。

　───変わらない味の分だけ、少し苦く感じた。

　ドン＝ブルーノの言うように格好よく生きられていたらよかったのにと、そう思う反面、やはり今回の首謀者には万倍の苦く渋じゆうを味わわせねばならないと強く誓う。

「悪いな、ドン。面倒見のいいアンタのことだから、孤児院の連中にも目をかけてやってくれてるんだろ？」

「………ふん。別に善意で付き合ってるんじゃない。だがまあ、金糸雀カナリアへの借りを返済するまでは付き合ってやるよ。このままじゃ地獄で何を言われるかわからんからな」

　ボリボリと白髪を搔きながら調理場に戻るドン＝ブルーノ。

　その後、通話を終えた釈天が店内に戻ると、もう殆ど残っていないパンプキンキッシュを見て愕然とした。

「お、おいちょっと待て！　俺のキッシュは!?」

「ご馳走様。大変美味でしたよ社長」

「気の利かない男に食わせるにはちょっと勿もつ体たい無いくらいにはな」

　ヤハハと笑う逆廻十六夜と、クスクスと笑いを嚙み殺すプリトゥ＝マータ。

　釈天は一ひと頻しきり憤ふん慨がいした後、改めてキッシュを注文したのだった。




　　　　＊




　───〝アンダーウッドの舞台区画〟精せい霊れい列れつ車しやの出入り口前。

「………？　なんか天気が崩くずれてきたな」

　昨日までの快晴が一転、天候は劇的に崩れ始めていた。

　大樹の上は暗雲が立ち込め、僅かだが稲いな光びかりも放っているように見える。だが街中の賑にぎわいはその対極で、ゲームの開催を今か今かと待ちわびているように見えた。いつの間にか観客席まで設けられている。

　彩あや鳥とは苦笑いを浮かべて〝海馬〟ヒュトスに跨またがった。

「どうやら地主たちが観客を集めているようですね。商売魂だましいの逞たくましいことです」

「ほほう。俺たちに断りも報ほう酬しゆうもなしにか？」

「さて、どうでしょうね。白しら雪ゆきさんが何か交こう渉しようしたのかもしれません。無む償しようで街の水路を使うのですから根回しぐらいはしているでしょう」

「そうそう、その白雪さんだけど。黒くろウサは仏教説話の〝月の兎〟でしょ？　なら白しら雪ゆき姫ひめさんはグリム童話の〝白雪姫〟なのかな？」

「いや、恐らく違う」

　焰は首を横に振ふって何かを思い出すように頭をコツコツと叩たたく。

「巨きよ大だいな蛇、日系と思われる着物。そして白雪姫という名前。間ま違ちがいなく、泉いずみ鏡きよう花かの著書である夜や叉しやヶ池の白雪姫だろうな」

「泉鏡花の夜叉ヶ池………ああ、あれだっけ。人ひと身み御ご供くうの逸いつ話わをモチーフにした龍りゆう神じん伝説」

「そうそれ。神格保持者とか何とか言っていたから、グリム童話よりは近いだろ？」

「となると彼女は水神でしょうか？………厄やつ介かいですね。〝海馬〟は水面を走りますが、それは水圧を操あやつって走っているようです。もし水面に渦うずや水柱を造られたりしたらそれだけで時間ロスになります」

　如何いかがしましょう？　と小首を傾かしげる彩鳥。

　しかし焰と鈴すず華かは顔を見合わせ、意味ありげにニヤリと笑った。

「何、それについては問題ない。───だよな、兄妹シスター？」

「勿論さ、姉弟ブラザー。其方そつちの首尾はどうだい？」

「いや、想像以上だわ。水上馬車の図面を引いて樹霊コダマに依頼したら一日で出来上がるんだから驚きだ。しかも仕上がり完璧」

　パンパンと車体を叩く。水上馬車と呼ばれてはいるが、その造形は動力を積まない木造の船のようなものだ。馬車のキャビン部分の造形も古典的で単純な造りをしている。

　馬車というよりは水上を滑る船だが、〝海馬〟が引く以上は立派な馬車の部類だろう。

　彩鳥もその完成度の高さに驚いていた。

「しかし、まさか本当に図面を引いて一から造ってしまうとは。相変わらず先輩の恩恵ギフトは便利ですね」

「ふふん。逆に言うとこれぐらいしか取りえが無いからな、俺の恩恵は」

　そう───西郷焰の恩恵は非常時に力を発揮する類たぐいではない。この恩恵の所持者が破壊した物、分解した物を再現して作ることができるようになるという変わった恩恵である。

　但しわかるのは構造だけで、それが何を成して齎もたらすのかを完全に理解することはできないというのが本人談なのだが、今回は少し事情が違ったらしい。

　車体の木造部分をなぞると、焰は楽しそうに呟く。

「この水樹って樹は凄いな。船に加工すれば水の粘性抵抗が殆どなくなって水面の滑りが良くなるらしい。苗木には根に水を蓄える力もあるようだし、この箱庭の世界の生活レベルを考えると殆ど必需品といっても過言じゃないのかもな」

　水樹を見上げ、感慨深そうに呟く。

　だが彩鳥の表情はすぐに驚きに染まった。

「ま………待ってください、先輩。その知識は一体何処から………？」

「ああ、これな。箱庭の木材とか鉱物ってそれ単体に色んな力があるみたいだから、解体しなくてもパッと見ただけで何と無く性質が分かるらしい。後は頭の中の知識を元にして図面を引いて、樹霊たちに水上馬車の建造を依頼したって感じだな」

　折角だからガレオン船とか設計してみたいな、と上機嫌に口にする焰。乗り物が好きだというのは先日聞いたが、どうやら乗り物を造るのが好きと言い換えた方がいいらしい。

　だが彩鳥の顔はまだ驚きに染まっていた。

　瞳で視ただけで恩恵の情報を引き出せるとなると、此れはただ事ではない。成長性によってはゲームメイクに於いて途と轍てつもない希少性を誇るだろう。

　焰はパンパンと車体を叩いてから鈴華と彩鳥に視線を移す。

「でも俺が出来るサポートは此処までだ。後は二人に任せるぞ。特に鈴華は、今回に限って制限なしだ。人前でもガンガン使っていいぞ」

「あいさ了解！　こんな機会は今後ないだろうからね。一度でいいから、全力で使ってみたかったんだ」

「そりゃいい。俺も鈴華が全力を出すところを見てみたかった」

　ニヤニヤと笑う焰と鈴華。

　彩鳥はムッと唇を尖とがらせて手た綱づなを握る。

「わかりました。騎手は私が務めますので、御二人はどうぞ悪わる巧だくみに専念してください。ええ、いざとなったら私の馬術だけで何とかしますからっ」

「まあまあ。彩ちゃんの馬術が凄いっていうのは知ってるからさ。メインは彩ちゃんで、私たちが裏工作班ってことで！」

　鈴華も水上馬車に乗り込む。精霊列車が出発する汽き笛てきが鳴ると、白雪姫が水面からのそりと巨大な鎌首を上げて彼らを見下ろした。

『ふむ、準備はできているようだな。───では再度確認するぞ。まず〝精霊列車〟が出発したらゲームスタートだ。この巨大な水樹〝アンダーウッド〟を左回りに一周し、この位置まで先に戻ってきた方が勝者となる。水上都市の裏側はまだ未開発の土地だが、細かい水路は通っている。好きな道を選んでゴールを目指すがよい』

「はーい」

「わかりました」

「ところで質問だけど。このレース、体当たりとかして相手を直接妨ぼう害がいするのは無しだよな？」

『安心せい、そんな無ぶ粋すいな方法は取らん。そのような勝ち方をしたところで観客に非難されるだけであろう？　ゲームはルールを守って戦うから神聖なのだ。───但ただし、自身の恩恵ギフトを行使するのは合法だがな』

「オッケー。それを聞いて安心した」




　互たがいに位置に就つく。水上都市というだけあって少し移動するだけでも船ふな橋はしを経由する必要がある街だ。本来ならもっと多くの船が街を横断しているのだが、今は地主とやらのおかげでそれも極きわめて少ない。どうやらギフトゲームの興行収入の方が実入りがいいらしい。後で観戦料をせしめねばなるまいな、などと考える焰と鈴華。

〝精霊列車〟が発車する振しん動どうで水面が揺ゆれる。

　彩鳥は鞭むちを入れる準備をしつつ、耳を澄すます。

　貨物を下ろした〝精霊列車〟が大樹の中から出てきて汽笛を鳴らすと同時に、黒ウサギはゲーム用の銅ど鑼らの前に立ち、片手をあげて開かい催さいの宣言をした。




「それでは〝ヒッポカンプの水上騎手〟───スタートなのです！」




　ドオオォン[image: !!!]　と、大きな音を立てる銅鑼。同時に響ひびく開催の汽笛。彩鳥は白雪姫よりも僅かに早く鞭むちを入れ、スタートダッシュを決めた。

　水上馬車であるが故ゆえに車輪は付いていないが、水面を滑すべるように走り出す。もっと重たい走り出しを想像していた彩鳥だが、船体そのものが水樹の幹みきで造られていることを思い出し、得心がいった様に微笑ほほえんだ。

（想像以上に滑すべりが軽い。これなら多少の無む茶ちやをしても問題なさそうですね）

　手綱を握り〝海馬〟に鞭を入れる。騎手の気き概がいに応こたえようと激しい嘶いななきを上げて疾しつ走そうする。僅かだが、白雪姫より頭一つ分は先に出た。

　一方、焰と鈴華は馬車の中で街の見取り図を広げて進路を考察する。

「どう思う、姉弟ブラザー？　普ふ通つうに考えれば内側をなるべく通っていきたいところだけど」

「いや、それは安易だぞ兄妹シスター。確かに蜘蛛くもの巣のように水路が通っているようだけど、船体が通れないような細い道は使えないし、妨害があった時に避さけきれない」

「そっか。となると大通りを中心に進みたいね」

　筆を取り地図のルート候補を示す。あらかじめ彩鳥には伝えてあったが、実際に街中を見聞きしているわけではない。

　土と地ち勘かんは一いつ切さいなしのウォータータウンレース。街の特とく徴ちようを少しでも早く知り、最短ルートをなるべく早く知る必要がある。

「初めのうちは白雪さんに付かず離はなれずを保ちつつ、ルートを固定したら全力疾しつ走そう開始ってところだな。後はどんな妨害が来るか………」

『ふふん。お前たちの考えは読めているぞ童わらべたち。だが些いささか以上に手ぬるいなッ！』

　水中に潜もぐったまま白雪姫が吼ほえる。すると急に水路が波立ち始めた。どうやら妨害を始めたらしい。

　激しく揺れる馬車の中で、焰と鈴華は頭を打ちながら時間を確認する。

「ゲーム開始から三分！　此こ処こから等とう間かん隔かくで仕し掛かけてくるぞ！」

「了解！　次は私も仕掛けるから、彩ちゃんもそのつもりでいて！」

　鈴華は馬車の中から彩鳥に告げる。しかし彩鳥はそれどころではない。

　騎手である彼女は船を転てん覆ぷくさせないように水面の波を読み、また自身が転てん倒とうしないように神経を張り巡めぐらせる必要がある。

　手綱を引くタイミング。馬の鐙あぶみを左右に踏ふみ込む力加か減げん。

　通常の経験では養えない水上馬術を、彩鳥は完かん璧ぺきに駆く使しして馬車を引く。

（………これは驚おどろいた。〝海馬〟を走らせるだけなら初体験の者にも出来るだろうが、此処まで完璧に乗りこなすとは！）

　普通の馬術を修めただけではこうはならない。どうやら只ただ者ものではないらしい。白雪姫は興が乗ったとばかりに水中で身み動じろぎをする。

　瞬間、横よこ薙なぎに大きな波が迫せり上がってきた。

「ふっ───！」

　海馬と呼吸を合わせる。彩鳥は迫る右方向からの波に馬が踏み出しやすいように体重を移動させる。だがそれだけでは船体が転てん覆ぷくするかもしれない。

　手綱を握る手を片方離して海馬と馬車を繫つなぐ器具を片手で支え、馬車の中の二人に叫さけんだ。

「右方向から波が来ます！　上手うまく移動して船を支えてください！」

「わかった！」

　言うや否いなや鈴華は船体の外に身を乗り出し、扉とびらの上の部分に手をかける。何をするのだと一いつ瞬しゆん肝きもを冷やしたが、鈴華の表情は真しん剣けんそのものだ。

　大きな波が迫せまりくると同時に、鈴華は大きく体を弓形にして反そらし、傾かたむきかけた船体を維い持じしたのだ。

　彩鳥は意外な特技に瞳ひとみを丸くするも、その独特な動きを見てすぐに察した。

「そうか………！　サーフィンの要領で波を乗り切ったのですね………！　まさか鈴華にそんな特技があったなんて、」

「いやあ、初めてでもやればできるもんだね！」

「………。馬車の中は激しく浸しん水すいしてるがな」

　波に濡ぬれた焰が反対側から顔を出す。彩鳥は苦にが笑わらいしながらも次の指示を仰あおぐ。

「それで先せん輩ぱい、ここからどうしますか!?　策が無いのなら、街の大通りを抜ぬけるのが無難だと思いますが！」

「いや、次の三さん叉さ路ろを右に曲がって工業区に出よう！　そこで一勝負するぞ！」

　了りよう解かい、と返事をして工業区の方に水上馬車を走らせる。道中、一ひと際きわ大きな水路に出た。どうやら商店街らしい。露ろ店てん商しようだけでなく立派な店構えの建物に特有の旗を掲かかげている。チラホラと同じ旗印が見えるのは、きっと同じコミュニティだからだろう。

　焰は商店街の様子を見つつ、一番数が多い旗を数える。

（六本の傷が入った旗………〝六本傷〟の旗か、一番多いのは。そういえば〝精せい霊れい列れつ車しや〟にも似たようなマークが入っていたな）

　恐おそらく、アレが地主のコミュニティの旗印なのだろう。その次に多いのが〝龍角をドラコ持つ＝鷲獅子グライフ〟、〝アンダーウッド〟、そして紅あかい布地が特徴的な少女の旗印。

　それらは特に尊敬されているのが良く伝わった。外に掲げられているにも拘かかわらず、まるで汚よごれている様子が無いのは、毎日丁てい寧ねいに扱あつかわれているからだろう。それら四つの旗よりも高く上げられた旗が存在しないというのも特徴的だ。

（畏い怖ふされているとも考えられるけど、街の明るい雰ふん囲い気きを見るとそうは思えないな。よっぽど畏い敬けいの念を集めているってことか）

　一声かけるだけで水路の道を空けてくれたり、これだけの観客が集まるのだ。並の支持率ではない。よほど立派な頭首が治めているのだろう。

（まさかイザ兄にいが………いや、無いか）

　焰は苦笑いを浮うかべて首を横に振ふる。確かに優ゆう秀しゆうな人ではあるが、他人の人生を不用意に背負い込むような人ではない。十六夜の好意は何時いつだって組織の色に対してではなく、個人の心根の強さに対して向けられていた。

　そんなあの人が箱庭の世界を生きてきたのなら───きっと、大切に思える人たちが沢たく山さん出来たに違いないだろう。

（ま、紹介してもらう暇はなさそうだけどな）

　ロリータ黒ウサギや白雪姫のような愉快な仲間が沢山出来たのなら、それはきっと楽しい組織になっているに違いない。

　こうして相対している白雪姫も、実に楽しそうにゲームをしているように見えた。

『さあさあ、難度を上げていくぞ！　次はこれでどうだッ！』

　白雪姫が吼ほえると、次々に水柱が現れた。

　水路を覆おおうほどではないが、足を取られると危険だ。

　彩鳥は速度を落とさざるを得ない。その間に白雪姫は一気に差をつける。

「させるか！　鈴華、やれ！」

「了解！」

　白雪姫も、ついに来るかと身構える。どんな恩恵を使ってくるのかは想像もしていないが、箱庭に召しよう喚かんされた以上はそれなりの実力があるに違ちがいない。

　今のうちに少しでもリードを広げようと速度を上げた途と端たん────白雪姫の視界が全すべて、ショッキングピンクに染まった。

『ゴバァ[image: !!?]』

　堪たまらず頭を上げる白雪姫。一体何が起きたのかわからないまま、痛みで蛇へびの頭を左右に振る。しかも水面から頭を出している間は進めない。

　次は速度を上げた焰たちが一気に追い抜いた。

「よし、ペンキが直ちよく撃げき！　彩ちゃん今のうちに突つき放して！」

「え、ええ。ですが鈴華！　やはり今の恩恵は………！」

「ああ、空間跳躍テレポーテーシヨンに見えるかもしれないけどちょっと違う。もう少し不便な物体アポート＆転移アスポートって奴やつだ」

　焰が馬車から頭を出して補足する。

　───かつて、孤児院〝カナリアファミリーホーム〟には様々な〝少し〟特とく殊しゆな力を持った少年少女が集められていた。というよりは、居場所が無い少年少女を集めていたら自然とそういう子供たちが集まったという言い方の方が正しいのかもしれない。彼らは基本的に超ちよう常じようとまではいかない少し変わった程度の能力しか持っていなかったが、その中に際立った二人の例外が居た。

　それが逆廻十六夜と、彩あや里ざと鈴華の二人である。

「アポートとアスポート………というと、〝引きア寄せるポー恩恵ト〟と〝送りア付けるスポー恩恵ト〟、ということでしょうか？　いやでも、両方使えるなら其れでも十分過ぎるほどに凄すごいのですが………！」

「いやあ、結構不便だよ？　右手の一直線上にあるものを、左の直線上に移動させるとか、色んな制約があるし。私自身は跳とび放題なんだけど、同時には使えないし」

　鈴華の口にする制約を、彩鳥は高速で処理して理解する。

　要するに鈴華の物体転移は駅と線路のようなものなのかもしれない。右みぎ腕うでで線路を引いて鈴華という駅を経由した後、左手の線路の先に物を送る。

[image: ]

　多少の不便はあるかもしれないが、これは十分すぎるほどに強力な恩恵だ。箱庭の中でも空間跳躍の類たぐいは境界を預かる神しん霊れいや悪あく魔ましか使えない。

　暖と寒マクスウエル、生と死イグニフアトウス、そして星と星ハロウイン。これらの境界を預かる者でなければ不可能な恩恵を、彼女は人間の身で宿しているのだ。

（通常の空間跳躍ほどの自由度は無いようですが、使い方によっては一長一短の恩恵です。しかし先輩はともかく、どうして鈴華が此れだけの恩恵を………？）

「彩ちゃん、前見てッ！」

　ハッと顔を上げる。思考している間に、次の水柱が現れたのだ。直撃しそうになったところで手た綱づなを操あやつるが、幾いくら何でも近すぎる。

　彩鳥は思わず肝きもを冷やしたが、鈴華が右手を翳かざした直後、水柱が眼前から消えた。

　代わりに、水柱は白雪姫を襲おそった。

『ゴブハァ[image: !!?]』

　自身が作り出した水柱が側頭部に直撃して、白雪姫は一気に吹ふき飛ぶ。街中に入るほど横転した白雪姫を見て、観客席からも楽しそうな悲鳴が上がった。

「こ、こっちに来るぞおおおおッ[image: !!!]」

　キャーキャーと悲鳴を上げて散っていく観客たち。

　蜘蛛くもの子を散らすとは正にこのことだろう。鎌かま首くびを上げた白雪姫は頭に青筋を浮かばせ、激げき怒どしたように唸うなり声を上げる。

　しかし頭の中は冷静だった。

（ぐぬぬ。よもや物体転移の恩恵とは………しかし敵対者の近くで自分の恩恵を説明してしまうとはまだまだ未熟よ）

　先ほどの彩里鈴華の話が本当なら、彼女の物体転移には致ち命めい的てきな弱点が存在する。それを見み抜ぬけぬほど白雪姫は馬ば鹿かではない。

　ペンキを落とし、再度水路に潜り込んだ白雪姫は、より深い位置まで沈しずむ。

（少し遠回りになるが、仕方ない。地下水路を使わせてもらおうか）

　沈められた都市部の奥にある地下水路。そこに体をするりと滑すべり込ませる。これで鈴華の恩恵は封ふうじたようなものだ。

　彼女の恩恵の性質上、右手を翳した直線上が視覚化できていないと命中率が格段に下がるはずなのだ。




　そしてその推測は正しかった。白雪姫が全く姿を見せないまま妨ぼう害がいできるようになり、参加者三人を一方的に攻こう撃げきし始めたのだ。

　だが三人ともそれで諦あきらめるほど可愛かわいい性格はしていない。

　水路の上に通れないほどの大おお渦うずが現れると、鈴華は馬車の上に跳んで状じよう況きようを把は握あくする。

「彩ちゃん！　水路を飛び越こえた先に送るから、そのつもりでいて！」

「わ、わかりました！」

　言うや否いなや、鈴華は一足先に大渦を乗り越えた先に姿を現す。

　そして右手を水上馬車に、左手を眼下の水路に向け、水上馬車を大渦の向こうから引き寄せる。短たん距きよ離りながら転移した水上馬車は水みず飛沫しぶきを上げて着水する。

　肝きもを冷やした彩鳥だが、同時に物体転移のもう一つの弱点を見抜いた。

（そうか………！　鈴華が駅と線路を担になうのなら、同時に転移できないのは当然です。この制約があると先に鈴華が飛ぶか、先に物体を送るかしなければいけない）

　術者と同時に跳べる空間跳躍に比べ、物体転移はワンアクション増えるということだ。こんなレースゲームならいざ知らず、命のかかった緊きん急きゆう時には大きな枷かせになるだろう。

　彩鳥は手綱を強く握にぎりしめ、この事実を深く記き憶おくした。

「………まあ、そういう事態に陥おちいらないようにするのも私の役目なんですけどね」

「へ？」

「いえ、何でもありません。───先輩。このままでは一方的な展開になります。如何いかがしましょうか？」

　馬車を走らせながら彩鳥が問う。焰は考えるまでもなく即そく答とうした。

「地下水路の地図はないが、そうそう都合よく近道があるはずもない。下手へたをすれば走行距きよ離りが長くなるはず。何処どこかで必ず姿を見せるはずだ。それまでは今のまま走ろう」

「了解しました。───ところで」

　彩鳥は海馬の上から首だけ振り返り、馬車の中の焰を見る。

「鈴華の恩恵が凄いのは分かりました。ではもしかして、先輩の恩恵も私の知らない何か強大な力がある………ということは無いのですか？」

「残念ながら無いな。俺の恩恵とやらがしょっぱいのはよく知ってるだろ？」

「にはは。もう少し大規模な海上レースとかなら存分に活いかせるんだろうけどね」

　悪戯いたずらっぽく笑って焰をからかう彩鳥と鈴華。

　バツが悪そうに頭を搔かいた焰だが、気を取り直して地図を見る。

「そろそろ工業区に入るぞ。此こ処こもかなり入り組んでる。準備はいいか？」

「はい。一通りの道順は先ほど覚えました。後は緊急時に備えてナビゲートをお願いします」

「工業区画かー。使えそうなものがあったら少し借りてもいいよね？　ゲームなんだし」

　それを言ってしまえば、先ほどばら撒まいたペンキも誰だれが支し払はらうのかという話になる。変な野や次じが飛んでこなかったということは、ゲームの被ひ害がいは誰かが代だい替たいしてくれるのだろう。………と、思いたい。

「そうだな。借りるだけなら問題ないだろう」

「はーい。………お、見えて来たよ！」

　鈴華が工業区を指さす。

　ゲームが中ちゆう盤ばん戦せんに差し掛かかる中────〝アンダーウッド〟を取り巻く暗雲は、確実に色いろ濃こくなり始めていた。




　　　　＊




「おお………！　焰さんたちは随ずい分ぶんと堅けん実じつなゲームメイクをされるのですね」

　審しん判ぱん役を引き受けた黒ウサギは街の屋根から屋根を飛び回り、先に工業区に入ってゲームの進行状じよう況きようを見守っていた。現状では五分と五分の戦いといったところだろう。

　神格保持者である白雪姫を相手に大した善戦なのだが、意外といえば意外だった。

「まあ、十六夜さんや耀ようさんみたいな方がそう何人もいては驚おどろきますけれども。逆に言えば、物体転移の恩おん恵けいだけで此こ処こまで善戦できていることが凄すごいのかもしれません」

　彩里鈴華の恩恵が完全な空間跳ちよう躍やくであれば、この戦いはもっと一方的なものになっていただろう。それこそ一刻もかからないかもしれない。

〝引きア寄せるポー恩恵ト〟と〝送りア付けるスポー恩恵ト〟は長ちよう距きよ離りを運ぶためにはどうやっても運うん搬ぱんに二工程が必要になる　船体や鈴華自身も隙すきが大きくなり、危険に身を晒さらすことになるだろう。

　まあ、観客にとってはいいゲームバランスになっているのだろうけども。

（もうすぐ工業区に来られますね。この近きん隣りんは人工の恩恵も作られていて、高価な備品が多く散乱しています。巻き込まれるようなことがあったらどうしようかと思いましたが、この分なら大だい丈じよう夫ぶそうですね）

　上じよう機き嫌げんでウサ耳を揺ゆらす黒ウサギ。

　製鉄を行う工業区に飛び込むと、あちこちから鉄を打つ音が聞こえてくる。この〝アンダーウッド〟の浄じよう水すいは〝金剛鉄アダマンテイウム〟に恩恵を定着エンチヤントさせる上で相あい性しようがいいらしい。

　大樹には様々な精せい霊れいが寄生することもあり、彼らの力を借りることが出来るのも大きい。そういった理由から造られたのがこの工業区だ。

　黒ウサギは工業区の川沿いで屋根から降りる。

　流石さすがに商店街と違ちがってこちらは生産ラインを止めるような事はしていない。手が空いた者たちが川沿いに座ってレースの勝敗で賭と博ばく場を開いている程度だ。

　邪じや魔まする者もいないし、特に問題は無さそうな雰ふん囲い気きである。

（ただ、天候がちょっと不安なのです。もしかして荒あれるのでしょうか？）

　川沿いに腰こしを下ろす。すると後ろから少女の声がした。

「ちょっとポロロ！　あれってもしかして、黒ウサの姐ねえさんじゃないっすか！　こんなむさ苦しい所に珍めずらしい！」

「むさ苦しいは余計だ、シャロ姉ねえ。あと俺は頭首ボスなんだから敬けい称しようを使え」

　黒ウサギは見知った人の声に驚いて立ち上がる。

　するとそこには、ネコミミの生えた猫ねこの獣じゆう人じんと思わしき二人が居た。

「シャロロ様！　それにポロロ様も！」

「ご無ぶ沙さ汰たっすね、黒ウサの姐さん。ゲームは順調ですか？」

「ＹＥＳ！　大河にペンキをぶちまけたこと以外は大きな被ひ害がいは出ていないのですよ！」

「にゃはは、それを聞いて安心しました！　黒ウサの姐さんたちに舞ぶ台たいを貸すと、何時いつも滅め茶ちや苦く茶ちやにされちゃいますもんね！」

「シャロ姉。アンタはもう少し遠えん慮りよを覚えろ」

　呆あきれた調子で姉を窘たしなめるネコミミの少年、ポロロ＝ガンダック。

　巨きよ大だいな鉄槌ハンマーを肩かたに担かつぎ、製鉄を行う為ための作業服に身を包んだネコミミの少女、シャロロ＝ガンダック。

〝六本傷〟の旗印を胸に刻んでいる二人は、共にこの工業区の責任者でもある。白雪姫のゲームで被害が出ないか見に来たのだろう。

　ポロロは一歩前に出て、参加者である焰たちを待つ。

「〝六本傷〟は〝ノーネーム〟………十六夜の旦だん那なや黒ウサの姐さんのコミュニティには借りがある。だから多少の無む茶ちやも聞いてやれるけど、この工業区を破は壊かいされちゃ商売にならない。そうなったら流石さすがに庇かばいきれないっすよ」

「も、勿もち論ろんわかっているのですよ。盟友である〝六本傷〟には決して迷めい惑わくをかけません」

「………にゃはは。それで以前はとんでもない無茶をやらされましたけどね、私」

　フッと遠い目をするシャロロ。

　ウサ耳を跳はねさせて慌あわてる黒ウサギ。

　───〝六本傷〟は〝精霊列車〟の製造やそれを使った運搬業などにも手を広げる商業特化のコミュニティだ。その中でも数少ない戦せん闘とう用の人材が彼女、シャロロ＝ガンダックである。同盟関係にある〝六本傷〟のコミュニティとは共にギフトゲームで戦う機会が多々あり、実力者であるシャロロと共きよう闘とうすることはよくあることだった。

　恐おそらくは共闘した時に貧びん乏ぼうくじでも引かされたのだろう。

「あわわ………その節は我ら〝ノーネーム〟の同士がご迷惑を………[image: !!!]」

「いえいえ、気にしてないですよ。結果としてゲームには勝てたんですから。ただまあ、この工業区では最新式の〝精霊列車〟も製造中で………」

「参加者が十六夜の旦那の兄弟って聞いて、不安になったんですよ。ゲームに巻き込まれて破壊されたりしたら大問題っすよ？」

「な、なるほど。ですがその心配はないかと思われます」

　此処まで彼らは堅実なゲームプレイを見せている。同類どころか正反対のゲームメイクだ。間ま違ちがっても工業区を吹ふき飛ばして白雪姫を引き摺ずりだしたり、陸地を破壊して近道するようなことはないだろう。

　三人が歓かん談だんしていると、水路が波立ち始めた。

　シャロロはネコミミを立たせて指さす。

「お、来ましたよ姐さん！」

　水を搔かきあげる独特の疾しつ走そう音。

　三人は街の方から走ってくる水上馬車に視線を移す。白雪姫からの妨ぼう害がいを受けながら疾走する水上馬車は、久藤彩鳥の巧たくみな馬術によって次々と障害物を突とつ破ぱしていく。

　渦うずの隙すき間まを縫ぬうように駆かける美しい〝海馬〟を見て、ポロロは驚きの声を上げた。

「群れの主あるじヒュトス………！　なんで奴やつが力を貸してるんすか？」

「わかりません。彩鳥さんを見るや否いなや、急に駆け寄ってきたのですよ」

「………ふぅん」

「にゃはは。ポロロは乗馬拒きよ否ひされたのにね」

　茶ちや化かすシャロロと唇くちびるを尖とがらせてそっぽを向くポロロ。




　一方───大渦を避さけながら工業区画に入った焰たちは、工芸品を作る獣人や製鉄を行う精霊たちを見て啞あ然ぜんとしていた。特に荷物を運び歩くランタンやキャンドル、手の平サイズの小さな精霊───通つう称しよう〝群体精霊〟と呼ばれる者たちが協力して作業している様は可愛かわいらしくある反面、中々に異様な光景である。

「お、おお………！　ちょいと見なよ姉弟ブラザー。なんか小さい精霊がわちゃわちゃ動いてるよ！　なんか超ちよう可愛いんだけど！」

「はいはい、見ればわかるよ」

　ハイテンションな鈴華と、今度は一転して冷静な焰。

　この辺りが男女の趣しゆ味みの差なのだろう。焰は精霊たちよりも工業区画に散乱してる列車の部品に視線を向け、腕うでを組みながら周囲を見回す。

「ふむ………あの車輪やピストンなどの部品を見る限り、〝精霊列車〟の動力は普ふ通つうのレシプロエンジンみたいだな。浸しん水すいを防いだりしているのが恩恵って力なのか？」

　仕組みそのものはレトロな汽車とそう変わらないようだ。その割には速度が出ていたような気もしたが、それも恩恵によるものだろうと割り切った。

「天候も崩くずれて来たな。水位が増して河の勢いが増したら俺たちの方が不利になるかもしれない」

　雷らい雲うんが集まり稲いな光びかりが大樹の上で光る。嵐あらしの予兆は既すでに見え始めていた。雨が降り始めるのも時間の問題だろう。フィールドは今以上に白雪姫に有利になる。

「そうなったら衣食住は自分たちの手で確保するしかありませんね。───ところで、先せん輩ぱいに嵐の中でのサバイバル生活の経験は？」

「馬ば鹿か言うな。生きつ粋すいのインドア派だぞ俺は」

「なるほど。ではやはり勝つしかありませんね。大きく天候が崩れる前に勝負に出ましょう。───鈴華、武器らしいものは見つかりましたか？」

「うーん。大きいボウガンみたいなのは見つけたんだけど、流石にあれは馬車に乗らないね。屋根が壊こわれるよ」

「………。ではその、剣けんとか槍やりは無いのですか？」

「あるにはあるっぽいけど、あんな大物は私たちじゃ扱あつかえないよ。あるだけ邪魔でしょ」

　鈴華が首を振ふると、彩鳥は口くち惜おしそうにして〝海馬〟に鞭むちを入れる。

　───巨大な稲いな妻ずまが〝アンダーウッド〟を襲おそったのは、その直後のこと。

　轟ごうと激しい雷らい鳴めいが鳴り響ひびくと、三人は馬車を減速させて立ち止まった。激しい風が吹き始め、〝アンダーウッド〟の大樹を取り巻くように渦が巻き始める。

　三人が大樹を同時に見上げる。すると巨大な牛頭が視界を過よぎった。

「あれは………！」

「っ、いけないッ[image: !!!]」

　彩鳥が声を上げる。だが僅わずかに遅おそかった。

　稲妻を帯びた大だい戦せん斧ぷを投げつけたミノタウロスは、三人の乗る水上馬車を木こっ端ぱ微み塵じんに打うち砕くだく。水路は二つに割れて氾はん濫らんし、水みな底そこに窪くぼみを造って渦を巻く。

　三人が乗っていた馬車は、〝アンダーウッド〟の水面に沈しずんでいった。







[image: 第七章]




　逆さか廻まき十六夜いざよい、御み門かど釈とく天てる、プリトゥ＝マータの三人は〝ドン＝ブルーノ〟の店を出ると、

「それで、これからどうするんだ釈天。仏様の〝忉とう利り天てん〟でも使わせてくれるのか？」

「いや、今回はもっと最も寄よりで済ませよう。二人とも乗りな」

　エンジンをかけ乗車を促うながす御門釈天。二人が車に乗ったのを確かく認にんした釈天は、東とう京きよう都と葛かつ飾しか区くの方へ向かう関かん越えつ自動車道に入った。訝いぶかしんだ十六夜は忘れかけていた東京都の地図を頭の中に思い浮うかべながら、釈天に問いかける。

「関越？　おい、何処どこに行くんだよ」

「俺の領地は日本じゃ少ないからな。〝境界門〟を開ける場所に移動するんだよ」

　アクセルを踏ふみながら葛飾区に一直線に向かう御門釈天。

　十六夜は顎あごに手を当てながら彼の言葉を嚙かみ砕くだく。

「帝釈天アンタが葛飾区の方に向かうってことは………柴しば又また帝たい釈しやく天てんの寺院に用事があるのか？」

「ああ。柴又帝釈天の寺院は俺と上うえ杉すぎの領域だからな。俺たちの会社もそこに置いてる。あそこは日本の寺院の中では比較的箱庭に繫げやすい。創設四〇〇年程度だが、〝境界門〟を開くのに必要なパラダイムシフトは満たしているだろ」

　柴又帝釈天───江え戸ど時代初期の寛かん永えい六年に創設された、帝たい釈しやく天てんと毘び沙しや門もん天てんを祀まつる寺院の一つ。帝釈天を本ほん尊ぞんとして祀まつる寺院の中では日本で有数の領域になるだろう。

　彼の本来の支配圏が古代インドであることを考こう慮りよすれば、四〇〇年という年月は些いささか以上に若い領域だ。他ほかに適当な場所が無かったのだろう。

　参拝しに来た者が知れば間違いなく驚おどろくに違ちがいない。

　本ほん殿でんのすぐ近くに主祭神が居を構えているなど普通は考えるはずがない。

　十六夜は呆あきれた調子で笑った。

「それはまたご利り益やくがありそうだな。この五年で葛飾辺りの下町は今も変わってないのか？　商店街とか裏通りとか」

「五年程度で変わるわけねえだろ。あの辺りは変わらないことが集客に繫がってるような地域だからな。しかしまあ、俺は気に入ってるぞ。俺の名を借りた寺院の近くが、ああいう街になっているのはいい気分だ」

　少しだけ表情を緩ゆるませる御門釈天。

　───帝釈天といえば神霊の中でも最さい古こ参さんの一角だが、その伝承は人間味に溢あふれた物が多い。酒好きで女好きの好漢、庶しよ民みんに最も人気を博した神々の王というのは伊達だてではない。葛飾柴又の一帯は領地云うん々ぬん関係なく、帝釈天にとって過ごしやすい地域なのだろう。

　十六夜も同意するように頷うなずくが、思い出したように肩かたを竦すくめて首を振る。

「足を運びたいという気持ちはあるんだけどな。流石さすがに其そ処こまでのんきに過ごす余よ裕ゆうはない。ことが片付いたらすぐ箱庭にとんぼ返りだ」

「そんなに急せくことは無いだろう。箱庭が外界の時間に同期している時期なんて今後も有るかわからないぞ？　少しくらい焰ほむらや鈴すず華かと一いつ緒しよに過ごしても後で調整してやるが」

「それこそ馬鹿言うな。コッチは綺き麗れいさっぱり後あと腐くされなく捨てて来たんだ。なのに三年………いや、五年も経たった今いま更さらになって姿を見せるなんざ、捨てた相手に失礼だろう？」

　笑えみから徐じよ々じよに真しん剣けんな表情に変わる。釈天とプリトゥは、其そ処こで彼が何に対して義理を立てているのかを理解した。

　孤こ児じ院いんの管理人であった金糸雀カナリア。

　孤児院で一番年長だった十六夜。

　この二人が居なくなった五年前───西さい郷ごう焰と彩あや里ざと鈴華は、まだ十歳の少年少女に過ぎなかった。親しい人を相次いで失った二人にとってそれは過か酷こくな日々だったに違いない。

　昔は十六夜の後ろをくっ付いて離はなれなかった二人も、今年で十五歳だ。人生において大きな岐き路ろであり、一人の人間として試練を受ける前段階にある。

　そんな大切な時期に、自分勝手な事情で失しつ踪そうした義ぎ兄けいが素知らぬ顔で帰ってくるなど出来るはずがない。本当なら会わずに事を収めようとしていたところを、あれやこれやで今のような非常事態に陥おちいってしまったのだ。

　しかし釈天は納なつ得とくしかねるという雰ふん囲い気きを浮かべつつ、煙草たばこを咥くわえて火を付ける。

「なるほどなあ………いや、言いたいことは分かるが。それは、会わずに事を上手く運べた場合に限ってだろ？　実際に巻き込んだ後でその言い分は通らんぞ」

「………それは、」

　釈天の言葉に理を感じ、少し押し黙だまる十六夜。

　其処で今まで静せい聴ちようしていたプリトゥが小首を傾かしげて問う。

「十六夜。其処まであの子たちを思ってやれるなら、お前はどうして〝カナリアファミリーホーム〟を捨てられたんだ？」

「そりゃあ、俺以外にも任せられる奴やつは居たからな。ドン＝ブルーノとマダムは面めん倒どう見みがいいし、丑うし松まつの御爺おじじだっていた。孤児院の足長オヤジは揃そろっていたんだし、俺一人居なくなっても問題はないだろ」

　昔を懐なつかしむように語る十六夜。

　彼の語る丑松の御爺とは、日本屈くつ指しの大だい企き業ぎよう・丑松商事の会長であり、孤児院創設にも出資してくれた大口の出資者パトロン───というのは表向きで、実は十六夜と金糸雀のギャンブル仲間の一人である。

　己おのれ一代で財を成し、会社しろを築き、地元の名士として名高い丑松氏にギャンブルを持ちかけたのは、何も大口の出資者が欲しかったというだけの理由ではない。

　金糸雀と十六夜が造ろうとしていた孤児院の創設に、二人が傑けつ物ぶつと認めた丑松氏を巻き込もうという腹だったのだ。

　結果は二勝一敗二引き分け。十六夜に〝平成最強のペテン師〟とまで言わせた怪かい人じんは、二人を大いに気に入り〝カナリアファミリーホーム〟の出資を快かい諾だくしてくれたのだ。

「あの怪かい物ぶつ御爺が居るんだ。ちょっとやそっとの問題は跳はね飛ばしてくれるだろ。特に焰と鈴華は………丑松の御爺のお気に入りだったからな。それでもまさか、私立宝ほう永えい大付属に通わせてるとは思わなかったけど。名門だけど、学費も高いだろうに」

　ヤハハと笑いながら楽しそうに笑う十六夜。彼の知人にドン＝ブルーノや丑松の御爺のような年ねん輩ぱいが多いのは、彼自身が特異な出自と恩おん恵けいを持つ少年だからだろう。

　根っからの快楽主義であり、気に食わないことに対して我を通すことを厭いとわない。一見して子供じみた行動原理だが、彼は己の行動に対して全すべて責任を取る覚かく悟ごで物事に臨のぞんでいる。故ゆえに常つね日ひ頃ごろから泰たい然ぜん自じ若じやくの姿勢を崩くずす必要が無いだけだ。

　だがそんな十六夜の人生観を理解できる同世代はそうそういない。どれだけ背せ伸のびしても、普ふ通つうの少年に責任を取る能力や覚悟は備わりようがないからだ。

　故に十六夜を〝良し〟と認める者は、自然と年輩の御ご仁じんが多くなった。十六夜もまた、年月を経て完成した人生観を持つ大人との付き合いを楽しんだ。

　その中でもきっと、丑松の御爺は特別な人の一人だったのだ。

　それを理解してしまった御門釈天とプリトゥは、共に複雑な心境で視線を下げる。しばらく沈ちん黙もくしていた二人は、言葉を選ぶように慎しん重ちように切り出した。

「………御爺なら、亡なくなったよ」

「は？」

「十六夜。落ち着いて聞いてくれ。………二年前のゴールデンウィークに起きたことだ。家族で旅行に行っていた丑松氏だったが、旅先で心不全を起こして亡くなったらしい」

　十六夜はその訃ふ報ほうと報告に瞳ひとみを見開いて息を吞のむ。

「………御爺の奴、死んだのか？」

「ああ。それ以降、丑松商事は〝カナリアファミリーホーム〟の出資を取りやめている。その前後で、当時居た孤児院の出資者は一いつ斉せいに手を引いている。一度は完全に出資者が居なくなったほどだ」

「解散の危機に追いやられた〝カナリアファミリーホーム〟を救ったのが、焰の父が残した研究とエヴリシングカンパニーの二つだったと私も聞いているよ」

　プリトゥの言葉に、十六夜は今度こそ驚きを露あらわにして耳を傾かたむける。




　───出資者の撤てつ退たいが相次いだ二年前。

　丑松氏だけは恙つつが無なく〝カナリアファミリーホーム〟に出資を続けていてくれた。例年通りなら年少組を引き連れて短いながらも国内旅行に招待してくれるはずだった。

　だがそんな矢先に、丑松氏の訃報が舞まい込んだのだ。

　途と方ほうに暮れた焰と鈴華だが、それでも諦あきらめず何とか出資を続けて欲しいと頼たのみ込んだものの、丑松氏の二男に門もん前ぜん払ばらいを受けてしまう。

　他に出資者の当てもなく、解散を覚悟していた二人に話を持ちかけたのが、エヴリシングカンパニー会長の一人ひとり娘むすめである久く藤どう彩あや鳥とだったのだ。

「エヴリシングカンパニー………それに、久藤だと？」

「そう。聞いたことないか？　エヴリシングカンパニーといえば、第二次世界大戦後まもなくヨーロッパで立ち上がった世界でも五指に入る大商社だ。その立ち上げには向こうに渡わたった日系の女じよ傑けつが絡からんでいるという話」

「………。いや、初耳だ。それでそのエヴリシングカンパニーは何を理由に出資を？」

「焰の父親の残したナノマシン研究の継けい続ぞく………というよりは再現だな。焰の恩恵がどういうものかは、お前も知っているだろう？」

　釈天の言葉に、十六夜は得心がいったように頷いた。

「そうか………！　焰には〝分解したものを再現する〟恩恵がある！　それを何らかの形で利用したのか!?」

「ああ。尤もつとも、お前の知っている恩恵よりももう少し強力になっているがな。概おおむねはそんなところだ」

　釈天は紫煙を吹かしながら告げる。十五歳という若じやく輩はいの焰が最新式のナノマシンの研究に携たずわっているのは彼の持つ恩恵を最大限に利用したものだったのだ。

「エヴリシングカンパニーとの橋はし渡わたしは俺が行った。そしてアイツは、自分の人生の大半を研究に捧ささげるという条件で、〝カナリアファミリーホーム〟を救ったってわけさ。───どうだ？　ガキにしちゃ中々肝きもの据わった決断だろう？」

「………釈天。お前はその決断を、黙って見てたのか？」

「当たり前だ。焰自身が腹を決めて決断したことに、部外者の俺がどうして口を挟はさめるっていうんだ？」

　当然のことを口にしてハンドルを右に切る。

　関越道から首都高速に入ると、釈天は二本目の煙草たばこに火を付けた。

「………とはいえ、世の中を知らない生き急いでるガキの決断だ。転んだ時に尻ケツを持ってやるのは大人の仕事だわな。だがそれは一人で立ち上がれないぐらいダイナミックに事故った時だけでいい。その時が来たら俺………もしくは、お前が責任を取ってやればいいんだよ」

「─────」

　十六夜は否定も肯こう定ていもせず、車の外に視線を向けた。

　楽観視していたわけではないが、この五年間で〝カナリアファミリーホーム〟を取り巻く状じよう況きようはかなり変わってしまったらしい。

　焰の件については釈天の言い分が正しいと十六夜も考えている。少年少女に決断を促うながすのであれば、失敗した時に助けてやるのが保護者の責任というものだ。十六夜が箱庭で所属することになったコミュニティ───〝ノーネーム〟を背負った少年に決断を迫せまった時も、その心積もりでいた。

　だがそれは十六夜の目が届く範はん囲いに相手が居たから出来た方法だ。今の十六夜は箱庭に多くの仲間が居おり、絶対に戻もどらなければならない。

　つまり、こうして外界に訪おとずれている時しか手を貸すことはできない。

　そんな身の上である以上、安易に頷うなずくことは出来なかった。

　ましてや開き直って釈天に全部投げるのは論外だ。釈天に投げるぐらいなら、ドン＝ブルーノに全力で頭を下げに行った方がマシである。

「ま、何もお前に責任があるなんて誰だれも思っちゃいねえよ。丑松氏が死んだのは偶ぐう然ぜんだし、その結果、孤児院の連中を背負うと決めたのは焰だ。だからお前は、次に焰と話す時、そういうことがあったって事だけを覚えていてやればいいんだよ。───さて、そろそろ柴又帝釈天に着くぞ」

　首都高速を降りる。三人は下町を抜ぬけた後、パーキングに車を停とめて彼の領地───柴又帝釈天の境けい内だいに足を向けた。




　　　　＊




　───〝アンダーウッド〟工業区画・第二製鉄場。

　雷らい光こうの如き一撃が三人を狙ったと同時に。

　西さい郷ごう焰と久藤彩鳥は、工業区画の陸地に転移していた。

「わっ、」

「きゃ！」

　ドサリ、と音を立てて落ちる音。それを追うように水路が轟音と共に砕け散った。大だい戦せん斧ぷと稲妻を打ち付けられた水路は水みな底そこに巨大な穴を空け大おお渦うずを造り出している。

　一瞬でも遅かったら命が危なかっただろう。三人とも五ご臓ぞう六ろつ腑ぷをぶちまけるか稲いな妻づまに撃たれて焼死していたに違いない。

「っ、鈴華は………？」

　ハッと彩鳥と焰は顔を上げる。鈴華も二人の隣で倒れていたが、様子がおかしい。彩鳥が慌あわてて彼女に近づくと、腹部に大きな裂れつ傷しようが出来ていた。

　そして其そ処こで思い出す。彼女の恩恵は通常の空間転移とは異なり、自身の転移と対象の転送を使い分けなければならなかったということを。

　二人の顔色は蒼そう白はくになり、共に渦を巻く水路を見た。

「ま………まさか………!!」

　───一瞬でも遅れれば命が無いタイミングだった。

　自身を転移させるか、焰と彩鳥の二人を転移させるか。

　二つに一つしか選べない状況で………鈴華は、二人を助けることを選んだのだ。

「き、傷が私の時より深い………！　こ、このままじゃ、」

「すぐに処置が必要だ！　〝アンダーウッド〟の中で応急処置をする！　あと二回だけ使えるか、鈴華!?」

「っ………[image: !!!]　でも、それじゃ彩ちゃんが………！」

「私は構いません！　二人だけでも先に逃げてください[image: !!!]」

　ケホッと血を吐きながら鈴華が消え、焰が消える。

　彩鳥だけが一人その場に取り残され、後ろからは既にミノタウロスが迫っていた。

　重戦車のように突進するミノタウロス。

　だが何時いつまでも強きよう襲しゆう者に好き勝手させるほど〝アンダーウッド〟の住人は軟弱ではなかった。

「全員、配置に付け[image: !!!]」

　その号令を聞き、ミノタウロスは足を止めて背後を見る。

　水路の対岸では〝六本傷〟のシャロロとポロロが工業区画内に居た同士を集めて、固定式大型弩砲バリスタに付くよう指示していた。

　ポロロは鷲獅子の鬣たてがみを切っ先に纏まとめた采さい配はいをその手に持ち、躊躇ためらうことなく振り下ろす。

「此奴こいつが噂の星獣だ！　加減することは無い！　大型弩砲〝フェイルノート・バリスタ〟───全弾ぶち込めッ[image: !!!]」

　鷲獅子の采配が旋せん風ぷうを起こす。

　その風と共に一斉発射される固定式大型弩砲の弾丸やじり。身の丈よりも大きな弩砲で打ち出された鏃やじりは、追尾の恩恵によって曲線を描きながらミノタウロスに降り注いだ。

　二の腕よりも大きい鏃が五十二発、音速を超えた速度で一斉に襲い掛かる。

　戦斧を失って戦闘力が落ちたミノタウロスに此れを全て凌しのぎきることは不可能だ。両腕を振り回して半数を叩き落とすも、残り二十六発はミノタウロスの全身を貫つらぬいた。

　右腕を貫通し、両足を串くし刺ざし、武骨な胸筋を十二もの鏃が貫いていく。

『ＧＥＥＥＹＡＡＡＡａａａａ────[image: !!!]』

　大気の震動が可視できるほど大きな断末魔の叫び。

　その圧倒的かつ一方的な光景は、たった一匹を相手に此こ処こまでする必要があるのかと疑念を抱かせるには十分だ。

　だがポロロに油断はなく、その視線は険けわしいままだ。

　箱庭で生まれ育った彼は、星獣というものがこの程度で死ぬ相手ではないということを嫌というほど理解していた。

「………全員、次じ弾だん装そう塡てんしてそのまま待機。少しでも動きを見せたらすぐにぶち込め」

　ポロロの命令で即座に行動に入る〝六本傷〟の獣じゆう人じんたち。

　黒ウサギはその間に彩鳥の許もとに駆け寄ってその肩を担かつぐ。

「すみません、彩鳥さん！　黒ウサギが付いていながら、こんなことに成るなんて、」

「………いいえ、仕方がありません。貴方は〝箱庭の貴族〟、そして〝審判権限ジヤツジマスター〟を持つ者。戦いに参戦できなかったからといって恥じることは無い。この場で恥じるべき者がいるとしたら───」

　力強く言い切り、一人で立ち上がる彩鳥。だが様子がおかしい。

　黒ウサギは少し気け圧おされながら一歩下がる。

「………彩鳥さん？」

　ウサ耳を傾かしげて彼女の背中を見る。

　その背中は先ほどまでの少女のものとは思えなかった。

　彩鳥は礼儀正しくも大人しく、何処どこか凛りんとした華やかさを持つ少女だと黒ウサギは評価していた。彼女から立ち上る闘志に、黒ウサギは思わず息を吞のんだ。

　黄金の髪は闘志に呼応するようにざわめき、体たい幹かんに剣でも通っているかのような真っ直ぐで強健な力強さを湛たたえている。

　その立ち姿は凡夫が見たとしても、鬼神の如ごとき気迫を感じられただろう。

「情けない………[image: !!!]　外界に降天して十四年………よもや此れほどに腕が落ちているとは………いや、鈍っているだけならまだしもッ[image: !!!]　守るべき学友を守れず、あの程度の敵を相手に後れを取るなんて………[image: !!!]」

　その敵てき愾がい心しんに黒ウサギは思わず身構える。明らかに様子がおかしかった。

　そしてそれは、彩鳥が工業区画の鍛か冶じ場ばに投げ捨てられた二本の槍を手に取った瞬間に核心へと変わった。

　二刀流ならばそう珍しくはないが、二に槍そう流りゆうを使うものは少ない。王道の流派が無い以上、その構えは限りなく我流に近くなる。

　黒ウサギは彩鳥が握る二本の槍の構えに見覚えがあったのだ。

（やはり………彼女は、女王騎士クイーンズ・ナイトの………[image: !!!]）

　三年前───黒ウサギたちはとある女騎士と共に戦い、彼女の死を看み取とった。

　その女騎士は死後、黄金の女王〝クイーン・ハロウィン〟の手駒として、記憶を失ったまま外界に跳ばされたと聞いている。

[image: ]

　久藤彩鳥───名前がよく似ていたから、その正体は察してはいた。だがその外見が黒ウサギの記憶と一致しなかった為、別人だと思っていた。しかしもう疑う余地はない。

　気き焰えん万ばん丈じようの闘志を漲みなぎらせた彩鳥は、黒ウサギの記憶の中にある女王騎士の物に相違ないものだった。

　そして彼女のその気迫に呼応してミノタウロスが目を覚ます。

　如何に知性が乏とぼしくとも、この気迫に気が付かぬほど凡ぼん愚ぐではない。ミノタウロスは全身に刺さった鏃を抜きながら、吼ほえ猛たけった。

『ＧＥＥＥＹＡＡＡＡａａａａ────[image: !!!]』

〝六本傷〟の部隊に背を向けて走り出すミノタウロス。

　それを迎え撃とうと構える彩鳥。

　しかしその時───遥はるか上空で雷らい鳴めいを轟かせる雷雲は目に見えるほど巨大な渦うずを巻き、大樹の枝葉が散るほどの雨風を吹かせ始めた。

　黒ウサギはその異常な台風の発生に驚き、天を仰あおぐ。

「これは………いけない！　ポロロ様、今すぐ水上都市に避ひ難なん勧かん告こくを出してください[image: !!!]」

「それならもう出してる！　洪水が起こらないように防ぼう波は堤ていの準備も進めて、」

「そんなのは無駄でございます！　防波堤の工作班にも、すぐに河沿いから離れるように伝達を！　すぐに動き出さねば………間に合わなくなります………！」

　黒ウサギの剣幕に圧おされるポロロ。

　今にもぶつかり合いそうだった彩鳥とミノタウロスも、共に生物のように蠢うごめき始めた雷雲を睨にらむ。ミノタウロスは衝突を止め、彩鳥から飛び離れて郊外に姿を消した。

「っ………来る………〝天の牡牛〟が………[image: !!!]」

　遥か天空で、怪牛の咆ほう吼こうが響き渡った。

〝アンダーウッド〟全域に響き渡るその咆吼は聞く者全てを震え上がらせた。雷雲は稲妻の角を生やし、巨大な闘牛のように成り変わっていく。

　巨大な闘牛が身み動じろぎをすると、水上都市を二十四もの落雷が襲った。

　そのうちの四つが彩鳥と黒ウサギに狙いを定めるように降り注ぎ、建物を打ち砕く。

　飛び散る瓦礫を槍で打ち弾く彩鳥は、天空で蠢うごめく怪牛を睨みつけた。

「私と〝天の牡牛〟では戦法が嚙み合わない………黒ウサギさん！　近隣に実力者は!?」

「そ、それが、他の地域で行われている太陽主権戦争を監視するため、皆さん出張っていて………〝龍角をドラコ持つ＝鷲獅子グライフ〟も〝覆ふつ海かい大たい聖せい〟も〝ノーネーム〟も、みんな今は主力が出張中なのですよ………[image: !!!]」

　雨風で煽あおられるウサミミを押さえながら叫ぶ黒ウサギ。

　このままでは不味まずいと悟った彩鳥は、大樹を指さして避ひ難なんを訴うつたえた。

「仕方ない………大樹の中に逃げましょう！　女王の庇ひ護ご下かにあるというのなら、大樹の中は絶対に安全です！　避難はポロロさんと白しら雪ゆき様にお任せして、」

「いえ、彩鳥さんだけお逃げください！　黒ウサギは避難の手伝いをしてきます！　今は鈴華さんのお傍そばにいてあげるべきです！」

　黒ウサギの言葉を受け、瞳を見開く彩鳥。槍を手放した彼女は出会った時の少女の表情に戻り、申し訳なさそうに頭を下げた。

「………わかりました。此処はお任せします。お気をつけて！」

　彩鳥は黒ウサギに背を向け、〝アンダーウッド〟の大樹の方へ避難する。

　その間も雨風は強さを増していき、大樹の周囲を落雷で威い嚇かくし続けている。

　だが脅きよう威いとなっているのは雷雨だけではない。むしろ増水や急流で荒れる水上都市の水路沿いの方が危ないのだ。

　雷鳴が轟とどろき渡る中、水上都市からはそれに負けないくらいの悲鳴が上がっていた。

　氾はん濫らんした大河に吞のまれた者。

　稲妻に撃たれて炎上した者。

　倒壊した家か屋おくに押し潰つぶされる者。

　黒ウサギは歯嚙みしながら天を睨むが、今の黒ウサギにはあの怪牛と戦う事が出来ない。〝審判権限〟を持つ彼女は太陽主権戦争に挑いどむことが出来ないのだ。しかも最悪なことに、彼女の仲間は皆、太陽の主権を悪あしき者たちに渡さぬよう戦いに出ている。

　金牛宮の討伐ゲームに参加できる者の中で、尚なお且かつすぐに駆けつけられるかもしれない戦力。黒ウサギの脳のう裏りに、一人の同士の名が浮かぶ。

（十六夜さん………せめて、十六夜さんが居れば………[image: !!!]）

　彼はきっと、〝アンダーウッド〟が危機に晒さらされていることを知らない。

　知っていればこんな暴ぼう虐ぎやくを許すはずがない。どうにかこの状況を伝えることが出来れば、たとえ世界を隔へだてた先であっても必ず駆けつけるはずだ。

　黒ウサギはその方法を模索するが、彼女にどうこう出来ることでもない。

　今は雷雨に蹂じゆう躙りんされる水上都市を駆け抜けるしかなかった。







[image: 第八章]




　───〝アンダーウッド〟の大樹・沐もく浴よくの広場。

　美しい景観を誇ほこる水上都市は御祭り気分から一転、大混乱に陥おちいっていた。大樹の中は地下水脈の為ために掘ほられた洞ほら穴あなまで全て避ひ難なん民で埋うまり、部屋という部屋が怪け我が人によって占せん拠きよされた。これではまるで戦場の最前線である。

　避難に要された時間は三時間程度だったが、迅じん速そくな誘ゆう導どうと助勢によって速すみやかに退たい避ひすることが出来た。

　中でも氾はん濫らんした河沿いの救助を買って出た黒ウサギと白しら雪ゆき姫ひめの活躍は目覚ましかった。三時間休まず救助活動に勤いそしんだ黒ウサギは、ヘトヘトになって白雪姫の上で寝そべっている。

「くあー………疲れたのですよ。よもや嵐の中の救助活動がこんなにも大変だったとは。世の救助コミュニティに尊敬の念を抱かずにはいられないのです」

『うむ。黒ウサギ殿がおらねば救われなかった者も多かっただろう。戦力が少ない中で共に良くやったものだ』

「いえいえ。白雪姫様こそ流石さすがは水神なのですよ！」

　賞賛を口にする白雪姫と黒ウサギ。事実、彼女たちの救助が無ければ多くの者たちが下流に流されていた。これが一本の大河だったら白雪姫の恩恵ギフトで救えただろうが、入り組んだ水路が網あみ目めのように広がる水上都市では目の届く範はん囲いに限界があった。

　協力に感謝した白雪姫は頭の上から黒ウサギを下ろし、自身も人の身に変へん幻げんする。白い着物を纏まとった彼女は、大樹の上を指さして促うながす。

「随ずい分ぶんと濡ぬれてしまったな。私はともかく、黒ウサギ殿が身体を冷やすべきではないな。この真上に貴き賓ひんの使う大浴場がある。童たちと共に身を温めてくるがよい」

「い、いいのでしょうか？」

「構わん。〝六本傷〟には私から話を通しておく。黒ウサギ殿こそ昨日から大変だったであろう？　少し体を休めよ」

「分かりました。御言葉に甘えるのですよ！」

　ウサ耳を伸ばして上階に上がっていく黒ウサギ。

　やれやれと笑いながら頭を横に振る白雪姫。

「………さて。ではもう少し見回ってこようか」

　白雪姫は改めて大蛇の姿になると、街中をもう一度探索しに水路に入る。




　一方、その頃。

　彩あや鳥とは鈴すず華かが運びこまれたという病室を探し回り、ようやく見つけて駆け込んだ。

「鈴華！　無事ですか!?」

　全身濡れたまま大急ぎで駆けつけ、飛び込みながら名前を呼ぶ。

　すると病室の奥で、不機嫌そうな焰ほむらが顔を覗のぞかせた。

「………彩鳥。静かに入れ」

「あ、す、すみません」

　恥ずかしそうに頰ほほを紅こう潮ちようさせ、小走りで焰に駆け寄る。ベッドの上には、健すこやかに寝息を立てている鈴華が居た。

　血色も良く命に別状は無さそうだ。

　彩鳥は安心の余り、腰が砕けたようにへたり込みそうになった。

「よ、よかった………！　あの傷では命に関わるものかと………[image: !!!]　治療用の恩恵が〝アンダーウッド〟にあったのですね、先輩？」

「………ああ。命に別状はないはずだ」

　焰は彩鳥と対照的に、沈痛な面おも持もちで鈴華の寝顔を見ている。

　丁度その時、病室に彼らを探す声がかかった。

「失礼。この中に西さい郷ごう焰はいるか？」

「？　此こ処こにいるぞ」

　焰が顔を出すと、ポロロは即座に真剣な顔で彼を見た。

「そうか。ならすぐに来てくれ。今回のゲームについて話を聞きたい」

「分かった。彩鳥は鈴華を見ていてくれ。もう安定しているから、目を覚ましたら汗でも流してこい。お前も濡れたままじゃ不味いだろ？」

「は、はい」

　彩鳥は焰の雰囲気に一いち抹まつの不安を覚えながらも、言われるままその場で待機する。




　ポロロに別室へ呼び出された焰は、彼に今回の一件の全容を話した。

　外界に星せい獣じゆうである金牛宮が出て来たこと。そして箱庭に戻ってきたことまでを話すと、彼は怪け訝げんそうに眼鏡を外はずして焰を睨にらんだ。

「………にわかには信じられないな。星獣が外界と箱庭を行き来できるなんて聞いたことがない」

「そんなことを言われても困る。それは俺の預かり知らないことだ」

「まあ、そうだろうな。───しかし、大変なことになったなあ。〝階層フロア支配者マスター〟が全員連絡つかないとなると、しばらくは〝アンダーウッド〟に籠ろう城じようか？」

「いや、それも不味いかもしれない。俺の居た世界じゃ、この台風は植物にも感染するウイルスを撒まき散ちらしている。この大樹が感染しないとも限らない」

　焰の報告に、ポロロは眉まゆを顰しかめる。

　いよいよ万策尽きそうだ、と呟いて肩を竦すくめた。

「………ま、そうなったらそうなった時だ。〝アンダーウッド〟の住人を説得して余所よそのコミュニティに避難させるしかない。お前たちはどうする？」

「俺は………どうしても、会わなきゃいけない奴がいる」

　静せい謐ひつさと達観を秘めた瞳でポロロを見る。その瞳は覚悟を決めたようにも、諦あきらめを抱いだいているようにも見えた。

　気になって何があったのかを問おうとした時、扉が突然開いた。

「し、失礼します！　ポ、ポ、ポロロ君いますか!?」

　バタン！　と勢い良く扉とびらが開く。何事かと二人が視線を向けると、また新しいネコミミの娘・キャロロ＝ガンダックが飛び込んできた。

　騒がしいその声に、ポロロは頭を抱かかえて残念そうに溜息を吐つく。

「キャロロ………お前も猫ねこ妻づまになったんだからもう少し落ち着けよ。あと俺のことは頭首ボスと呼べ頭首と。───で、何があった？〝天の牡牛〟が暴れ始めたか？」

「ち、違う違う！　もっと重要な案件！　こ、こ、これを見て！」

　そう言って取り出したのは、一枚の封筒。

　雅みやびな柄の封ふう蠟ろうがされた封筒は、豪華なことに上質な羊皮紙を使って包まれていた。その包みを見ただけで上流階級の人間が認したためたのだとわかる。普段手紙を出すことのない焰でさえその差出人の階位が理解できたのだ。箱庭の住人ならなおさらのことだろう。

　しかしポロロを真に驚かせたのは其そ処こではない。

　封蠟に押された旗印を知るポロロは、唇くちびるの端はしをヒクつかせて封筒を受け取る。

「お、黄金の封蠟………！　どうしてこのタイミングで〝クイーン・ハロウィン〟から手紙が[image: !!?]　この非常時にまた無理難題を吹っ掛けようっていうんじゃないだろうな[image: !!?]」

「わ、わかんないよ！　と、とにかく読んでみて！」

　鉤かぎ尻尾しつぽを跳ねさせながら手紙を渡すキャロロ。

　ポロロはナイフを取り出して封蠟を傷つけないよう慎重に手紙を開ける。

　本来なら封蠟は切って開けるものだが、旗印を傷つけないように開けるのが女王に対する礼れい儀ぎなのだろう。

　中から手紙を取り出したポロロは恐る恐る文面を読み上げた。

「………〝金牛宮について事情をお話しします。陽が赤く染まる前に、謁えつ見けんの間へ西郷焰を招くように〟」

「っ、本当か[image: !!?]」

　一転、焰の顔に光が差し込んだ。会わねばならない人物とは女王のことだったのだろう。だがポロロにしてみれば一番連絡が欲しくない相手でもあった。

「夕日の前に………っておいおい、マジかよ！　もうそんなに時間ねえぞ！」

「そ、そうか？　そんなに遠いのか？」

「いや、謁見の間は大樹の中にある。女王の遊興に使われる部屋の事だ。問題は───」

　ポロロは焰の姿を上から下まで見る。

　昨日のミノタウロスとの戦いや召喚騒動で衣服や髪は随分と汚れていた。この大雨で濡れた体もまだ乾ききっていない。

　ポロロの言わんとしていることを理解した焰は、自分の姿を見て首を傾かしげる。

「………やっぱり、この格好は不味いか？」

「当たり前だ。そんな姿で女王に会ってみろ。お前、一族郎ろう党とう皆殺しだぞ」

「そ、そんなにやばい奴なのか？」

「それもあるが、常識的に考えて為い政せい者しやに謁見出来る姿じゃねえってことだよ。───キャロロ、すぐに正装を用意してくれ。サイズは俺とそう変わらないはずだ」

「りょ、了解！」

　鉤尻尾を跳ねさせて敬礼をするシャロロ。

　ポロロは焰に向き直る。

「焰は俺についてこい。風呂に入ってから身形を整えろ。死にたくなければ迅じん速そくにだ」

「至れり尽くせりで涙が出るぜ。浴場は大樹の中にあるのか？」

「ああ。貴賓室の近くだからそう遠くない。急げ、時間が無い」

　何度も時間が無いと繰り返すポロロに、焰は少し不思議そうに首を傾げる。

「無理を言ってるのは先方なんだ。そんなに気を遣う必要ないんじゃないか？」

「馬鹿か、何を聞いてやがった。女王との交渉はこっちも命がけなんだよ。只ただでさえ時間に五月蠅うるさい人なんだ。不評を買ったコミュニティが次の日には壊滅、なんていうのはよくあることなんだよ。それに今も大樹の中が安全なのは、女王に貢みつぎ物ものを献上して庇護下にあるからなんだぞ。従うしかないだろう？」

　それもそうか、と頷く。時間が無いのならそれこそ問答をしている場合ではない。焰はすぐに準備に取り掛かった。




　　　　＊




　───〝アンダーウッド〟葉よう翠すいの間・大浴場。

　目を覚ました鈴華は、脇腹の傷が綺き麗れいに治っていたことを知って驚きを隠せずにいた。

「うっそ………絶対に死んだと思ってたよ、私。恩恵って凄いんだね！」

「え、ええ………ですが鈴華。本当に何ともないのですか？」

「いやあ、本当に元気元気！　ちょっと血が足りないかと思ったけど、それもすぐ治っちゃった！」

　不安そうに問いかける彩鳥に対し、両腕を振って健康を誇こ示じする鈴華。

　彩鳥はそれでも不安そうにしていたが、とりあえず彼女が元気ならばそれでいいかと胸を撫なで下おろす。

　そうして二人が足を運んだのは、大樹の大浴場だった。

　大樹の幹みきを刳くり貫ぬいて造られたこの大浴場は、木板を繫いで造られたものと違ってそのつなぎ目が存在しない。まるで一つの生き物の中に入ったかのような不思議な錯さつ覚かくを覚える。湯ゆ殿どのも足し湯をしている蛇口が無く、水樹の幹から自然と溢あふれ出る仕組みになっているのだろう。

　そんな不思議な大浴場に向かっていた彩里鈴華と久藤彩鳥、そして黒ウサギと案内人のシャロロ＝ガンダックは、示し合わせたように脱衣場で鉢はち合あわせした。

「おお！　黒ウサと………ネコミミさん？」

「にゃはは、シャロロ＝ガンダックっすよ異い邦ほう人じんさん。さっきはミノタウロスに立ち向かってくれてありがとうございました。私らだけじゃどうにもならなかったところです」

　ネコミミを伏ふせて頭も下げるシャロロ。

　鈴華は親指を立てて笑った。

「いいのいいの、困ったときはお互い様だぜ！」

「にゃはは、男前な返答に感謝です。せめて背中の一つも流させてくだせえ」

　熱い握あく手しゆを交かわして意気投合する天てん真しん爛らん漫まんな娘たち。昔から鈴華と野の良ら猫ねこの相あい性しようがいいのは此処だけの話である。

　彩鳥は苦にが笑わらいを浮かべながら白いブラウスを脱ぬぎ、下着に手をかける。身体からだを清めるのは良いことだ。

（大衆浴場にはいい思い出はありませんが……まあ、このメンバーなら問題ありません）

　大判の手て拭ぬぐいを身体に巻いて浴室の扉に手をかける。

　しかしその刹せつ那な───脇わきの下から伸のびる魔まの手によって、彩鳥の胸が思いっきり揉もみ上げられた。

「っ、ひゃ、」

「にゃははははははは！　よいぞよいぞ、大人しい顔して艶つややかな声を出すではないか、金きん髪ぱつ美少女よ！　歳の割に良いものを持っているくせして天下の大浴場・葉翠の間で体を隠かくそうとは、不ふ逞てぇ行こう為いだな！　この成人したばかりのシャロロお姉さんが〝アンダーウッド〟で行われる伝統的〝ピッ─自主──！規制〟な〝ピ──自主──[image: !!]規制〟で〝ピピ──圧倒的───自主──[image: !!!]規制〟のご作法を体に教え込んで、」

「あいやそこまで！　彩ちゃんにしもいネタ禁止ッ！」

　身体に手拭いを巻いた鈴華が空中胴どう廻まわし回転転移蹴げりでシャロロの延えん髄ずいを蹴り抜ぬいた。

　───ちなみにこの蹴りだが、一いつ瞬しゆんだけ上空に転移して落下エネルギーを得てから回転を加えて対象を蹴り飛ばすという、三秒ほど前に考えた致ち死し率の高い必殺蹴りである。

　獣人の中でも頑がん丈じようなシャロロだが流石さすがにコレは効いた。

　首元を押さえながら頽くずおれた彼女は、仇きゆう敵てきを睨にらむかのように鈴華を見上げる。
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「お、おのれ………私を裏切るのか鈴華!?」

「やかましい！　私は貴女あなたの友人である前に彩ちゃんの先輩である！　人様の嫌いやがることをしちゃいけませんって貴女のダディは教えてくれんかったのかべらぼうめ！」

「最初は嫌がっても後で悦よろこんでもらえるなら採算と帳ちよう尻じりは合うって兄貴が逝いってた！」

「逝ってるんじゃ駄目でしょッ[image: !!!]　っていうかどういう兄妹きようだいなのさ、ドン引きだよ猫族の皆みなさん！」

　キシャー！　と、共に毛を逆立てて威い嚇かくする鈴華とシャロロ。どうやら短い友情だったようだ。

　黒ウサギはウサ耳を垂たれさせつつ、胸むな元もとを押さえて項うな垂だれている彩鳥に駆かけ寄る。

「だ、大だい丈じよう夫ぶですか彩鳥さん？」

「………は、はい。面めん食くらいましたが、これぐらいは何とか」

　とはいえ、恥はずかしそうに頰ほおを紅潮させながら胸元を隠している。不意打ちも相まって衝しよう撃げき的だったのだろう。その仕草はまるで小動物のようだ。

　凛り々りしく静せい謐ひつな雰ふん囲い気きを持つ彼女が此処まで取り乱すとは尋じん常じようではない。

　鈴華はため息交じりに頭を搔かきながら、事情を説明した。

「はあ………あのね、シャロロさん。彩ちゃんってば、もの凄すごッッッッい箱はこ入いり娘むすめでね。うちの学校に来るまでは、同年代の子とまともに話した事も無かったくらいなの」

「ほ、ほほう。それで？」

「それだけならまあ、良かったんだけどさ。故郷から離はなれた土地で箱入り娘が、十三歳から十八歳の少女が住まう伏魔殿女子寮に入ってしまったわけよ。そこでその………ほら、彩ちゃんって見ての通り美少女でしょ？　苛いじめられることこそ無かったけど、もう揉みくちゃにされてさ。たった一週間で逃にげ帰ってきたのだよ」

　ふう、と溜息を吐く鈴華。実際、彩鳥は苛いじめられることは無かった。それどころか、そういう悪あく辣らつな手段に対しては三倍の報復を与あたえてやるぐらいの気き骨こつある少女だ。

　問題は女子寮の少女たちに、悪意が無かったことだろう。

　それどころか、彩鳥の存在はむしろ大だい歓かん迎げいされた。

　金糸のように麗うるわしい金髪。翠色と蒼あお色いろの混色というプレミアムカラーな美しい瞳ひとみ。

　欧おう州しゆうの血とアジア系の血が混ざりあって出来た独特の美び肌はだ。しかも母親はエヴリシングカンパニーの美容部門を一手に引き受ける女じよ傑けつと来たものだ。

　小こ柄がらながらもその立ち姿は気品に溢れており、体幹に剣けんが通っているのではないかと錯覚するほど凛り々りしくもあった。

　此処までハイステータスに揃そろい踏ぶみされると、嫉しつ妬と心を燃やして敵視する女子はまずいない。むしろ純じゆん粋すいな羨せん望ぼうを向ける者の方が多かった。

「だから、その………ほ、ほら。女の子って、女の子だけの集落を作るとね。凄い勢いで女子力が下がっちゃうでしょ？　部屋が汚きたないとか下着が散乱しているとかはまだいいとして、女の子同士でしか出来ない会話とか、行為とか」

　其そ処こでようやく察した。

　彩鳥は敵対者には厳しく当たることが出来ても、羨望を向けてくるような相手には慣れていなかったのだ。そして優しくし過ぎた末に、間違った対応をしてしまったのだろう。

　結果として、彼女は女子寮を逃げ出すように後にしたのだ。

「まあ、相手の女の子が全面的に悪いとは思うんだけどね。あとは初うい々ういしい中学一年生を玩具おもちやにした高等部のやつら。───ほんと、分かってて見み逃のがしたとか未いまだに許せないな」

　一瞬、その場が凍こおるのではないかというぐらい冷ややかな声が響ひびく。この心優しい少女が此処まで冷れい徹てつな怒りを滾たぎらせるなど並なみ大たい抵ていのことではない。

　シャロロは事態を察し、ネコミミを萎しおれさせながら彩鳥に謝罪した。

「も、申し訳ないデス。よもやそんなトラウマ持ちの傷しよう心しん女子だったとは。我が家なりのスキンシップだったんですが………」

「い、いえどうかお気になさらず。こういう世界ですから、きっと種族ごとに価値観が違ちがうのでしょう」

「もう、彩ちゃん。そういう態度が相手を増長させるんだよ？　たまには延髄にキツイのを叩たたき込むぐらいしないと！」

「いやいや、鈴華のアレは獣じゆう人じんでも半殺し級だからね？」

　首を痛そうに摩さするシャロロと、自じ業ごう自得だと鼻を鳴らす鈴華。

　黒ウサギは苦笑いを浮うかべつつ、首とウサ耳を横に傾かしげた。

（久藤彩鳥さん………もしかしたら彼女かと思っていたのですが………あれぐらいで動どう揺ようするような方では無かったですよね………？）

　三年前───〝女王騎士〟の一人として、外界に転生した女騎士。

　昼間の卓越した馬術と闘志を見たときは、もしやと思ったのだが、この少女らしい姿を見るとどうにも考えが鈍ってしまう。

　だがよくよく考えれば、たとえ本人であろうと黒ウサギたちとは関係ない。その〝女王騎士〟は転生の際に、魂たましいの記憶を全て洗い流したはずなのだから。




（この事はもう忘れましょう。他ほかの方によからぬ疑ぎ惑わくを抱いだかせてしまいます）

　黒ウサギはウサ耳を横に振ふってこの事を記憶の隅すみに追いやる。

　仲直りした四人は改めて大樹の大浴場を楽しむことにした。







[image: 第九章]




　轟ごう々ごうと吹ふき荒すさぶ風で大樹の幹みきが僅わずかに揺ゆれる。

　外の嵐あらしは一向に静まる気配がない。それでも怪かい牛ぎゆうが仕し掛かけてこないのは、この大樹を守る絶対的な実力者が存在しているからだ。

　水上都市の地下水脈にある隠し通路を焰ほむらは歩く。

　この洞どう穴けつをまっすぐ進めば、断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきに流れる大だい瀑ばく布ふの裏側に到とう達たつするという。その脇にある扉とびらを開けば、其処が謁えつ見けんの間という話だ。

　西さい郷ごう焰は長々と続く薄うす暗ぐらい道を一〇分ほど歩いてようやく其処に辿たどり着く。しかし大樹の中だと聞いていたのに、大樹の根の下にあるとは反則もいいところだ。

「………三分オーバー、か。もう夕日は赤くなり始めてるな」

　苦く言げんを口にしながら扉に手をかける。だがこれでも健けん闘とうした方だ。ポロロたちは時間の無い中でよく準備してくれた。彼らの手て際ぎわを責めるわけにはいかない。

「生きて帰りたかったら逆らうな」と言っていたが、元の世界に戻もどれないなら此こ処こまで来た意味が無い。まずは会ってみるのが先決だ。

　焰は豪ごう奢しやな扉に手をかける。薄暗い中で際きわ立だって光るその扉を開いた途と端たん、彼の視界は太陽の光に包まれた。

「………は、」

　焰は眩まぶしい光を浴びて目を疑う。それは比ひ喩ゆでも何でもない。洞穴の扉は〝アンダーウッド〟とは全く違う場所に繫がっていたからだ。

　燦さん々さんとした太陽の光に当てられて、天を見上げる。

　それでこの場所が薄い天幕に覆おおわれた城の中だということに気が付いた。

　招かれたのは天幕が大きく開かれた白はく亜あの城の中庭。

　四方には春夏秋冬の花々が綺き麗れいに分け隔へだてられた花か壇だん。中央に繫がる大理石の石いし畳だたみは踏ふみ荒あらすのが勿もつ体たい無ないと思うほど美しく磨みがき上げられていた。

　幾いくつかの不条理に目をつぶれば、素す直なおに造形美に陶とう酔すいできただろう。

　しかし西郷焰は些いささか違った。彼も少年心を完全に失っているわけではないが、この偽ぎ装そうを凝こらした庭園では警けい戒かい心しんの方が勝った。

　喩たとえるならば、この庭園そのものが大きな鼠ねずみ取とりのようなものだ。

　黄金の魔ま境きようと言い換かえてもいい。好こう奇き心しんで道から一歩踏み出せば忽たちまち怪かい物ぶつに捕ほ食しよくされてしまう………そんな恐きよう怖ふに駆られた。

「─────、」

　慎しん重ちように一歩、大理石の石いし畳だたみに足を踏み入れる。すると花か壇だんの花弁の色が一変した。

　中庭の主人は来客を驚おどろかせようと思って仕掛けたのかもしれないが、これは逆に焰の頭を冷静にさせた。

　もし罠わなに嵌はめるつもりがあるなら、一歩目で何か仕掛けて来ただろう。だが変わったのは花弁の色、或あるいは季節が一マスだけ動いただけ。

　麗うるわしくはあるがそれだけだ。

　だからきっと、この中庭の主あるじは侵しん入にゆう者に危害を加えるつもりは無い。

　ただ単純に、侵入者を驚かすために仕掛けられただけだと焰は推測した。

　しかしだからといって道を踏み外はずすへまはしない。真っ直すぐと石畳を進み、ヴェールに包まれた中庭の中心に歩を進める。

　足を踏み出すたびに季節が一つ転輪していく様は確かに美しくはあったが、危険は無かった。こんな状じよう況きようでなければ素す晴ばらしい景観として素直に楽しめたかもしれない。

　上質な絹のヴェールに手をかけると、焰はそれを勢いよく捲まくる。

　すると扉が開いた。

　木き彫ぼりの華きや奢しやな扉の先には暖かな暖だん炉ろと寝しん室しつ用のベッド。そして客人を招く為ためのティーセットを用意した円形のテーブル。

　外の窓がギシギシと音を立てているのは、大おお嵐あらしが来ているからだろう。つまりこの部屋は、〝アンダーウッド〟の何処かにある一室ということ。

　驚いて後ろを振り返ると───入り口だった場所は、只の壁になっていた。

「っ………」

　此こ処こに来てようやく、全身に鳥とり肌はだが立った。そして認にん識しきが甘かったことを思い知る。

　焰は〝何処どこに〟罠があるのかを探さぐっていた。

　しかし〝此処が〟既すでに罠だったのだ。お互たがいの格が違いすぎて、発想のスケールを六次元ほど見誤っていたことを焰は思い知らされる。

　世界の境界を操あやつる女王〝クイーン・ハロウィン〟。

　───確かに、そのようには聞いていた。

　だが聞くのと体感するのとではまるで違う。鈴すず華かの物体転移が子供のお遊びのようだ。この相手は、絵本のページ捲めくるかのような気軽な気持ちで世界の境界を操っている。此れだけの力があればこの世の全てが自分の庭と思っていてもおかしくはない。

　目の前には、二つの扉がある。どうやら謁えつ見けんの為の場所はまだ先らしい。

（青の扉と、赤の扉………どちらが正解だ………[image: !!?]）

　気が付けば鼓こ動どうが速くなっていた。呼吸が荒あらくなっていくのが手に取るようにわかる。もしかしたら自分は、この後も扉を開ける度たびに不思議な国を歩き回り、出口を探す旅をさせられるのではないのだろうか───と、そんな錯さつ覚かくに襲おそわれた。

　どうやら遅おくれてきたことによっぽどご立腹らしい。しかしだからといってノーヒントでゲームを持ちかけるとは随ずい分ぶんと非常識だ。

　何かクリアのヒントは無いかと暖炉の部屋を見回し、近くの古時計に視線を移す。

　当然だが、約束の時間は既に過ぎていた。謁見の時間に余よ裕ゆうを持って現れなかった無礼者に会うつもりはないという意思表示なのかもしれない。

（………？　いや、待て。この古時計おかしいぞ）

　加速する鼓こ動どうを右手で押さえ、古時計に近づく。思った通り、古時計は時間を刻んでいなかった。しかも時間の針は十二時から三分だけ進んでいる。

　丁度、焰が遅ち刻こくした時間だった。

（───……っ、南な無む三さん………！）

　西郷焰は直感的な閃ひらめきを信じ、古時計の時間を少しずつ戻していく。

　一分、二分、三分と時間を戻すと───

　カチリ、という音がした。




「───いらっしゃい、西郷焰」




　背後のテーブルに突とつ如じよとして現れる人の気け配はい。西郷焰は飛び跳はねそうになる心臓を押さえながら、先ほど以上に身を震ふるわせて勢いよく振り返る。

　其処に座っていたのは───正しく、太陽の化け身しんだった。

　太陽を彷ほう彿ふつとさせる燦さん々さんとした黄金の御お髪ぐし。無む造ぞう作さに流されているというのに、まるで穂ほ波なみが山やま吹ぶき色いろの風に靡なびくように柔やわらかく広がっている。瞳ひとみは清水の蒼あおと森林の翠みどりを溶とけ合わせた宝ほう玉ぎよくのように輝かがやき、焰を真っ直ぐに見み据すえている。

　焰は門外漢でありながら無意識に悟さとる。

　───この目の前の少女は、神しん霊れいではない。

　人類の信しん仰こうによって生まれた神霊では断じてない。

　ケルト神群にある太陽の祭事を神格化させたものだと言っていたが、それはこの少女を人間が物質界で認識できるように雛ひな形がたを与あたえただけに過ぎない。

　昼と夜、生と死、春夏秋冬、星と星の境界線を支配する、箱庭三大最強種の一角。

　太陽の星せい霊れい〝クイーン・ハロウィン〟。

　その黄金の女王が、西郷焰を静かに見据えていた。




　　　　＊




　焰は硬こう直ちよくしたまま動けず、女王を黙だまって睨にらみつける。蛇へびに睨まれた蛙かえるというのは正にこのことだろう。この美しくも幼い黄金の女王を前にすれば、修しゆ羅ら神仏でも萎い縮しゆくする。

　何もできないまま棒立ちになる焰。

　それを見かねたのか────黄金の女王はフワリと金きん髪ぱつを靡かせ、焰の頰ほおに触ふれた。

「………。私は、貴方を、傷つけない」

「っ!?」

　両手が焰の頰ほおを包み込む。突とつ然ぜんの行動に焰は身構える。

　美しい瞳が焰を下から覗のぞき込む。

　すると彼女───女王と呼ばれている少女は、僅かに小首を傾かしげて焰に告げた。

「これでもう大だい丈じよう夫ぶ。ゆっくりと深呼吸して息を整えなさい」

「………は、」

「鼓動。少し治まったでしょう？」

　くるり、と輪舞ロンドを踏んで離はなれる黄金の少女。

　焰は胸に当てていた右手を握にぎりしめる。まだ幾いく分ぶんか速いように感じたが、それでも緩ゆるやかに平常時に戻ろうとしていた。

　過呼吸寸前だった呼吸も今は辛つらくない。

　どういうことかと視線で問うと、女王は少しだけムッとして説明してくれた。

「貴方あなたに〝私は安全だ〟っていう暗示をかけたわ。時折いるのよ、こういう手間をかけないといけない人。お菓子をもっていたら〝Trick oお菓子をくれr Treat !!なきや悪戯するぞ〟の契約ですませたのだけど」

「………そうだったのか。御お心こころ遣づかい感謝します、女王陛下」

「そんな堅かた苦くるしい物言いはやぁよ。せめて女王にして欲しいわ」

　愛らしい唇くちびるをツンと尖とがらせる女王。そうしていると普ふ通つうの十代の少女に見える。どうやら暗示と共に、威い光こうも和やわらいで見えるようになったらしい。

　長い溜ため息いきを吐ついた焰は、顔を上げて自己紹しよう介かいした。

「改めて、初めまして。西郷焰です。時間に遅れて申し訳ありません女王」

「本当に。私と約束した刻限を破って生きている人、貴方を入れて三人だけよ。次からは気を付けて欲しいものね。───ではどうぞ。同席を許可します」

　呆あきれたように恐おそろしいことを告げる。彼女にしては随ずい分ぶんと気を遣つかった物言いだったのだが、初対面の焰には示じ威い行こう為いにしか聞こえなかっただろう。

　まだ警戒心を解けない焰だが、同席を勧すすめられてまずは腰こしを落ち着ける。此方こちらから話を切り出そうにも、先ほどの体験がまだ体に染しみついて離れない。

　二人は同席したまましばし黙って見つめ合っていた。このまま時が過ぎてしまうのではないかと思われたが、意外にも先に話を切り出したのは意外にも女王のほうだった。

「………もしかして、私から話をした方が楽？」

「ええ、まあ。正直な話、俺は今何が起きているのかさっぱりわかっていません。出来れば一から説明して欲しいところです」

「そう。なら質問形式にしましょう。私も貴方が何処から知りたいのかわからないし。───あと、敬語は必要ないわ。堅苦しいのは嫌きらいなの」

「………わかった。ならそうする」

　返事をしたものの、焰は少し混乱した。

　確かに容よう赦しやの無さは感じ取れる。

　先ほどの言葉も脅おどしではなく、事実と警告を口にしただけだ。彼女は気に食わないというだけの理由で謁えつ見けんしに来た者を切り捨てる類たぐいの化け生しようである。

　本来なら焰の命も危あやうかっただろう。とてもではないが、あの程度の報復で終わるとは思えない。

　焰は慎重に言葉を選ぶように、一番大事な疑問から問いかける。

「じゃあ御言葉に甘えて一つ目───今回のギフトゲームについてですけど。俺たちは、ゲームクリアが出来れば元の世界に戻れるのか？」

　それは予想外の質問だったのだろう。

　女王は愛らしく美しい瞳を丸くして質問の内容に驚いた。

「当たり前でしょ。貴方は前回の吸血鬼たちと同じく、特別参加枠だもの。ゲームが終われば帰ることは可能………いえ、ゲームが無いときは帰ってもらわねば困るわ」

「そ、そうか………！」

　思わぬ即そく答とうに、焰は安あん堵どしたようにほっと胸を撫なで下ろした。

　女王は今、『帰してくれる』ではなく『帰ってもらわねば困る』と口にした。つまりどんな形であれ、元の世界に戻る為に協力してくれるという意味だ。

　この事実一つが解明されただけで心的な圧力はまるで違ちがう。

　焰はテーブルの上の水を一気に飲み干し、これまでの疑問を一気に整理し始めた。

「よし………じゃあ次の質問。この箱庭の世界の修羅神仏っていうのは、俺たちの世界の神様と同一の物と考えていいんだよな？」

「ええ。既に何人か会っているでしょう？　完全に同一というわけではないけれど、限りなく近い存在だと思って構わないわ」

「じゃあこの箱庭と俺たちの世界は、何らかの互ご換かん関係にある？」

　此れについては初めに疑問を持ったことだった。

　この箱庭の世界は異世界で物理法則も怪あやしいというのに、神話体系だけは焰の世界と同じものが無む作さく為いに散乱していたからだ。

　仏説教話の〝月の兎うさぎ〟。

　夜叉ヶ池の〝白雪姫〟。

　ケルト神話の収しゆう穫かく祭である〝ハロウィン〟。

　異なる文明の神話体系が同一の世界で同居していられるのは、焰の世界に存在している神話体系を原典にして、写本のようにして写し取っているからだと考えたのだ。

　此れには女王も即答を避さけ、しばし考え込む。

「………そうね。浅からぬ関係ではあるけど。まずは貴方の推論を聞いていい？」

　焰は頷うなずき、携帯電話のメールボックスから招待状を取り出した。





『　─　第二次太陽主権戦争　招待状　─





拝啓、西郷焰様。

　貴方あなたは箱庭の世界で行われる〝第二次太陽戦争〟への参加資格を得られました。本選参加資格を得る為に先まずは〝黄道の十二宮〟、〝赤道の十二辰〟に属する星せい獣じゆうを一匹以上使し役えきしてください。




目標討伐星獣〝金牛宮〟

　勝利条件：①〝金牛宮〟の化身の討伐。

　勝利条件：②雷光を搔き消し、星を在るべき姿に戻せ。




※ルール概要・開催期間

　此方は予選ゲームとなりますので、開催期間は七年間とさせていただきます。七年が過ぎ去ると自動的にゲーム敗退となります。誰が討伐しても西郷焰様が討伐したことになりますので、遠慮なく協力者を募つのってください。




※注意事項※

　この参加枠は西郷焰様に第二次太陽主権戦争に参加していただく為に設もうけられた特別参加枠です。もしも参加を棄き権けん・放棄・無視、或あるいは予選敗退された場合は西郷焰様が保有している特別参加枠、及び固有の恩恵ギフト〝千の魔術プロト・イデア〟を回収させていただきますのでご容赦ください。

　尚、開催期間中は箱庭から出られませんのでご注意ください。延長については考慮しますが、なるべく期間内に全ての攻略条件をクリアするようお願いします。







敬具　




第二次太陽主権戦争　進行役　〝ラプラスの小悪魔〟』








「この招待状を読んだとき、一番初めに気になったことがある。それは、俺がどうして特別参加枠に選ばれたのか、っていうことだ。初めは最新式のナノマシンデバイスを作ったことで選ばれたのかと思ったけど、曰いわく最大のギフトゲームに招かれるには少し弱い」

「そう。続けて」

「其処で俺はもう少し考えた。今回の台風二十四号の被害は既に二〇〇万世帯を突破し、農耕被害も大きい。人間同士の接せつ触しよく感かん染せんよりも、農作物を通した感染が一番危険なんだ。となると当然、病害による被害と飢き餓がによる大量の病死者が出てくる可能性がある。小麦粉や玉蜀黍とうもろこしの高こう騰とうは既に始まっている。下手をすれば戦争だってあり得るな」

「そうね。人間はお菓子だけじゃ生きられないものね。───それで？」

　女王は抑よく揚ようの無い声で先を促す。その瞳は全てを見み透すかしているようで少し恐ろしい。だが怯んでもいられない。焰は女王の瞳を見返して、大きく息を吞む。

「もし仮に、このルール概要の〝七年間開催し続ける〟というのが病害や飢餓にも影響ある場合………病害や飢餓の治療薬を作った人物は、世界を救うと同等の功績を得るんじゃないか？」

「ええ。そうなるわね。でも誤解しないで。これは本物の伝説じゃない。伝承が近代化しているだけ。過去の物を最新の霊格で再現してるの。問題の根こん幹かんは其処じゃないわ」

　女王の言葉に首を傾げる焰。

　流石さすがに今の言葉はどのようにも受け取れなかった。

「伝承の近代化？　どういうこと？」

「………。その説明をする前に、他の客が来たわ」

　スッと女王は指で横一文字に空くうを切る。すると焰の携帯電話から着信音が鳴り始めた。

　ピピピ、と簡素な音を鳴らす携帯電話を手に取る。着信相手は非表示だった。繫つながるはずの無い電波を繫げることもできるとは、益ます々ます以もつて油断ならない女王である。

　焰は怪け訝げんそうに顔を歪ゆがめながらも律りち儀ぎに電話に出る。

　すると意外な人物の声が響いた。

『………よう。久しぶりだな、焰』




　　　　＊




　───葛かつ飾しか区、柴しば又また帝たい釈しやく天てん・本堂。

　十六夜いざよいたちは迅速かつ無音で境内に忍び込んだ。

　警備員も少なくない数がいたが、三人とも手て練だれということもあり危なげなく中庭を突破した。本堂に忍び込んだ御み門かど釈とく天てるは床板に隠された神印に触れる。すると本堂の中が青白い光に包まれた。

　御門釈天は一息ついたように溜ため息いきを吐つく。

「〝忉とう利り天てん〟ほどの門は開けないが、簡単な会話をする分にはこれで十分だろう。女王の側近に連絡を取るから少し待ってろ」

「あいよ」

　十六夜は本堂の中で胡坐あぐらをかいて座り込む。

　柴又帝釈天の本堂に入るのは初めてだ。何か目新しいものが無いかと周囲を見てみる。ふと、十六夜は其処に居る本物の帝釈天と仏像の帝釈天を脳内で比べてみた。

（………似てねえよな）

　御門釈天の年齢は三〇代半ばということだが、それにしても随ずい分ぶん若い。見た目で言うと二〇代にしか見えない。帝釈天は仏像にしても他の仏神より比較的に若い作りをしている。もしかしたらそれが原因なのかもしれない。

　そもそも彼───〝軍神〟帝釈天とは、そこらの神霊とは比べ物にならない高位の神霊である。世に武神は数いれど、最も強く有名なものを問えば千人が千人口を揃えてこの帝釈天の名を挙げるだろう。

　雷神、軍神、英雄神、神々の王。彼の二つ名は尽きぬほどにある。

　インド最古の聖典〝リグ・ヴェーダ〟では実に三割が彼を賛美する内容で埋め尽くされたという。後に仏門に下り仏神の一柱という側面で知られることが多くなったが、その霊格はギリシャの主神や唯一神にも匹敵するという最強最古の神の一人だ。

　そんな頭に超が三つは付く大神が、人界で携帯を片手に持って話しているというのだから、全くもって世も末である。

「おい、十六夜」

「ん？　どうした？」

「女王に繫がったが、焰も同席しているらしい。俺はバレたら困るからお前が出ろ」

　はあ？　と素すっ頓とん狂きような声を上げる十六夜。

　釈天は間かん髪ぱつ入れずに携帯電話を投げて寄よ越こす。とはいえ、まさかこのタイミングで焰と話すことになるとは想定していなかった。事件が解決してから軽く別れを告げられれば上出来だと思っていたからだ。

（………ま、気負うこともねえか）

　十六夜は携帯電話を耳に当てると、何時いつもの調子で挨拶した。

「よう。久しぶりだな、焰」




　ピッ、ブツン。

　ツーツーツー。




　そんな音を立てて、電話が切れた。

「………………………ほう」

　携帯電話を睨みつけること30秒。十六夜は瞬時にスマートフォンの使い方を熟知し、リダイヤルをかける。

　すると向こうから、何とも言えない複雑そうな声が聞こえた。

『………久しぶり、イザ兄』

「久しぶりっていうほど時間も空あいてないけどな」

『おいコラ、こっちが敢あえてツッコまずにいてやったのを無視するな』

「やかましい。電話を一方的に切るようなクソガキにそんな親切を振りまく義理はねえ。昔のお前はもう少し素直だったぞ？」

『はいはい、俺もそう記憶してますよ。俺の九歳前後の記憶なんて、金糸雀カナリア先生に遊んでもらったか、鈴華と一緒にアンタの後ろをついて回っていたことぐらいしか覚えてないっての』

「全くだ。あの頃は面倒くさく感じたが、こんな捻ひねくれ者に成長されると、あの頃の素直さが懐かしく感じるぜ」

　飄ひよう々ひようとからかうように告げる十六夜。

　一方の焰は、十六夜と会話して連日の緊張の糸が切れたのか、携帯電話が軋きしむほど強く握りしめる。

『ハッ………言ってくれるよな。俺だってアンタみたいに捻くれたくて捻くれたんじゃねえっての。そもそも丑うし松まつの御爺おじじがポックリあっさり逝ったのが悪いんだ。おかげで俺はエヴリシングカンパニーのお嬢様に人生ごと買収されるし、御門釈天とかいう穀ごく潰つぶしが仕事を失敗するたびに借金取りから匿かくまったり代金立て替えたりと、踏んだり蹴ったりだったんだぞッ！』

「………ほほう？」

　十六夜は片かた眉まゆだけ歪ませて御門釈天を見る。会話が聞こえているらしい彼はサッと視線を逸らして明後日あさつての方向を向いた。

　だがそれだけ吐き出しても、堰せきを切ったように話す焰は止まらない。

『この五年間、何処どこをほっつき歩いていたのかと思ったら、ハッ、まさか異世界探索に乗り出していたとか啞あ然ぜんとするどころか余りにもらしいんで納得しちまったよ。しかもなんだ？　ウサ耳の生えたロリ娘と巨乳の白蛇様を従えて水上都市の発展に尽くしてましただと？　別に俺たちを捨てて出て行ったことには何一つとして不満に思っちゃいないけど自分一人だけこんな面白おかしい変な世界で自由奔ほん放ぽう気まま勝手に遊び放題とか、羨うらやましくなんてないんだからなコノヤロウッ………[image: !!!]』

「……………、」

『───で、他には？　この五年間で何やってたんだ？』

「鷲わし獅じ子しと旅したり、魔王退治とかしてた」

『くッッッそ羨ましいぜチクショウッ[image: !!!]』

　ウガーッ[image: !!!]　と暴走して怒り狂う西郷焰。

　逆に───十六夜は、少し感心していた。

　逆廻十六夜が今話したように、西郷焰は何時も十六夜の後ろをくっついて回るしかない、引っ込み思案の少年だったはずなのだ。それがまさか孤児院を支える大黒柱になり、穀潰しの駄だ神しんを庇かばえるほどに成長していたとは驚きである。

〝男子三日会わざれば刮かつ目もくして見よ〟というが、五年の月日とは、かくも大きく少年を進化させてしまうらしい。

　そんなことをしみじみと考えていると、向こう側から女王の声がした。

『焰。十六夜。主題に入るから、全員の声が入るようにして』

『ん？　ああ、分かった』

　焰は頷いて携帯電話をハンズフリーに切り替える。

　女王は少し不思議そうに小首を傾げてから、十六夜に問い掛けた。

『………十六夜。聞こえる？』

「ああ、聞こえるぜ女王。三日ぶりだな。コッチは異世界でも感度良好だ」

『そう。よかった。今から事の始まりを話すから、よく聞いてね』

　特に感情を込めないまま、抑よく揚ようの無い声で淡々と告げる。

　其処で初めて彼女は姿勢を変えて足を組んだ。

『先ず、二人の誤解を解くけど。今回の一件は、そもそも箱庭は無関係だったのよ』

「どういうことだ？」

　二人が同時に問い返すと、そこで初めて女王はムッと紅い唇を尖らせて感情を露わにした。どうやら女王は察しが悪い男が嫌いらしい。

『言葉の通りよ。今回の一件、最初から最後まで箱庭は関係ない。赤道を越える台風も、病害も、飢饉も、全てが全て、史実の中で起こるべくして起こるはずのものよ』

「………は、」

「はあ[image: !!?]」

　十六夜は啞然とし、焰は意味が分からず素っ頓狂な声を上げた。

　女王は大声に不快そうに眉を歪め、力を込めて睨む。

『………五月蠅うるさい。驚くにしても品が無いわ』

「いやだって、有りえないだろ！　ああいや、百歩譲って病害や飢饉はいいとして。台風二十四号は赤道を越えているんだぞ。自然界の中では絶対に発生するはずがない！」

『そうね。でも貴方はそれについてもう答えを得ているじゃない。貴方は数日前に、御門釈天とどんな話をしていたの？』

「………釈天と？」

　女王は全てを見透かしたように焰を視る。

　一瞬何を言ってるのかわからなかった焰だが、女王の言葉を受けて数日前のやり取りを説明した。




　───『さわりだけ説明すると、自然界には回転する力、いわゆる転向コリオリ力───渦を巻く力が存在している。これらは北半球と南半球で全く逆方向に働いていて、海の大渦や台風なんかは必ず一定方向にしか回転しない。その為、転向力が存在しない赤道上はそもそも台風が発生しないし、台風が赤道上を通過することなんて絶対に考えられない』

『………ほう。となると、発生源が自然界の力とは別に存在すると？』

『恐ろしい話だが、在りえなくもない。そもそも発生からして、この台風は謎に包まれていた。南半球の台風は必ず右回転でしか発生しないのに対し、台風二十四号〝天の牡牛〟は左回転で発生している。自然界の力とは全く異なった力の発生源を疑うのは初歩だな』

『………気象兵器の開発は国際的に禁止されている。それを何処かが破ったと？』

『在りえなくはない。ネット上でも某国の造り出した気象兵器による実験、なんて言われているけど………意外にいい線行ってるんじゃないかと俺は思ってるよ。この持続力と被害範囲、そして自然界の法則を超えた力は何かしらの意志を感じられる。人の手によるものか或いは………何か、超常的な存在でも絡んでいるのかもね』───




「─────。女王、どういうことだ？」

『言葉の通りよ。少なくとも、箱庭から外界に出て行ってしまった時は、只ただの金牛宮の化身でしかなかったわ。そもそも召喚された日にちが合わないもの。それは貴方が一番知っているでしょう、逆廻十六夜？』

　少し責めるような声を向ける女王。

　十六夜は言葉に詰まり、焰は瞳を大きく見開いた。

『………イザ兄？　どういうことだ？』

「どうもこうもねえよ。俺が召喚されたのはたった三日前のことだ。俺はてっきり箱庭との時間のズレが発生したのかと思っていたが………そうじゃないってことなんだな？」

『ええ。時間の経過速度については二年前から同期しているわ。〝護法十二天〟が働きかけて、特定の世界の時間に依存している状態にしているの』

「そうか。これで決定的だな」

　十六夜は長く溜息を吐いた。

　彼にしては重く、そして若干の痛みがこめられているように感じられた。

「………そっか。〝天の牡牛〟も中東国家の伝承だったな。すっかり忘れてた」

『は？』

「何でもない。とにかく原因が分かったぞ、焰。お前がエヴリシングカンパニーと合同で研究しているものって、第三永久機関が関係しているんじゃないのか？」

　焰は思わず心臓が飛び上がるのではないかと思った。それは箱庭という異世界に行っていた十六夜が知るはずもない情報だからだ。

　焰は無意味と知りながら、反射的に声を小さくする。

『………待て。誰から聞いた、その話。俺が研究しているのは表向きだと第三種星辰粒子体っていうナノマシン技術しか知られてないはずだ。第三永maxwell久機関driveを使った永久機関やエネルギー革命については誰にも、』

「そう、その元ネタになったマクスウェルだ。俺はこの箱庭で、その題材になった〝マクスウェルの悪魔〟と戦ったことがある」

『………な、』

「詳しい話は省くが、そいつは〝暖だん〟と〝寒かん〟の境界を操る悪魔だった。もし星辰粒子体に〝マクスウェルの悪魔〟と同等の能力があるなら、気温変化を操作して、気圧を操る方法があるのかもしれない」

　西郷焰以外に、星辰粒子体を研究できる人間───そんな者は居るはずがない。何故なぜならアレは、彼の父親が残した研究の産物だからだ。その産物が三つしかない本物の星辰粒子体・通称〝原典オリジン〟である。アレが無ければ研究なんて出来るはずがない。

　そもそも、恩恵を使ってようやく解読できているあのオーバーテクノロジーの塊を、一体どうやって一から作れるというのか。僅か一〇％ほどの再現度で医療革命を起こせるような怪物を再現するなど、それこそ設計図でもない限りは───

『………論文』

「論文？　誰の？」

『親父の論文。それがあれば、星辰粒子体が無くても研究が出来るかも………でも、』

　西郷焰の父親は死んでいる。それは間違いない。

　そして彼の論文はその時に無くなったはずだ。

　今まで学会で誰も発表したことがなかったから、単純に紛ふん失しつしたと思われていたその論文を───何年もかけて秘密裏に研究していた者たちがいるとしたら。

『そう。西郷焰。貴方の父親の論文を手に入れた誰かが、〝天の牡牛〟を地上で再現した。それが外界を巻き込んだ今回のギフトゲームの主犯なのだけど………さて。それはつまりどういうことなのかしら？』




　　　　＊




　プツン───と。

　西郷焰は、其処で通話を切った。殆ど無意識で行われたその行動に焰自身驚いていた。何故そんな事をしてしまったのか分からないまま携帯を見つめていると───女王が、ふわりと薫かおるほどの距離で顔を覗のぞき込んできた。

「っ………!?」

　その無防備な行為に、思わず体を仰のけ反ぞらせる。

　この少女が化け生しようの類たぐいであることはよくわかっていたが、それでも美しい少女であることに変わりはない。鼓動が跳ねあがるのは当然だろう。

「………女王」

「なぁに？」

　此処で初めて───太陽の女王は、本当に心の底から愉しそうな笑みを浮かべた。

　薔ば薇らのような赤い唇はまるで華を裂さいたように美しく開き、宝玉のような瞳は世界を超えて存在している二人を同時に見つめている。彼女は今正に、この二人の少年がどのように動くのかを値踏みしていた。

　窓の外の嵐はより一層強くなり、暖だん炉ろの火は凍こごえそうなほどに縮んでいる。これ以上強い風が吹けば今にも吹き飛んでしまいそうなほどに揺れていた。

　なのに彼の瞳は、様々な感情の炎を灯して今にも燃え上がりそうな熱を宿している。彼は今、生まれて初めて、全身全霊の敵てき愾がい心しんを燃やしていた。

「幾つか、確認したい」

「ええ。今ならどんなことでも答えてあげる」

　美しい、太陽のような笑えみが焰に向けられる。

　焰は感情を押し殺したまま、彼女に問うた。

「………外界に星獣を召喚したのは、箱庭の人間か？」

「ええ。人間かどうかはノーコメント」

「───箱庭の人間が、星辰粒子体を研究してるのか？」

「いいえ。前者と後者は似て非なるものよ。但し協力関係にある」

「───……なら、どういう点で協力したんだ？」

「勿論、貴方のお父様を………ふふ、やっぱり秘密。その言い方じゃ教えてあげない」

　焰から離れてテーブルに片肘を突き、甘ったるい声で焰の心を擽る。彼女はどうあっても、その一言を彼の口から聞きたかった。彼自身に気付かせたかった。

　孤児院の為、家族の為、友人の為───誰かの為に人生を捧げてきた少年が、己の感情の為に戦いを始めるのであれば。

　それはきっと、燃え盛る炎のように激しくも情熱的で、見ているだけで愉たのしい復ふく讐しゆう劇の幕開けになるに違いない

「─────、」

　焰は、そんな女王の遊び心を知りながら。

　答えを察しながら。

　踊らされるように、その言葉を紡いだ。

[image: ]




　　　　＊




　───逆廻十六夜は、何度かけ直しても繫がらない電話をその場に叩きつけた。

「………やってくれたな、あのド腐くされクソ女王」

　有ありっ丈たけの怒りを込めて叩きつけられた携帯電話は、無残にも砕くだけ散った。

　吼え猛ってこそいないが、此れほどの怒りを爆発させたのは三年ぶりだ。八つ当たりの相手が寺院ではなく携帯電話だったのは幸いだっただろう。

　聞き耳を立てていた御門釈天は自分の領域が壊されなかった安あん堵どと、砕け散った携帯電話への怒りを抑え込みながら、静かに天を仰ぐ。

「参ったな………女王の奴、完全に境界を閉じやがった。こうなると、日本にいる俺たちじゃ箱庭に繫げることは不可能だ。これで十六夜を箱庭に帰す算段が付かなくなっちまった。………厄やつ介かいなことになったぞ、此れは。プリトゥは考えがあるか？」

「私には無理。知り合いに境界操作は居ない」

「だろうな。となると、太陽主権戦争が始まるまでは帰れないぞ。どうする、十六夜？」

　釈天は茶化しながらも真剣に問う。

　だが意外にも、十六夜は即答した。

「一つだけ、心当たりがある。其処なら箱庭に繫がってるかもしれない」

「ほう？　国内か？」

「いいや、海外だ。俺の相棒が其処で待ってる。一度でいいから神殿を見てみたいって五月蠅うるさかったんでそのまま置いてきた。………それで、アンタたちはどうする？」

　首だけ振り返り十六夜は二人の神霊に問う。彼らは彼らで手詰まりだ。他に行く当てがないのなら、十六夜に付き合うのも悪くないだろう。

「いいだろう。但し人里での移動は車と飛行機を使え」

「わかってるっての。流石さすがに故郷を破壊するつもりはねえよ」

　三人はそれぞれの意思を確認し合い、空港に足を向ける。

　プリトゥは携帯電話を開いて十六夜の偽造パスポートの用意を依頼しながらふと、思い出したように問う。

「そういえば、逆廻十六夜。お前は今回の一件に対して、本当に無関係なのか？　先ほどのやり取りを見た感じだと、女王とも面識があるように思えたが」

「事件そのものには無関係だ。………が、そうだな。ミノタウロスについては知っていることもある。アイツが外界に召喚されたのは、俺が迷宮ゲームに挑んでいる時だからな」

　十六夜が告げると、二人は驚いたように顔を見合わせた。

「………おい。その話は聞いてないぞ」

「話す必要がないと思っていたからな。………けど此処まで大事になった以上、お前たちにも話しといたほうがよさそうだ。移動しながら説明するぞ」

　釈天の愛車に乗り込んだ十六夜は、二人に事の始まりを話し始める。




　全ての始まりは今から一週間前───ギリシャ神話に記述された伝承のギフトゲーム

〝Minotaur　the throne　in　labyrinth〟に遡る。

　十六夜は其処で経験した神魔の遊戯と、一匹の怪物について語り始めた。
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　あとがき







　よし！　ライトノベル作家になろう！




　そう思い立ち、デビューしたのが四年前。

　初めての方は初めまして、前シリーズ以来の方はお久しぶり。こんなに続くとは思っていなかった、竜たつノの湖こ太た郎ろうでございます。

　この度たびはなんちゃって現代風異世界ハートフルファンタジー第二弾だん『ラストエンブリオ』を手に取っていただきありがとうございます。もう第一巻から大おお風ぶ呂ろ敷しきも大風呂敷のシリーズでございますが、振ふり落とされないように付いてきていただけたら嬉うれしいです。今まで通りノンストップでフルスロットル、ダブル主人公であれこれやっていきたいと思いますので、共に箱庭の世界を楽しんでいただけたら嬉しいです。

　さてさて、せっかくなので本の内容に偶たまには触ふれておきます。

　今回は上下巻………というより出題編＆解答編となっております。まあ、今回は世界観の説明も兼かねてますしね。その辺りも楽しんでいただけたら嬉しいですね。

　十六夜いざよいと焰ほむらの話は何時いつか書きたいなと思っていた話なので、次回はゲームよりもドラマパートを詰つめ込んでやろうかなと画かく策さく中です。

　偶には頭を使うばかりでなく情感たっぷり背景描びよう写しやたっぷり戦せん闘とう描びよう写しやたっぷりの物語を書きたいな、とか思うのですよ。むしろ最近は常々思ってます。

　………あれ、何でゲーム物書いてるんでしょう私。




　ちなみに、今回から制作サイドのチーム編成が一新されました！

　イラストのももこさん、編集Ｏさん、これからよろしくお願いします。




　これから始まる逆さか廻まき十六夜と西さい郷ごう焰のダブル主人公の冒ぼう険けん活劇。

　太陽の主権戦争も併あわせて楽しんでいただきたく思います。

　それではまた、次巻でお会いしましょう！


竜ノ湖太郎　　
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